
このたびはセンターユニットをお買い上げいただき、まことにありがとうございました。
■この取扱説明書と保証書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。そのあと保存し、
必要なときにお読みください。
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ください。
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上手に使って上手に節電
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本機は、中規模以上の商業施設・工場などの建築物に対応する業務放送システムのセンターユニットです。
放送回線の切り換えを行う音声マトリクス機能やIC録音／再生機能、外部機器を制御する外部制御入出力
機能を、本機1台で実現します。
本機は他の機器と組み合わせて使用し、業務放送システムを構築します。

本機を動作させるには、以下の機器が必要です。
8 電源制御ユニット：各機器にDC24VまたはAC100Vの電源を供給します。
8 非常電源ユニット：停電時に各機器にDC24Vを供給します。
8 マイクユニット：本体マイク放送を行う際に必要になります。

システムを構成するには以下の機器が必要です。
8 電力増幅ユニット（アンプ）
8 スピーカー
8 放送用音源（CDミュージックプレーヤーなど）

※システム構成によっては上記以外にも必要な機器があります。必要な機器はシステムの規模によって異
なります。
※本機はラック専用機器です。

機 能 概 要
本機は、最大16の音声入力（音源機器）と音声出力（放送エリア）の放送回線を同時に制御することがで
きます（音声マトリクス機能）。また、外部音源機器や接点リモコンで回線を選択して放送したり、外部機
器を制御したりすることもできます（外部制御入出力機能）。

本機の主な機能は以下のとおりです。

本体マイク放送
本機にマイクユニットを接続すると、マイクで放送が行えます。マイク放送をしたいエリアは、本機前面の
機能ボタンで選択します。機能ボタンには、あらかじめ放送エリアを設定しておく必要があります。また、
マイクユニットの接続など、ご使用にあたっては工事が必要です。

補助音声入力を使った放送
本機の前面ふた内部にある補助音声入力端子に、CDミュージックプレーヤーやデジタルICプレーヤー、デ
ジタルICレコーダーなど外部音源機器を接続して、簡易的にBGMやメッセージを放送することができます。
また、本体マイクと補助音声入力をミキシングして放送することもできます。

商 品 概 要
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コールサイン機能
コールサイン機能は、放送開始時と放送終了時にチャイムやミュージック、メッセージなどを流すことがで
きる機能です。
本機は、放送開始用に上り4音、放送終了用に下り4音のチャイムを内蔵しています（内蔵コールサイン）。
内蔵コールサインはデジタルデータ※として保存されているため、他の音源ファイル※と入れ換えることも
できます（各5秒）。マルチリモコンマイクを使っている場合は、マルチリモコンマイクからコールサイン
を放送することもできます。

※ファイル形式は、WAVE形式です。WAVE形式は、MicrosoftR WindowsRで標準的に使

われているファイル形式です。WAVEファイル、WAVEサウンドファイルなどとも呼ばれ

ています。拡張子は「wav」が付きます。サンプリング周波数44.1 kHz、データ16bit、

モノラルに対応します。

モニター機能
モニター機能は、本機の音声入力、音声出力を任意に選択して、放送状態を確認できる機能です。選択し
たエリアに放送されている内容を確認することができます。
モニターするには次の方法があります。
• 本機前面のモニターレベルメーターによる入出力音声レベルの確認
• スピーカー（アンプが必要です）による放送内容の確認（本体モニター機能）
• マルチリモコンマイクによる確認（リモコンモニター機能）※

• モニターユニットによる確認※

※マルチリモコンマイクおよびモニターユニットは別売りです。また、マルチリモコンマイ

クでモニターするためには、別途設定が必要です。スピーカーでモニターする場合、ス

ピーカー、アンプは別途ご用意願います。この場合、別途工事と設定が必要です。

IC録音／再生機能
本機は、つぎの音声を内部メモリー※またはPCカードに記録（録音）し、再生（放送）することができま
す。
• 本体マイクやマルチリモコンマイクからの音声
• 補助音声入力端子に接続している外部音源機器から入力された音声
録音／再生機能には、「簡易録音／再生」と「ライブラリ録音／再生」の2種類があります。

※内部メモリーは、内蔵メモリーと拡張メモリーで構成されています。内蔵メモリーは本機

に標準で内蔵されているメモリーで約5秒間の録音ができます。録音時間を増やしたい場

合は、拡張メモリーにコンパクトフラッシュを取り付けて、録音します。録音できる時間

は1MBあたり約10秒です。また、拡張メモリーの使用には工事が必要です。販売店にご

相談ください。

簡易録音
簡易録音は、音声を、内部メモリーに1つだけ録音できる機能です。本体マイクの音声、補助音声入力の
音声を録音できます。本体放送を行いながら録音することもできます。簡易録音で録音した音声は、再度
録音すると上書きされます（先に録音した内容は消去されます）。

簡易再生
簡易再生は、簡易録音で録音した音声を再生放送する機能です。
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ライブラリ録音
簡易録音機能で録音できる音声は1つだけですが、ライブラリ録音機能を使うと、複数の音声を本機に録
音できます。よく使うメッセージなどを録音するときに使います。
ライブラリ録音で録音された音声は、本機の内部メモリーやPCカードにファイル※として保存されます
（保存されたファイルをライブラリ音源ファイルと呼びます）。保存されたファイルは、後でコピーしたり、
削除したりして、管理できます。
※ファイル形式は、WAVE形式です。WAVE形式は、MicrosoftR WindowsRで一般的に使われているファイル形式

です。WAVEファイル、WAVEサウンドファイルなどとも呼ばれています。拡張子は「wav」が付きます。サンプリ

ング周波数44.1 kHz、データ16bit、モノラルに対応します。

ライブラリ再生
ライブラリ再生は、ライブラリ録音で録音したメッセージまたは音楽を再生する機能です。本体放送を行
う際に、再生して放送することができます。ライブラリ音源ファイルは、本体マイクやマルチリモコンマイ
クで共有して再生し、放送できます。

緊急放送
本機は、地震やガス漏れなどの緊急事態に備え、通常の放送より優先して緊急で放送を行うことができま
す。
緊急放送には、「緊急一斉放送」と「緊急外部放送」の2種類があります。

緊急一斉放送
本機前面ふた内部の緊急一斉放送スイッチを押すと、他の放送が中断され、全放送エリアに、本機から一
斉に放送できます。緊急一斉放送は、最も優先順位の高い放送です。

緊急外部放送
地震計やガス検知器などの外部機器からの制御信号を入力して、緊急放送を起動します。「緊急一斉放送」
と同じように、他の放送が中断され、あらかじめ設定されたエリアに対して、一斉に放送されます。緊急
外部放送は緊急一斉方法のつぎに優先順位の高い放送です。本体マイクを使用したシステムの場合は、本
体マイクで放送することができます。
緊急外部放送を行うためには、工事が必要です。販売店にご相談ください。

停電放送
本システムに非常電源ユニットを接続すると、停電が発生した場合でも放送を継続することができます。
（停電中に、手動で本機を起動して放送することもできます）。
停電放送中、電源は非常電源ユニットの蓄電池から供給されます。非常電源ユニットから電源が供給され
ているときは、通電表示が橙色になります。

停電が発生したときの起動方法にはつぎの2つがあります。

本体停電起動
手動または自動で非常電源を立ち上げ、放送を行います。
手動で立ち上げるには、停電時に前面ふた内部の通電／停電起動ボタンを押します。
停電発生時、自動的に放送を継続するように設定※されている場合は、音が途切れることなく、放送を継続
することができます。

※自動的に放送を継続するためには、あらかじめ放送継続が設定されている必要がありま

す。
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停電外部起動
自家発電機などの外部機器からの制御信号によって、自動で非常用電源を立ち上げて本機を起動し、放送
を行います。

バックアップ放送
本機内蔵のマイクロコンピューターが不安定な状態になり、放送操作が不可能になった場合でも、放送を
継続するための機能（バックアップ放送）を備えています。
本機内蔵のマイクロコンピューターが不安定になると、本機前面のシステムエラー表示が点灯します。バッ
クアップ放送を起動すると、マイクロコンピューターの制御を切り離し、音声入力端子の1ch（または本
体マイク※）、音声入力端子の2ch、緊急外部音声入力、補助音声入力に入力されている音声が全放送エリ
アに放送されます。

※本体マイクで放送するためには、音声入力端子1chがマイクに設定されている必要があります。

PCカードの使用
本機は、PCカード用スロットを搭載しています。PCカード※を使用すると、ライブラリ録音で録音できる
時間やファイル数を増やすことができます。PCカードアダプター（市販品）にコンパクトフラッシュを取
り付け、PCカード用スロットに挿入して使用します。
• PCカードを使用することによって､録音できる時間やファイルの数を増やせます（録音する先は内部メ
モリーかPCカードを選択できます）。

• システム設定内容をロード（読み込む）して、本機の設定をPCカードで行ったり、PCカードにセーブ
（保存）して管理することもできます。本機のシステム設定に異常が発生した場合、保存したシステム設
定をロード（読み込む）することによって復旧できます。

• プログラムコントローラーを使用したシステムの場合、時刻と連動したシステムの放送プログラムデータ
を、ロードしたり、セーブしたりすることができます。

※PC Card Standard タイプ2に準拠しています。

キーロック機能
キーロック機能は、本機前面のボタンやふた内部のボタンを操作できないようにロックし、誤操作によるシ
ステムの停止などを防止する機能です。キーロックされている間は、緊急一斉放送スイッチと放送復旧ボ
タン、キーロック解除の操作以外は、すべて無効になります。

パーソナルコンピューター（PC）による操作
本機は、PCから操作することができます。PCから操作するためには、別売りの運用支援ソフト（WL-
AS60）が必要です。運用支援ソフトは、システム全体を集中管理するためのソフトウェアです。
このソフトウェアで、主に次の内容を操作できます。
• 放送プログラムや放送状態の確認※。
• 放送プログラムの変更（時刻に連動して放送順序を編集したり、繰り返し放送したりするよう設定する
ことができます。）

• 放送エリアの変更など、放送パターンの変更

※時刻に連動した放送を行うには、別売りのプログラムコントローラーが必要です。プログ

ラムコントローラーと連動させることによって、自動放送を行うことができます。自動放送

用のプログラムはあらかじめ作成する必要があります。
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付属品をご確認ください
取扱説明書（本書）..................................................................................................................1

設定説明書 ...............................................................................................................................1

保証書 ......................................................................................................................................1

著作権にご留意ください
市販されている楽曲をご利用になる場合は、楽曲、使用目的、使用形態などによっては、著作権法
上、権利者の許諾を要する場合があります。許諾の要・不要は場合によって異なりますので、詳し
い内容については「日本音楽著作権協会（JASRAC）」の本部または最寄りの支部へおたずねくださ
い。
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本書の構成
本書は、本機の機能の操作方法やシステム設定内容の確認方法を記載した「操作編」と、システ
ムの構築方法・設定方法や機器の接続のしかた、メンテナンスのしかたなどを記載した「工事編」
にわかれています。

操作説明編
本機の操作のしかたや、システム設定内容の確認しかたについて記載しています。システムを操
作する人や設定する人はお読みください。操作をはじめる前に、「安全上のご注意」に記載してい
る注意事項を必ずお読みになり、正しく操作してください。

工事説明編
システムに必要な機器の接続のしかたや、システムの設定方法などを記載しています。
工事や設定を行う人はお読みください。また工事をはじめる前に、注意事項を必ずお読みくださ
い。

本書で使用している用語について
PCカード ：PC Card Standard タイプ2に準拠したカードです。本機はPC

カードアダプター（市販品）にコンパクトフラッシュ（市販品）を取
り付けたメモリーカードを使用します。

本体マイク ：マイクユニット（WU-Z19：別売り）のことです。
電源制御ユニット ：電源制御ユニット（WU-L62：別売り）のことです。
非常電源ユニット ：非常電源ユニット（WP-570B：別売り）のことです。
マルチリモコンマイク ：マルチリモコンマイク（WR-600：別売り）のことです。
リモコンマイク ：リモコンマイク（WR-101、205、210：別売り）のことです。
モニターユニット ：モニターユニット（WU-M20、30：別売り）のことです。
プログラムコントローラー：プログラムコントローラー（WZ-650：別売り）のことです。
外部音源機器 ：弊社製デジタルICプレーヤー／レコーダー、CDミュージックプレー

ヤーのことです。
本体モニター ：アンプ内蔵のスピーカーで放送内容をモニターすることです。
液晶 ：本機前面にある液晶表示部のことです。

本書で使用している記号について
：液晶下にある液晶機能選択ボタンを表しています。
：液晶機能選択ボタン以外のボタンを表しています。

商標・登録商標について
• WindowsRは、米国Microsoft社の米国および他の国における登録商標または商標です。
• CompactFlash（コンパクトフラッシュ）は、米国SanDisk社の商標です。
• その他、本書で登場する製品名は一般に各開発メーカーの登録商標あるいは商標です。

本書について
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警告

分解禁止 

分解しない、改造しない 

火災や感電の原因とな
ります。 

¡修理や点検は、販売店にご依頼 
　ください。 

異常があるときは、 
すぐ使用をやめる 

煙が出る、臭いがする
など、そのまま使用す
ると火災の原因となり
ます。 

¡ただちに電源制御ユニットまたは
分電盤のブレーカーを切り、販売
店にご連絡ください。 

取り付けねじはしっかりと 
しめる 

落下などで、けがの原
因となります。 

¡取り付け工事は必ず販売店にご
依頼ください。 

工事は販売店に依頼する 
 

工事には技術と経験が
必要です。火災、感電、
けが、器物損壊の原因と
なります。 

¡必ず販売店に依頼してください。 

異物を入れない 

水や金属が内部に入る
と、火災や感電の原因と
なります。 

¡ただちに電源制御ユニットまたは
分電盤のブレーカーを切り、販売
店にご連絡ください。 

禁　止 

安全上のご注意
お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、次のよう
に説明しています。

■表示内容を無視して誤った使い方をしたとき生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。

■お守りいただきたい内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

警告

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。

この絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

必ずお守りください

決められたヒューズを使う 

規定以外のヒューズを
使うと、火災の原因と
なります。 
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使用上のご注意
警告に記載されている内容とともに、以下の項目をお守りください。

使用電源DC24Vは電源制御ユニットから供給します。

本機はラックマウント専用機器です。

停電時の電源DC24Vは非常電源ユニットから供給します。

使用温度範囲は0℃～＋45℃です。
この温度範囲以外で使用すると、内部の部品に悪影響を与え故障または誤動作の原因となります。

内蔵バックアップ電池には寿命があります。
内蔵バックアップ電池はリチウム1次電池を使用しており、寿命があります。約4年を目安に交
換してください（ただし、この時間は交換の目安であり、寿命を保証するものではありません）。
交換時期になると、液晶に交換時期であることを知らせるメッセージが表示されます。表示さ
れた場合は、お買い上げの販売店にご相談ください。

お手入れについて
システムの電源を切り、乾いた柔らかい布でふいてください。
ほこりがとれにくいときは、水で薄めた台所用洗剤を柔らかい布にしみこませ、固く絞ってから
軽くふいてください。そのあと、乾いた柔らかい布で、洗剤成分を完全にふき取ってください。
シンナーやベンジンなど、揮発性のものは使用しないでください。
化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書きに従ってください。

PCカードは、必ず推奨のコンパクトフラッシュを取り付けてご使用ください。
• PCカードとは、ノート型パソコンなどに使用できる85.6 mm×54 mmサイズの情報メディ
アで、JEITA（（社）電子情報技術産業協会（旧JEIDA（社）日本電子工業振興協会））と
PCMCIA（米国：Personal Computer Memory Card International Association）で標準
化されています。本機は、「PC Card Standard」に準拠したType 2のPCカードをサポート
しております。

• 本機は、PCカードアダプター（市販品）にコンパクトフラッシュ（下表参照）を取り付けた
メモリーカードに対応します。PCカード（メモリーカードを挿入してご使用になる場合は
そのメモリーカード）はFAT16でフォーマットされたものをお使いください。上記規格に該
当しないPCカードまたはFAT16形式以外でフォーマットされたPCカードを使用すると、故
障の原因となります。フォーマットはパソコンで行ってください。

• PCカードにセーブ（保存）またはロード（読み込み）している間、PCカードは絶対に取り
出さないでください。ファイルの内容が破壊されるおそれがあります。

長期間使用しない場合は
本機には通電制御を行うために、常時20mA程度の待機電流が流れています。長時間使用しな
い場合には、電源制御ユニットのブレーカーを切ってください。

前面ふたについて
前面ふたは、ほこりや静電気から本機の前面パネル内を保護する働きがあります。通常使用す
る際は、ふたを閉じて使用してください。

表推奨コンパクトフラッシュ（2001年 6月現在）
メーカー 型名（＊＊は容量） 容量（MB）

16, 32, 48, 64
16, 32,48
32, 64
48, 64

サンディスク（株） SDCFB－＊＊－505
TDK（株） TC0＊＊HS
（株）アイ・オー・データ機器 PCCF－H－＊＊MS
（株）メルコ RCF－C＊＊M
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ここでは、センターユニットの各部の名前について説明します。その他の機器の各部の名前と
働きは、お使いになる機器の取扱説明書をお読みください。

システム全体（機器構成例）

qプログラムコントローラー（WZ-650）
放送時刻をプログラムし、自動放送を行うときに必要な機器です。

w デジタルICレコーダー（WZ-DP200）または、デジタルICプレーヤー（WZ-DP100）
メッセージやBGMを放送するときに必要な機器です。

e CDミュージックプレーヤー（WB-651/655）
BGMを放送するときに必要な機器です。

r センターユニット（本機）

t 4チャンネルパワーアンプ（WA-P430）
音声を拡声するために必要な機器です。1台で4つのエリアに異なる音声で放送することができ
ます。

y 電源制御ユニット（WU-L62）
各ユニットにDC24VまたはAC100Vの電源を供給するために必要な機器です。

u 非常電源ユニット（WP-570B）
停電時に各ユニットにDC24Vの電源を供給するために必要な機器です。

q

w

e

r

t

y

u

※図はシステム構成の一例を示したものです。

各部の名前とはたらき
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センターユニット（前面パネル）

q 通電表示
電源制御ユニットから電源が供給されているときは、緑色に点灯します。停電時に非常電源ユニッ
トの蓄電池により電源が供給されているときは、橙色に点灯します。

w モニターレベルメーター
液晶でモニターポイントを設定することにより、つぎの音声のレベルを確認できます。
• 入力／出力チャンネルの音声レベル（入力側は主に外部音源機器、出力側は放送エリアになり
ます）。

• IC 録音時の音声レベル
• IC再生時の音声レベル（IC再生は同時に4系統可能。4系統中1系統を選択表示）

e 液晶表示部［LCD］
電源が供給されると、出力モニター画面が表示され、音声出力チャンネル（放送エリア）の音声
レベルを確認できます。本体放送時の操作やIC録音／再生、システムの設定は液晶表示部に表示
される内容に従って操作します。

r 液晶機能選択ボタン
液晶表示内下側に表示される機能を実行するボタンです。画面遷移に応じて液晶に表示される機
能は異なります。

t 緊急一斉放送中表示
緊急放送中に点灯します。

y システムエラー表示
本機内蔵のマイクロコンピューターが不安定な状態になると点灯します。本機前面ふた内部のバッ
クアップスイッチを「入」にすると、バックアップ放送が行えます。

u バックアップ放送中表示
バックアップ放送中に点灯します。

i 機能ボタン（F1～F5）
各ボタンに、割り当てられている機能を実行するとき、または放送エリアを選択をするときに押し
ます。
※各ボタンの機能はシステム設定時にあらかじめ割り当てられています。

o 液晶コントラスト調節ボリューム
液晶の文字が見にくいとき、プラスドライバーなどで左右に回して調節してください。

!0 放送復旧ボタン
本体放送または緊急一斉放送を終了するときに押します。

Center Unit  WL-DK600

放送復旧 通電 

モニターレベル 緊急一斉放送中 

システムエラー 

バックアップ 
放送中 

PEAK

6

0

-10

-20

-40
dB

F1

F2

F3

F4

F5

q

w e

r

t yu

i

!0o
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通電/停電起動 

補助音声入力 
PC I/F1

(RS/232C)

バックアップ放送 

切 入 

–22dBV 10kΩ
0 10

取消 緊急一斉 

選択/決定 

PCカード

q w

e r

t y u i

o

!0 !1

センターユニット（前面ふた内部）

q 通電／停電起動ボタン
• 本機の電源を入／切します。電源を投入すると、本機前面の通電表示が点灯します。
• 停電時に本機を起動し、放送をできる状態にします。停電時の起動中は本機前面の通電表示
が橙色に点灯します。

w PC接続端子1（RS-232C）
この端子にパーソナルコンピューター（PC）を接続すれば、PCから本機を制御できます。専
用ソフト（運用支援ソフトWL-AS60：別売り）を使用すると、プログラムコントローラー
（WZ-650：別売り）と連動させて、自動放送を行うことができます。
※本機後面にはPC接続端子2があります。PC接続端子1とPC接続端子2を同時に使用するこ
とはできません。どちらを使用するかはあらかじめ設定されています。

e 補助音声入力端子
外部音源機器を接続します。接続した外部音源機器の音声は、本体マイクからのアナウンスと
ミキシングされて放送されます。テープやCDなどの音源機器を簡易的に接続するときに使用
します。

r 補助音声入力ボリューム
補助音声入力端子に接続されている外部音源機器の音量を調節します。左に回すと音が小さく
なり、左にいっぱいに回すと音が出なくなります。右に回すと音が大きくなります。

t バックアップ放送スイッチ
システムエラーが発生したとき、「入」にするとバックアップ放送を行うことができます。詳し
くは「バックアップ放送のしかた」をお読みください。

y カーソルボタン［s▲t▼］
液晶のカーソルを上、下、左、右に移動します。

u 取消ボタン
設定内容を取り消しまたは文字を消去するときに押します。

i 選択ダイヤル［選択／決定］
メニュー画面表示中、左右に回して設定項目を選択します。押すと、設定項目が決定します。

o 緊急一斉放送ボタン
緊急一斉放送をするときに押します。放送を終了するときは、放送復旧ボタンを押します。

!0 PCカードスロット
PCカードを挿入します。

!1 取出ボタン
PCカードを取り出すときに押します。液晶に「カードアクセス中」が表示されているとき、ま
たは液晶下段の文字が反転表示されているときは、絶対に押さないでください。PCカードまた
は内部データが破壊されることがあります。

重要 PCカードの抜き差しは、5秒以上間隔を空けて行ってください。間隔が短いと正しく認識されない場合が

あります。
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液晶表示部について
本機の機能の操作や設定は、液晶表示部に表示される内容に従って操作します。
ここでは、操作のメイン画面となる「出力モニター画面」の解説や基本的な操作方法について
説明します。
本機に電源が投入されると、出力モニター画面が表示されます。

q 本機の出力チャンネルの出力レベルが、ピーク／定格／シグナルの3ポイントで、リアル
タイムに表示されます（1ブロックに4チャンネル表示）。
標準で8チャンネル、別売りの音声入出力ボードが取り付けられている場合は、16チャ
ンネルまで出力レベルが表示されます。

w 放送状態が表示されます。
• 無表示 ：どこからも放送されていません。
• 放送中 ：音声入力1chまたは本体マイク以外から放送中です。
• 本体放送中 ：放送エリアが選択され、音声入力1chまたは本体マイクで放送中です。
• 停電放送中 ：停電放送中であることを示しています。
• 緊急外部放送中：緊急外部放送中であることを示しています。
• 緊急一斉放送中：緊急一斉放送中であることを示しています。
• 非常放送中 ：非常放送システムが非常放送を行っていることを示します（この表示のと

き、本機の音声出力はすべてミュートされ、放送を中断します）。
• キーロック中 ：キーロック中です。押したボタンは操作できません。

e エラー発生時に「ER」と表示されます。システム画面のエラー確認で、エラーコードを
確認できます。

r PCカードアクセス中は「カードアクセス中」と表示されます。故障の原因となりますの
で、「カードアクセス中」はPCカードを取り出さないでください。キーロック中は
「キーロック中」と表示されます。キーロック中の操作は「キーロックのしかた」をお読
みください。

t 液晶のすぐ下にある液晶機能選択ボタンを押すと、選択した項目を実行したり、他の機
能を実行するための画面を表示できます。

液晶機能選択ボタン 

q

w

tr

e

各部の名前とはたらき
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操作編

操作編　操作をはじめる前に
ここでは、本機で操作をはじめる前に必要な確認事項、操作内容について説明しています。

機能ボタンに割り当てられている機能を確認する
機能ボタンには、放送エリアの選択や、放送の起動、放送音量の変更、外部機器の制御などの
機能が割り当てられています（お買い上げ時は設定されていません。システム設定時に割り当
てます）。
電源を入れる前に、機能ボタンに割り当てられている機能を販売店に確認してください。
機能の内容を記名シールなどに記入し、機能ボタンの横に、はっておくことをおすすめします。

電源を投入する
本機は電源投入時、初期化を行いシステムの状態をチェックします。チェック後、異常がなけ
れば液晶に出力モニター画面が表示されます。

重要 本機の電源は、電源制御ユニットから供給されます。本機の電源を投入する前に、必ず、電源制御ユニッ

トのブレーカーを「入」にしてください。本機には、常時電源制御ユニットから通電制御を行うための待

機電流が供給されています。

1 本機前面のふたを開け、内部にある
を押す。

電源が「入」になると、つぎのように動作します。
• 通電表示が点灯します。
• 電源投入と同時に起動画面が表示され（約3秒）、出力
モニター画面が表示されます。

2 電源を切るときは、再度、 を押
す。
電源が切れると、通電表示が消灯します。

初期化エラーについて 通電開始時、本機はシステムチェックを行います。システム

チェック中に異常を発見すると、液晶にエラーを表示してお知ら

せします。複数のエラーが発生した場合、最後のエラーが表示さ

れます。エラーの詳細は「エラー確認画面」で確認します。

ハードチェック 本機の内部回路をチェックしています。

バックアップ電池チェック バックアップ電池の電圧をチェックします。電圧に異状があると

きは「バックアップ電池がありません」などのメッセージが表示

されます。メッセージを消すときは、 を押してください。

詳細は、「バックアップ電池の交換について」をお読みください。

通信チェック 本機と接続している機器との通信状態をチェックします。「通信エ

ラーが発生しました」というメッセージが表示されたら、他の機

器の電源が入っているか確認してください。電源が入っているにも

かかわらずエラーが表示されるときは販売店にご相談ください。

確認

通電／停電起動

通電／停電起動

初期化中です。
しばらくお待ちください
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各機器の優先順位を確認する
本体マイクまたは外部音源機器、マルチリモコンマイクからなどから放送する場合、本機で放
送の優先順位を設定することができます。緊急放送は最も優先順位が高く、「緊急一斉放送」
「緊急外部放送」の順になります。
優先順位の高い機器が放送している間、優先順位の低い機器からは放送できません。各機器の
優先順位はシステム設定時に設定されています。本機を使用する前に、各機器の優先順位を販
売店に確認してください。詳細は、別冊の「設定説明書」をお読みください。

放送の起動について
放送を起動（開始）するにはつぎのような方法があります。
• 機能ボタンの放送エリアを選択して放送する本体放送（マイク使用時は本体マイク放送）
• プログラムコントローラーからの制御信号による放送
• マルチリモコンマイクやリモコンマイクからの放送
放送を起動すると放送のパターンが自動的に選択され、放送が開始されます。
放送のパターンとは、入力された音声をどこに出力するかを定義したもので、システム設定時
に設定されています。

放送エリアについて 本機の機能ボタンまたはマルチリモコンマイク、リモコンマイクの放送エリア選択ボタンなどに対し、あ

らかじめ放送したいエリアを割り当てておく必要があります。詳しくは別冊の「設定説明書」をお読みく

ださい。

PCカードの挿入のしかた
図のように、コンパクトフラッシュが取り付けられているPCカードを挿入します。上下を間違
えずに挿入してください。本機が通電状態のときでもカー
ドは挿入できます。ただし、液晶に「カードアクセス中」
と表示されているときは、カードを絶対に取り出さないで
ください。

緊急一斉 

選択決定 

PCカード 

▲印を上に向けて 
挿入する 
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液晶の基本的な操作のしかた

カーソルの移動
カーソルボタンを押します。

パラメーターの選択
選択ダイヤルを回します。

パラメーターの決定
選択ダイヤルを押します。

入力内容の取り消し
取り消したい内容にカーソルを移動させ、 を押し
ます。

液晶の下に表示されている操作の実行
液晶下の液晶機能選択ボタンを押します。

取消

通電/停電起動 

補助音声入力 
PC I/F1

(RS/232C)

バックアップ放送 

切 入 

–22dBV 20kΩ
0 10

取消 緊急一斉 

選択/決定 

PCカード

カーソルボタン 選択ダイヤル 

取消ボタン 

選択/決定 

選択/決定 
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本体マイク放送のしかた
本機の本体マイクを使用して、マイクによるアナウンス放送をします。

条件 • あらかじめ、本体マイクを取り付けておく必要があります。

• 機能ボタンにあらかじめ、放送エリアを設定しておく必要があります。

1 本機前面の機能ボタンを押して、放送したいエリ
アを選択する。
• 選択した機能ボタンが点灯します。
• 出力モニター画面（本体放送中）の画面に切り換わりま
す。

2 本体マイクのスイッチを押して放送する。
選択されている放送エリアに放送されます。

3 放送を終了するときは、 を押す。
選択した放送エリアがすべて解除され、放送が終了しま
す。

解除したい放送エリアの機能ボタンを再度押します。

放送復旧

放送エリアを個別に
解除したいときは

放送復旧
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コールサインの放送のしかた
放送開始時と終了時にコールサインを放送します。本機では、放送開始用コールサインに上り4

音、放送終了用コールサインに下り4音のチャイムを内蔵しています（内蔵コールサイン）。

1 放送エリア選択後、 を押す。
放送開始用コールサイン（上り4音）が放送されます。
コールサイン放送中、液晶下の「コールサイン」が反転表
示されています。
表示が元に戻ったら本体マイクで放送します。

2 放送後、放送エリアを解除する前に、再度、
を押す。

放送終了用（下り4音）コールサインが放送されます。

重要 を押すたびに、コールサインは開始用→終了

用→開始用の順番に切り換わります。したがって、2回続けて放

送開始用のコールサインを放送することはできません。終了用の

コールサインも同様です。

マルチリモコンマイクから本機内蔵のコールサインを放送することもできます。放送するには、あらかじ

め、設定が必要です。操作方法はマルチリモコンマイクの取扱説明書をお読みください。

内蔵コールサインを他の音源（ファイル）に入れ換えて、オリジナルのコールサインを放送できます。音

源の入れ換えには、設定と工事が必要です。

コールサイン

コールサイン

コールサイン

コールサイン放送中 

コールサイン放送終了 

マルチリモコンマイク
を使用している場合

オリジナルのコールサ
インを放送するには
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本機の前面ふた内部にある補助音声入力端子に外部音源機器を接続して、放送します。外部音
源機器からの音声を流しながら、本体マイク放送をすることもできます。
補助音声入力信号は、本機の音声入力1chまたは本体マイクの音声とミキシングされます。ミ
キシング音量は補助音声入力ボリュームで調整できます。音声入力1chと本体マイクのどちら
とミキシングさせるかは、工事時に設定します。

1 補助音声入力端子に外部音源機器を接続し、放送したいエリアを選択する。
• 選択した機能ボタンが点灯します。
• 出力モニター画面が「本体放送中」の画面に切り換わ
り、補助音声入力端子に入力した音声が放送されます。

音量の調節は 補助音声入力ボリュームを回して調整します。

2 を押して、放送を終了する。
選択した放送エリアがすべて解除され、放送が終了しま
す。

解除したい放送エリアの機能ボタンを再度押します。

放送復旧

マルチリモコンマイクやリモコンマイクを使った放送のしかた
本機にマルチリモコンマイクやリモコンマイクを接続して、放送することもできます。
各リモコンマイクが本機に接続され、音声入力チャンネルが正しく設定されていることを確認
してください。
操作方法は各リモコンマイクの取扱説明書をお読みください。

放送エリアを個別に
解除したいときは

放送復旧

補助音声入力を使った放送のしかた
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音量の調節のしかた
本機の音声入力端子、音声出力端子の入力音量、出力音量を調節します。

音量を調節する前に 必ず調節したい機器の入力／出力チャンネル番号を確認してください。

重要 • 本体放送中に音量は調節できません

• 「本体モニター」が「あり」に設定されているときは、「調整ポイント」で「本体モニター」を選択し、

調節します。このとき出力04（音声出力4ch ）は選択できません。

• 「リモコンモニター」が「あり」に設定されているときは、音量調節／モニター画面の「調整ポイント」

で「リモコンモニター」を選択し、調節します。このとき出力03（音声出力3ch）は選択できません。

• 設定状態の確認のしかたは「システム設定の確認のしかた」をお読みください。

1 出力モニター画面で を押す。
音量調整／モニター画面が表示されます。

2 選択ダイヤルを回し、「調整ポイント」のチャン
ネル番号を音量調節したいチャンネル番号に設定
する。

3 選択ダイヤルを押す。
チャンネル番号が決定し、「音量」にカーソルが移動しま
す。

4 選択ダイヤルを回し、音量を調節する。
音量は「-5」～「+5」の間で調節できます。
前の画面に戻るには を押します。

調節範囲について 調節可能な範囲は、設定されている初期音量によって異なります。調整ポイントを「入力nn」または

「再生nn」にした場合、音量は-5～±0の範囲で調節できます（お買い上げ時の状態の場合）。

音量調整／モニター画面の を押します。ミュート

中は画面の「ミュート」が反転表示されます。またミュートは調

整ポイントに表示されているチャンネルに対し個別に設定されま

す。解除するときは、 を押します。ミュート

ミュート

前画面

音量調整

選択/決定 

調整ポイントで選択
した場所に音声を出
さないようにするに
は
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モニターのしかた
放送先の放送状態を確認します。例えば、放送したいエリアがすでに放送されている状態かど
うかなど、放送する前に確認することができます。
モニターするには次のような方法があります。
• 本機前面のモニターレベルメーターで本機の入力／出力音声やIC録音再生の音声のレベルを
確認できます。

• 放送内容をモニターユニットまたはアンプ内蔵スピーカーで確認できます。（本体モニター機能）
• 放送内容をマルチリモコンマイクの内蔵スピーカーで確認できます（リモコンモニター機能）

モニターレベルメーターによるモニターのしかた
入力／出力チャンネル、IC録音／再生時の音声レベルをレ
ベルメーターで確認できます。表示するポイントは音量調
整／モニター画面の「モニターポイント」で選択します。

1 出力モニター画面で を押す。
音量調整／モニター画面が表示されます。

2 カーソルボタン を押し、

「モニターポイント」のチャンネル番号にカーソ
ルを合わせる。

3 選択ダイヤルを回し、モニターしたいチャンネル
番号に選択する。

4 選択ダイヤルを押す。
チャンネル番号が決定し、選択したチャンネルの音声レベ
ルがレベルメーターに表示されます。

前の画面に戻るには を押します。前画面

音量調整

選択/決定 

モニターレベル 
PEAK

6

0

-10

-20

-40
dB
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アンプ内蔵スピーカーによるモニターのしかた
アンプ内蔵スピーカーで放送内容を確認するためには、アンプ内蔵スピーカーが音声出力4ch

に接続されており、本体モニター機能が「あり」に設定されている必要があります。

モニター音量について アンプ内蔵スピーカーでモニターする場合、音量は「音量調整／モニター」の調整ポイントを本体モニ

ターにすることによって調節できます。

1 出力モニター画面で を押す。
音量調整／モニター画面が表示されます。

2 選択ダイヤルを回し、「本体モニター」を選択す
る。

3 選択ダイヤルを押す。
アンプ内蔵スピーカーからモニターポイントに表示されて
いるチャンネルの音声が出力されます。
カーソルは、調整ポイントの「音量」に移動します。選択
ダイヤルを回して、アンプ内蔵スピーカーに出力する音量
を調節できます（「音量の調節のしかた」をお読みくださ
い）。

モニターポイントを変更することによってアンプ内蔵スピー
カーに出力するチャンネルを変更できます（前ページ参
照）。

前の画面に戻るには を押します。

マルチリモコンマイクでモニターするには
マルチリモコンマイクを本機に接続している場合、マルチリモコンマイクで音声をモニターで
きます。操作方法はマルチリモコンマイクの取扱説明書をお読みください。

重要 マルチリモコンマイクでモニターするには、設定メニュー「システム構成設定」の「基本設定2」で「リ

モコンモニター」が「あり」に設定されていることを確認します。

「リモコンモニター」が「あり」に設定されている場合は、音量調整／モニター画面の「調整ポイン

ト」の「出力03」は「リモコンモニター」と表示されます。モニター時の音量を調整するときは、「調整

ポイント」を「リモコンモニター」にしてください。

前画面

音量調整

モニターのしかた

選択/決定 

選択/決定 
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簡易録音のしかた
本機は一時的に、本体マイクまたは音声入力1ch（設置工事時に設定されています）、補助音声
入力、マルチリモコンマイクからの音声を内部メモリーに録音し、再生して放送することがで
きます。
簡易録音した内容は、放送する前にモニターレベルメーターおよび本体モニター機能で再生し
て確認することができます（プレビュー）。

重要 簡易録音した内容をプレビューするには、本体モニター機能が有効で、かつ本機にアンプ内蔵のスピー

カーが接続されている必要があります。プレビュー機能で再生した内容は放送されません。

録音できる件数 簡易録音機能で録音できるのは1件だけです（マルチリモコンマイクとは別音源です）。簡易録音するたび

に、最新の内容に上書きされます。内部メモリーは内蔵メモリーと拡張メモリーで構成されています。拡

張メモリーの有無によって録音可能時間がつぎのように変わります。

内蔵メモリー：約5秒

拡張メモリー：本機の内部にコンパクトフラッシュを増設することで録音時間を長くできます。録音時

間は1MBあたり約10秒です。

簡易録音のしかた（「本体放送中」状態以外）

1 出力モニター画面で を押す。
録音／プレビュー画面が表示されます。

2 選択ダイヤルを回し、録音レベルを調節する。
録音レベルは「-5」～「+5」の間で調節できます。
お買い上げ時、録音レベルは「0」に設定されています。

3 を押す。
録音中画面が表示されます。録音が開始されるまでには、
待ち時間があります。待ち時間は拡張メモリーの有無に
よってつぎのように変わります。
• 内蔵メモリー（拡張メモリー未装着時）：約8秒後
• 拡張メモリー装着時：約3秒後

4 録音を終了するときは を押す。
録音が終了し、録音／プレビュー画面に戻ります。

• 「録音できません」が表示されているときは、販売店に
ご連絡ください。

• 「録音残量がありません」が表示されているときは、録
音残量がなくなっていることを示しています。残量が0
になると、それ以降は録音できません。

マルチリモコンマイクが本機を使用中です。「使用中」と
表示されている間は本機で操作することはできません。

停止

録音

録音再生

 

 
エラーメッセージに
ついて

「使用中」と表示さ
れるときは？
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簡易録音のしかた

簡易録音のしかた（「本体放送中」状態）

1 出力モニター画面で機能ボタンを押し、放送エリ
アを選択する。
本体放送中になります。

2 を押す。
録音画面が表示されます。

3 選択ダイヤルを回し、録音レベルを調節する。
録音レベルは「-5」～「+5」の間で調節できます。

4 を押す。
録音中画面が表示され、放送を行いながら録音が開始され
ます録音中画面が表示されます。
録音が開始されるまでには、待ち時間があります。待ち時
間は拡張メモリーの有無によってつぎのように変わります。
• 内蔵メモリー（拡張メモリー未装着時）：約8秒後
• 拡張メモリー装着時：約3秒後

5 録音を終了するときは を押す。
録音が終了し、録音画面に戻ります。

6 を押して放送を終了する。

プレビュー（確認）のしかた
簡易録音した内容を放送する前に、録音した内容に問題が
ないか確認します。

重要 本機でプレビューするためには、本体モニター機能が有効で、か

つアンプ内蔵スピーカーが接続されている必要があります。

1 出力モニター画面で を押す。
録音／プレビュー画面が表示されます。

2 を押す。
プレビューモニター中画面が表示され、プレビューが開始
されます。再生の音声レベルがモニターレベルメーターに
表示されます。また、アンプ内蔵スピーカーから音声が出
力されます。

3 プレビューを終了するときは を押す。
再生が終了し、録音／プレビュー画面に戻ります。

停止

プレビュー

録音再生

放送復旧

停止

録音

録音
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「再生できません」が表示されているときは、本体モニター機能が設定されていない、または正常に録音

されていないことが考えられます。販売店にご連絡ください。

マルチリモコンマイクが本機を使用中です。「使用中」と表示さ

れている間は本機で操作することはできません。

再生（放送）のしかた
本体放送中に、簡易録音した内容を再生して放送します。

1 機能ボタンを押し放送エリアを選択する。
本体放送中になります。

2 出力モニター画面（本体放送中）で を押
す。
再生画面が表示され、スタンバイ状態になります。

3 を押す。
再生中画面が表示されます。再生が開始され、放送されま
す。

4 再生を終了するときは を押す。
再生が終了し、再生画面に戻ります。
再生が終了すると自動的に止まります。

5 を押して放送を終了する。
放送エリア選択ボタンを押して、個別に放送を終了するこ
ともできます。

「再生できません」が表示されるときは、販売店にご連絡くださ

い。ただし、拡張メモリーが挿入されている場合、マルチリモコンマイクで録音または再生中でも本機で

簡易録音した音源は再生することができます。

放送復旧

停止

再生

再生

簡易録音に関する操作

エラーメッセージに
ついて

エラーメッセージに
ついて

「使用中」と表示さ
れるときは？
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ライブラリ録音に関する操作
よく使うアナウンス放送や、繰り返し使う音楽などは、簡易録音とは別の音源ファイル（ライ
ブラリ音源ファイル）として、内部メモリー（拡張メモリー）またはPCカードに保存できま
す。録音できる音声は簡易録音と同じです。
簡易録音とは異なり、ライブラリ録音された音源ファイルは、一覧表示したり、ファイルをコ
ピーしたり、削除したりできます。また、ライブラリ音源は、本体放送またはマルチリモコン
マイクで共有して利用（再生）できます※。
ライブラリ録音した内容は、放送する前に事前に再生して問題がないか、確認することもでき
ます（プレビュー）。

※本機は4つのIC再生系統を持っています。本体マイク放送やマルチリモコンマイクなど同時に4つの放

送起動が可能であり、それぞれIC再生を独立して行うことができます。

重要 ライブラリ録音は本機内部の拡張メモリーまたはPCカードに保存されます。あらかじめ、メモリーカー

ドを装着しておいてください。

録音できる件数 録音できる件数と時間は、拡張メモリーおよびPCカードのメモリー容量によって異なります。録音時間

は1MBあたり約10秒です。

録音のしかた

1 出力モニター画面で を押す。
システム画面が表示されます。

2 を押す。
ライブラリ音源メニュー画面が表示されます。

3 を押す。
ライブラリ選択画面が表示されます。

4 選択ダイヤルを回し、「録音先」を選択する。
その後、選択ダイヤルを押す。
• 録音先は、「内部メモリー」または「PCカード」を選択
できます。

•「録音残量」に選択した録音先の録音残量時間が表示さ
れます。

実行

実行

システム

選択/決定 

(NEW)名
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5 「ファイル名」にファイル名を入力または選択す
る。

s新規に録音する場合は、「ファイル名」を「（NEW）」にし
ます。選択ダイヤルを押すと、ファイル名が入力できる状
態になります。
文字の入力のしかたは22ページをお読みください。

s録音済みのファイルに上書きするときは、選択ダイヤルを
回して、上書きするファイル名を表示します。

ファイル名について 不具合が生じますので、つぎに示す名前は使用しないでください

（簡易録音用のファイル名です）。

TEMP_00.wav～TEMP_08.wav

6 を押す。
ライブラリ録音／プレビュー画面が表示されます。

7 選択ダイヤルを回し、録音レベルを調節する。
そのあと を押す。
•録音レベルは「-5」～「+5」の間で調節します。
•ライブラリ録音中画面が表示され、「カードアクセス中」
と表示されます。
8 録音時間と録音残量の時間が表示されます。

重要 「カードアクセス中」と表示されている間は、PCカード
を絶対に抜かないでください。PCカードを抜くと、ファ
イルの内容が破壊される恐れがあります。

8 録音を終了するときは を押す。
録音が終了し、ライブラリ録音／プレビュー画面に戻ります。

• 「録音できません」が表示されているときは、本機にPCカードが挿入されているか確認してください。

• 「録音残量がありません」が表示されているときは、録音残量がなくなっていることを示しています。

残量が0になると、それ以降は録音できません。

ライブラリ録音時、既存ファイル名を選択すると、液晶の下に が表示されます。 を

押すと、削除確認画面が表示されます。

• を押すと選択したファイルを削除し、ライブラリ音源メニュー画面に戻ります。

• を押すと削除せずにライブラリ選択画面に戻ります。前画面

実行

削除削除

停止

録音

実行

エラーメッセージに
ついて

既存ファイルを選択
すると

(NEW)名

ライブラリ録音に関する操作
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プレビュー（確認）のしかた
ライブラリ録音した内容を放送する前に、事前にプレビューして確認します。

重要 本機でプレビューするためには、本体モニター機能が有効で、か

つアンプ内蔵スピーカーが接続されている必要があります。

1 出力モニター画面で を選択する。
システム画面が表示されます。

2 を押す。
ライブラリ音源メニュー画面が表示されます。

3 を押す。
ライブラリ選択画面が表示されます。

4 選択ダイヤルを回し、プレビューしたい音源ファ
イルがある録音先を選択する。そのあと選択ダイ
ヤルを押す。
• 録音先は、「内部メモリー」または「PCカード」を選択
できます。

• 「録音残量」に選択した録音先の録音可能時間が表示さ
れます。

5 選択ダイヤルを回し、「ファイル名」にプレ
ビューしたいファイル名を選択する。
選択ダイヤルを回すと、ファイル名が順次表示されます。

6 を押す。
ファイル名が選択され、ライブラリ録音／プレビュー画面
が表示されます。

7 を押す。
「プレビューモニター中画面」が表示され、プレビューが開
始されます。また、再生音声のレベルがモニターレベル
メーターに表示されます。また、アンプ内蔵スピーカーが
接続されている場合、録音内容を音声で確認できます。

8 プレビューを終了するときは を押す。
プレビューが終了し、ライブラリ録音／プレビュー画面に
戻ります。再生が終了すると、自動的に停止します。

停止

プレビュー

実行

実行

実行

システム

選択/決定 

：
：
：

：
：
：

名

名

ライブラリ録音に関する操作
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ライブラリ録音に関する操作

「再生できません」が表示されているときは、本機にPCカードが挿入されているか確認してください。

PCカードが挿入されていてもメッセージが表示されるときは、本体モニター機能が設定されていない、ま

たは正常に録音されていないことが考えられます。販売店にご連絡ください。

マルチリモコンマイクが本機を使用中です。「使用中」と表示さ

れている間は本機で操作することはできません。

再生（放送）のしかた
ライブラリ録音した内容を、本体放送中に再生して放送します。

条件 本体放送中に再生放送するには、あらかじめ再生する音源ファイルを設定しておく必要があります（次

ページ参照）。

1 機能ボタンを押し放送エリアを選択する。
本体放送中になります。

2 出力モニター画面（本体放送中）で
を押す。
ライブラリ再生画面が表示され、スタンバイ状態になりま
す。

3 ライブラリ再生画面の を押す。
ライブラリ再生中画面が表示されます。再生が開始されま
す。

4 再生を終了するときは を選択する。
再生が終了し、ライブラリ再生画面に戻ります。再生が終
了すると自動的に停止します。

5 を押して放送を終了する。

「再生できません」が表示されたときは、つぎの内容を確認して

ください。

• PCカードスロットに、PCカードが正しく挿入されているか。

• 挿入したPCカードに、ライブラリ音源ファイルが記録されているか。

その他のメッセージが表示されたときは「エラーメッセージ一覧」をご覧ください。

放送復旧

停止

再生

ライブラリ

エラーメッセージに
ついて

エラーメッセージに
ついて

使用中と表示される
ときは？
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ライブラリ録音に関する操作

放送するライブラリ音源ファイルの設定のしかた
放送する音源ファイルを設定します。

1 出力モニター画面で を押す。
システム画面が表示されます。

2 を押す。
ライブラリ音源メニュー画面が表示されます。

3 カーソルボタンを押し「本体ライブラリ音源設定」
にカーソルを合わせ、 を押す。
本体ライブラリ音源設定画面が表示されます。

4 選択ダイヤルを回し、再生元を選択する。そのあ
と、選択ダイヤルを押す。
再生元は、「内部メモリー」または「PCカード」を選択し
ます。

5 選択ダイヤルを回し、再生したいファイル名を選
択する。

6 を押す。
再生するファイルが設定され、ライブラリ音源メニュー画
面に戻ります。

実行

実行

実行

システム

選択/決定 
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ライブラリ録音に関する操作

ライブラリ音源ファイルを一覧表示する
内部メモリーやPC カードに記録されているライブラリ音源を一覧表示します。

1 出力モニター画面で を押す。
システム画面が表示されます。

2 を押す。
ライブラリ音源メニュー画面が表示されます。

3 カーソルボタン を押し、「ライブラリ音源一覧」

にカーソルを合わせ、 を押す。
ライブラリ音源一覧画面が表示されます。

4 選択ダイヤルを回し、一覧表示させたい音源元を
選択する。そのあと、選択ダイヤルを押す。
• 音源元は、「内部メモリー」または「PCカード」を選択
します。

• 選択した音源元に記録されている音源ファイルが一覧で
表示されます。

• カーソルボタン を押すと画面がスクロールし、

ファイル名が順次表示されます。

5 を押す。
ライブラリ音源メニュー画面に戻ります。
前画面

実行

実行

システム

選択/決定 
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ライブラリ音源ファイルのコピーのしかた
ライブラリ音源ファイルを内部メモリーからPCカードにコピーします。または、PCカードか
ら内部メモリーにコピーします。

1 ライブラリ音源一覧画面を表示させる。
「ライブラリ音源ファイルを一覧表示する」をお読みくだ
さい。

2 コピーしたい音源ファイルが記録されている音源
元を選択し、選択ダイヤルを押す。
• 音源元は、「内部メモリー」または「PCカード」を選択
します。

• 選択した音源元に記録されている音源ファイルが一覧で
表示されます。

3 カーソルボタンを押しコピーしたいファイル名に
カーソルを合わせ、 を押す。
コピー／移動画面が表示され、コピー元とコピー先、選択
したファイル名が表示されます。

4 表示されている内容を確認して、 を押す。
コピーが開始されます。コピー中は液晶の「カードアクセ
ス中」および「コピー」が反転表示します。コピーが完了
すると、自動的にライブラリ音源一覧画面に戻ります。

「同名ファイルがあります」または「コピーできません」が表示

されたときは、つぎの内容を確認してください。

• コピー先に同じ名前のファイルが存在している。

• 挿入したPCカードに、空き容量があるか。

その他のメッセージが表示されたときは「エラーメッセージ一覧」

をご覧ください。

コピー

コピー

ライブラリ録音に関する操作

選択/決定 

ｶｰﾄﾞｱｸｾｽ中

エラーメッセージに
ついて
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ライブラリ録音に関する操作

ライブラリ音源ファイル名の変更のしかた
ライブラリ音源ファイルの名前を変更します。

1 ライブラリ音源一覧画面を表示させる。
「ライブラリ音源ファイルを一覧表示する」をお読みくだ
さい。

2 名前を変更したい音源ファイルが記録されている
音源元を選択し、選択ダイヤルを押す。
• 音源元は、「内部メモリー」または「PCカード」を選択
します。

• 選択した音源元に記録されている音源ファイルが一覧で
表示されます。

3 カーソルボタンを押し、名前を変更したいファイ
ル名にカーソルを合わせ、 を押す。
変更画面が表示されます。

4 変更後の名前を入力し、 を押す。
自動的にライブラリ音源一覧画面に戻り、名前が変更され
ます。文字の入力のしかたは22ページをお読みください。

実行

変更

選択/決定 
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ライブラリ音源ファイルの削除のしかた
ライブラリ音源ファイルを削除します。

1 ライブラリ音源一覧画面を表示させる。
「ライブラリ音源ファイルを一覧表示する」をお読みくだ
さい。

2 削除したい音源ファイルが記録されている音源元
を選択する。
• 音源元は、「内部メモリー」または「PCカード」を選択
します。

• 選択した音源元に記録されている音源ファイルが一覧で
表示されます。

3 カーソルボタンを押し、削除したいファイル名に
カーソルを合わせ、 を押す。
削除画面が表示され、削除するファイル名が表示されま
す。

4 表示されているファイル名を確認して、
を押す。
自動的にライブラリ音源一覧画面に戻り、ファイルが削除
されます。

実行

削除

ライブラリ録音に関する操作

選択/決定 

3
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文字の入力のしかた
ライブラリ音源ファイル名などの文字の入力や編集は、選択ダイヤルを回して行います。

1 選択ダイヤルを回して文字を入力する。
選択ダイヤルを回すと、入力できる文字が順に表示されま
す。

メモ ファイル名の1文字目に、スペースは入力できません。

入力可能文字数 半角英数字・記号8文字

入力できる文字 （スペース）ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUWXYZ

0123456789 !#$%&()+,-=@[]^＿（アンダーバー）{}

2 選択ダイヤルを押して、入力した文字を確定す
る。
•選択ダイヤルを押すと、カーソルが右に移動します。
• を押すと、入力した文字を消去し、1文字前に
戻ります。

3 手順1、2の操作を繰り返して文字を入力する。

4 文字の入力が完了したら を押す。
入力した名前で登録されます。

実行

取消

通電/停電起動 

補助音声入力 
PC I/F1

(RS/232C)

バックアップ放送 

切 入 

–22dBV 20kΩ
0 10

取消 緊急一斉 

選択/決定 

PCカード

選択ダイヤル 

取消ボタン 

選択/決定 

選択/決定 

名

名

名

ライブラリ録音に関する操作
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緊急放送のしかた
地震やガス漏れなどの緊急事態時、他の放送より優先して、全放送エリアに緊急放送を行うこ
とができます。
緊急放送には、「緊急一斉放送」と「緊急外部放送」の2種類があります。
放送方法はつぎのとおりです。
• 本機の本体マイクを使って放送する。（緊急一斉放送、緊急外部放送）
• 補助入力端子に接続している音源機器の音声を放送する。（緊急一斉放送、緊急外部放送）
• 緊急放送用の機器（アナウンスマシン）などを接続して、緊急外部制御入力により自動的に
放送する。（緊急外部放送）

緊急一斉放送のしかた
重要 キーロック中でも緊急一斉放送は操作可能です。

1 本機前面のふた内部にある を押す。
• 全放送エリアが選択され、放送できる状態になります
• 液晶が出力モニター画面（緊急一斉放送中）に切り換わ
り、本機前面パネルの緊急一斉放送中表示が点灯しま
す。

• 本体マイクを接続している場合は、本体マイク放送ができます。本体マイクを使用していな
い場合は、音声入力1chの音声が出力されます。本体マイクと音声入力1chのどちらの音声
を出力するかは、工事時に設定されます。

•補助音声入力端子に音源装置を接続している場合、音源装置の音声と本体マイクの音声がミ
キシングして放送されます。

• 音量は、設定されている値が無視され、初期音量で設定されている値で放送されます。した
がって、音声調整／モニター画面で音声をミュートしていても、設定は無視されます。

2 を押して、放送エリアの選択を解除
し、放送を終了する。
放送が終了します。液晶は出力モニター画面に戻り、本機
前面パネルの緊急一斉放送表示が消灯します。

放送復旧

緊急一斉 緊急一斉放送中



緊急外部放送のしかた
地震計やガス検知器などの外部機器からの制御信号が本機に入力されると、自動的に緊急放送
が起動されます。「緊急一斉放送」と同じように、他の放送が中断され、緊急外部音声入力端子
に接続された外部機器音源にあらかじめ設定してある放送エリアに対して、一斉に放送します。

条件 緊急外部放送を行うには、緊急外部放送用の工事およびシステム設定が必要です。

1 外部機器から緊急外部制御信号が入力されると、
緊急外部放送が自動的に開始される。
放送エリアが選択され、放送できる状態になります。
• 液晶が出力モニター画面（緊急外部放送中）に切り換わ
り、本機前面の緊急一斉放送中表示が点灯します。

• 緊急外部音声入力端子に接続された外部音源機器の音声
が放送されます。

• 本体マイクが接続されている場合は、液晶画
面の を押して、本体マイク放送を行うことが
できます。本体マイク放送中、緊急外部放送用の外部音
源機器の音声は放送されません。外部音源機器の音声を
放送するときは、再度 を押して、本体マイク
放送を解除してください。

• 設定されている音量は無視されます。お買い上げ時に設
定されている値で放送されます。

• 補助入力端子に音源機器を接続している場合は、音源機器からの音声が放送されます。

2 外部機器からの緊急外部制御信号が解除されると、自動的に放送を終了する。
放送が終了します。液晶は出力モニター画面（放送中）に戻り、本機前面パネルの緊急一斉放
送表示が消灯します。

マイク

マイク

24
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緊急放送のしかた

音声入力1ch：「ライン」設定時 

音声入力1ch：「マイク」設定時 

マイク

このボタンで、本体マイクからの放送
を「入（反転表示）」／「切」で
きます。本体マイク放送を行うときは、
反転表示にしてください。 

非常放送設備と接続しているシステムでは、本機の放送中
に非常放送が入った場合、本機のすべての放送がミュート
され、非常放送が優先されます。
非常放送中は、液晶に「非常放送中」と点滅表示されま
す。「非常放送中」が点滅表示されている間、本機を使用した放送はできません。

条件 あらかじめ、工事が行なわれている必要があります。

非常放送中の動作
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バックアップ放送のしかた
本機内蔵のマイクロコンピューターが不安定な状態になると、本機前面のシステムエラー表示
が点灯します。システムエラー表示が点灯した場合でもバックアップ放送機能を使用すること
によって、つぎの放送を行うことかできます。
• 音声入力1ch、2ch、および緊急外部音声入力に入力された音声を全放送エリアに放送でき
ます。

• 本体マイクなどのマイクが接続されている場合、マイクで放送することができます。
• 補助入力端子に接続した音源機器の音声を放送することができます。

バックアップ放送を行うときはつぎの手順で操作します。

1 本機前面ふた内部の を「入」
にする。
• バックアップ放送が起動し、音声入力1ch（または本体
マイク）、2chおよび緊急外部音声入力に入力した音声
が、全放送エリアに放送されます。

• 本体マイクを使用していない場合は、音声入力1chの音
声が出力されます。本体マイクと音声入力1chのどちらの音声を出力するかは工事時に設定
されます。

• 音声入力2chに外部音源機器を接続している場合は、外
部音源機器の音声も放送されます。

• 補助入力端子に音源機器を接続している場合は、音源機
器の音声が放送されます。

2 バックアップ放送を終了するときは、通電表示が
消えるまで を押し続け、電源を
切る。

3 電源を切ったあと、 を「切」
にする。

重要 再度電源を入れたとき、システムエラー表示が点灯する場合は、

機器の異常が考えられます。使用を中止し、販売店にご相談くだ

さい。

バックアップ放送

通電／停電起動

バックアップ放送 バックアップ放送 

切 入 

22dBV 20kΩ
0 10

バックアップ放送 

切 入 

0 10

通電/停電起動 

PC1/F1
(RS/232C)
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本機前面のボタンやカバー内部のボタンを操作できないようにロックし、誤操作によるシステ
ムの停止などを防止します。キーロック中は、 、 、起動／停電起動ス
イッチ、バックアップ放送スイッチ、キーロック解除の操作以外は、すべて無効になります。

1 本機前面ふた内部の を押しながら、選択ダ
イヤルを右に3クリック回す。
キーロックがかかります。液晶の出力モニター画面に
「キーロック中」と表示されます。

2 キーロックを解除するときは、本機前面ふた内
部の を押しながら、選択ダイヤルを左に3
クリック回す。

取消

取消

放送復旧緊急一斉

キーロックのしかた

キーロック 

キーロック後、操作 

キーロック中

停電放送のしかた
システムに非常電源ユニットが接続されている場合、停電が発生すると非常電源ユニットの電
源に切り換えて放送を継続することができます。また、停電中に本機を起動して、放送を行う
こともできます。

停電時のシステム起動方法には「本体停電起動」と「停電外部起動」の2種類があります。

条件 停電放送を行うには、停電放送用の工事およびシステム設定が必要です。

本体停電起動のしかた
手動または自動で非常電源を立ち上げ、放送を継続します。

を押す。
非常電源ユニットが起動し、システムが起動します。
停電放送中、システムはつぎのよう動作します。
• 液晶が出力モニター画面（停電放送中）に切り換わりま
す。

• 本機前面の通電ランプが橙色に点灯します。
通常の操作で放送を行います。放送を開始すると、「放送
中」または「本体放送中」表示に切り換わります。

システム設定が必要です。システム設定の「放送継続」がONに

設定されている必要があります。この場合、本機放送中に停電が

発生しても音がとぎれることなく放送を継続することができます。

停電外部起動について
本機に接続している自家発電機などの外部機器からの信号によって、自動で非常用電源を立ち
上げ、放送を行うことができます。
外部機器からの制御信号が解除されると電源が「切」になります。電源は、手動で切ることも
できます。

通電／停電起動

通電/停電起動 

PC1/F1
(RS/232C)

電源を自動で非常電
源制御ユニットに切
り換えるには
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バックアップ電池の交換について
本機は、バックアップ電池を内蔵しています。バックアッ
プ電池は、メモリーの内容と時計情報を保持するために必
要です。バックアップ電池の容量の点検は電源投入時と運
用中に定期的に行われます。
電源投入時にバックアップ電池の容量不足を検出すると、3

段階のメッセージでお知らせします。運用中は出力モニ
ター画面に「ER」を表示してお知らせします（「エラー確
認」参照）。
メッセージが表示された場合、バックアップ電池を交換す
る必要があります。交換は販売店にご相談ください。
バックアップ電池はリチウム一次電池で、使用条件にもよ
りますが、寿命は約4年です。

重要 液晶に、「バックアップ電池がありません」メッセージが表示さ

れた場合、使用を中止し、販売店にご相談ください。このメッ

セージが表示された状態で使用を続けると、データがバックアッ

プされず、誤作動する場合があります。

バックアップ電池・蓄電池の点検

まもなく、交換時期です。約3秒経

過すると、自動的に運用状態になり

ます。

交換時期です。運用状態にするとき

は、 を押します。確認

電池の容量がありません。販売店に

ご相談ください。

蓄電池の点検（非常電源ユニットを使用したシステムの場合）
重要 蓄電池は停電放送を行なわなくても消耗します（寿命があります）。点検の際、容量不足があれば全数新

品と交換してください。ただし、蓄電池の交換は危険ですので、必ず販売店にご依頼ください。

1 非常用電源ユニットの主電源表示が点灯しているこ
とを確認する。

2 点検スイッチを押す。
充電中表示1、2が消え、非常電源表示が緑色または橙色に
点灯します（蓄電池電圧の確認）。緑色に点灯していれば正
常です。

重要 • 点検スイッチは10秒以上押さないでください。

• ファンが故障で停止し、内部温度が異常に高くなっているときに

点検スイッチを押しても「充電中表示」は消えません（ファン異

状表示点灯）。ファンを点検・修理後、内部温度が低くなってか

ら再度操作してください。なお、点検・修理は販売店にご依頼

ください。

3 充電中表示が点灯する。

重要 蓄電池を1個しか使用していない場合は、充電中表示は1灯しか点

灯しません。これは蓄電池を接続していないためで異常状態ではあ

りません。異常状態と間違えないよう、あらかじめ販売店に蓄電

池の数をお確かめください。

1 2 蓄電池 

緑 正常 

充電中 

非常電源 

点検 主電源 

ファン異常 

橙 注意 
赤 異常 

1 2 蓄電池 

緑 正常 

充電中 

非常電源 

点検 主電源 

ファン異常 

橙 注意 
赤 異常 

1 2 蓄電池 

緑 正常 

充電中 

非常電源 

点検 主電源 

ファン異常 

橙 注意 
赤 異常 
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システム点検
本機は、本機からの音声の出力（放送）を止めて、点検を行なう「システム点検機能」を持っ
ています。システムの定期的な点検や、故障時の動作などを確認できます。

1 出力モニター画面で を押す。
システム画面が表示されます。

2 カーソルボタンを押し「システム点検」カーソル
を合わせ、 を押す。
確認画面が表示されます。

3 を押す。
8 システム点検中の画面が表示され、システム点検が開
始されます。

8 本機からの音声出力はすべてミュートされます。
8 本体モニター機能で音声をモニターすることができま
す。

8 画面操作は可能です。
8 を押すと、動作を取り消すことができます。

4 システム点検を終了するときは、 を押
す。
確認画面が表示されます。

5 を押す。
システム点検を終了し、出力モニター画面に戻ります。
実行

点検終了

前画面

実行

実行

システム

システム点検状態を終了します
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プログラムの保存／読み込み
プログラムコントローラーが接続されているシステムの場合、放送プログラムに従ってメッセー
ジや音楽を自動で放送することができます。プログラムコントローラーのプログラムは、本機
でPCカードにセーブ（保存）することができます。または、セーブされたデータをロード（読
み込む）して、放送プログラムを変更することもできます。
別売りの運用支援ソフトで、放送プログラムを作成したり、放送しながら放送プログラムを修
正したりすることもできます。
ここでは、プログラムコントローラーのプログラムを本機PCカードスロットに挿入したPC

カードにセーブ（またはロード）する方法について説明します。

条件 この操作は、「基本設定」で、「WZ650」が「あり」に設定されている場合のみ行うことができます。

重要 あらかじめ、PCカードスロットに、PCカードが挿入されていることを確認してください。

放送プログラムをPCカードに保存する

1 出力モニター画面で を押す。
システム画面が表示されます。

2 カーソルボタンを押し「プログラムカード保存」
にカーソルを合わせ、 を押す。
「プログラムPCカード保存画面」が表示されます。カーソ
ルがファイル名に移動し、ファイル名を入力できる状態に
なります。

3 カーソルボタンを押しファイル名にカーソルを合
わせ、保存したいファイル名を入力する。

s「ファイル」に「（NEW）」が表示されます。選択ダイヤ
ルを押すと、ファイル名が入力できる状態になります。文
字の入力のしかたは22ページをお読みください。

sファイルを上書きするときは、選択ダイヤルを回して、上
書きするファイル名を表示します。

4 を押す。
•PCカードに放送プログラムがセーブ（保存）されます。
•保存中は画面の「実行」と「カードアクセス中」が反転
表示されます。
セーブ（保存）が終了すると、システム画面に戻ります。

重要 「カードアクセス中」および「実行」が反転表示している間は、

PCカードを絶対に抜かないでください。PCカードを抜くと、

ファイルの内容が破壊される恐れがあります。

「書込エラー」が表示されているときは、PCカードに空き容量があるかを確認してください。
「PCカードなし」が表示されたときは、本機にPCカードが挿入されているか確認してくださ
い。

実行

実行

システム

ｶｰﾄﾞｱｸｾｽ中

(NEW)(NEW)

エラーメッセージに
ついて
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本機に放送プログラムを読み込む

1 出力モニター画面で を押す。
システム画面が表示されます。

2 カーソルボタンを押し「プログラムカード読込」
にカーソルを合わせ、 を押す。
「プログラムPCカード読込画面」が表示されます。

3 選択ダイヤルを回し読み込みたいファイルを選択
し、選択ダイヤルを押す。
読み込みたいファイルが選択されます。

4 を押す。
• 放送プログラムがPCカードから読込まれます。
•保存中は画面の「実行」と「カードアクセス中」が反転
表示されます。
ロード（読込）が終了すると、システム画面に戻ります。

重要 「カードアクセス中」が反転表示している間は、PCカー
ドを絶対に抜かないでください。PCカードを抜くと、
ファイルの内容が破壊される恐れがあります。

「PCカードなし」が表示されているときは、本機にPC

カードが挿入されているか確認してください。

実行

実行

システム

エラーメッセージに
ついて

ｶｰﾄﾞｱｸｾｽ中

プログラムの保存／読み込み
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システム設定の確認のしかた
本機のシステム構成や、システム動作に関する設定内容を、液晶に表示させて確認します。

確認できる内容

システム構成設定
メニュー名 概要 参照ページ
基本設定1、2

音声入出力 音声入出力のチャンネルの数を表示 33ページ

スピーカー回線 スピーカーを制御する回線の数を表示 33ページ

エリア 設定している放送エリアの数を表示 33ページ

マルチリモコン 本機に接続しているマルチリモコンの数を表示 33ページ

制御入力 制御入力数を表示 33ページ

制御出力 制御出力数を表示 33ページ

本体モニター 本機に入力／出力される音声を本機の音声出力端子を使用 33ページ-

して、モニターするかどうかを表示

リモコンモニター マルチリモコンで放送音声をモニターするかどうか表示 33ページ-

WZ650 本機にプログラムコントローラーが接続されているかを表示 33ページ

スピーカー回線 各スピーカー回線に割り当てられている音声出力端子と制御 33ページ

出力端子の番号を表示

エリア 各放送エリアに割り当てられている音声出力端子とスピー 33ページ

カー回線の番号を表示（放送先の最小単位です）

エリアグループ 各エリアグループに割り当てられている放送エリア番号を 34ページ

表示（放送先であるエリアをグルーピングして管理）

マルチリモコン 各マルチリモコンを接続している音声入力端子のチャンネル番34ページ

号を表示

再生系統 本機内蔵の4つのIC再生系統をどの放送起動によって再生す 34ページ

るかを表示

システム動作設定
メニュー名 概要 参照ページ
入出力 放送起動元に関する設定を表示。放送起動元の放送優先順位 35ページ

や放送音源（入力）、放送エリア（出力）を表示

初期音量 各入出力端子に設定されている初期音量を表示。緊急放送 35ページ

はここで設定されている音量で放送されます。

LCD／放送継続 バックライトの設定と停電時に放送を継続して行うかどうか 35ページ

を表示
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基本操作について
システム設定の確認は、システム画面の「設定表示」で行います。
ここでは、「設定表示」メニューを表示させ、各設定内容を確認する方法について説明します。

1 出力モニター画面で を押す。
システム画面が表示されます。

2 カーソルボタンを押し「設定表示」にカーソルを
合わせ、 を押す。
設定表示画面が表示されます。

3 カーソルボタンを押し、「システム構成設定」ま
たは「システム動作設定」にカーソルを合わせ、

を押す。
システム構成設定画面または、システム動作設定画面が表
示されます

4 カーソルボタンを押し、設定内容を確認したい項
目にカーソルを合わせ、 を押す。
各項目の設定内容が表示されます。
各項目の設定内容については次ページ以降をお読みくださ
い。
各項目の設定内容については設定説明書をお読みください。

実行

実行

実行

システム

システム設定の確認のしかた
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基本設定（基本設定1・基本設定2）
本機のシステム構成や周辺機器の構成を表示します。

• 音声入出力チャンネル数やモニター機能の設定状態などはこの画面で確認できます。

• を押して、基本設定1、2の画面を切り換えます。ロールダウンロールアップ

スピーカー回線
放送の出力制御を行う最小単位をスピーカー回線と定義し、各スピーカー回線はどの音声出力
チャンネルを使用し、本機のどの制御出力信号で出力制御するか表示します。

選択ダイヤルを回し確認したいスピーカー回線のチャンネル番号を選択する。
割り当てられている音声出力チャンネルと制御出力端子の番号が表示されます。

エリア
スピーカー回線を複数まとめて放送エリアを定義します。各エリアに割り当てられているスピー
カー回線の番号を表示します。エリアが放送先の単位（例：1階フロアー、おもちゃ売り場な
ど）となります。

選択ダイヤルを回し確認したいエリアのエリア番号を選択する。
割り当てられているスピーカー回線の番号が表示されます。

システム設定の確認のしかた
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システム設定の確認のしかた

エリアグループ
放送エリアをさらにグルーピングして管理します。各エリアグループに割り当てられているエリ
ア番号を表示します。

選択ダイヤルを回し確認したいエリアグループ番号を選択する。
割り当てられているエリア番号が表示されます。

マルチリモコン
各マルチリモコンを接続している本機の音声入力端子のチャンネル番号を表示します。

選択ダイヤルを回し確認したいマルチリモコンの番号を選択する。
割り当てられている音声入力端子のチャンネル番号が表示されます。

再生系統
本機の再生系統がどの放送起動によって再生されるように設定されているか表示します。再生
系統は4つあります。

選択ダイヤルを回し確認したい再生系統番号を選択する。
割り当てられている放送起動元が表示されています。
「本体」 ：本体が選択した再生系統を操作しています。
「リモコン」：マルチリモコンマイクが操作しています。
「制御入力」：外部機器が操作しています。
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入出力
本機とマルチリモコンの入出力に関する設定（優先順位、
放送音源（入力）、放送エリア（出力）、などを表示します。
また、機能ボタンや制御入力端子によって起動する音源の
設定状態を表示します。

システム設定の確認のしかた

初期音量
各音声入出力chに設定されている初期音量を表示します。緊急放送は、ここで設定されている
音量で放送されます。

1 選択ダイヤルを回し音声入力端子のチャンネル番
号を選択する。
設定されている初期音量が表示されます。音声出力の初期
音量を確認するときはカーソルボタン▼を押します。

2 選択ダイヤルを回し出力端子のチャンネル番号を
選択する。
設定されている初期音量が表示されます。

LCD／放送継続
LCDバックライトの自動消灯の設定と停電時に放送を継続して行うかどうか表示されます。

LCDバックライト
自動 ：本機のボタンを操作していないときにバックライトを自動で消灯する。約1分操作

しないと、自動的に消灯します。
ON ：常時バックライトを点灯する

放送継続
ON ：停電発生時に放送を継続する（停電放送を自動で起動する）
OFF ：停電発生時に放送を継続しない
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本機は液晶に時計を表示し、時刻を確認することができます。この時計は、ログ取得時の日時
として使用されます。

表示のしかた
ここでは、時刻の確認方法について説明します。

1 出力モニター画面で を押す。
システム画面が表示されます。

2 を押す。
時計表示画面が表示されます。

修正のしかた
時刻がずれているときは、つぎの手順で修正してください。

重要 時計の精度は±1秒／日です（使用条件によって異なります）。1回／月程度時刻を確認し、修正すること

をおすすめします。

プログラムコントローラーを接続したシステムの場合、プログラムコントローラーの時刻に、自動的に修

正されます（誤差±1秒）。

1 時計表示画面を表示し、 を押す。
時計設定画面が表示されます

2 選択ダイヤルで時計を修正します。
年、月、日、時、分は選択ダイヤルを回して選択します。
選択ダイヤルを押すと値が決定され、つぎの項目にカーソ
ルが移動します。秒は修正できません。

3 時報（0秒）にあわせて を押す。
時刻が修正され、時計表示画面に戻ります。
秒は、設定した時刻（分）の0秒にリセットされます。

実行

時計設定

時計表示

システム

時計表示のしかた

時計設定

時計設定

設定

00
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エラー確認
出力モニター画面で「ER（エラー）」が表示された場合、
エラー確認画面でエラーの内容および発生時刻を確認する
ことができます。エラーコードおよびメッセージについて
は、「エラーメッセージ一覧」をお読みください。
エラーコードおよびメッセージは、つぎの手順で確認しま
す。

1 出力モニター画面で を押す。
システム画面が表示されます。

2 カーソルボタンを押し「エラー確認」にカーソル
を合わせ、 を押す。

3 「エラー確認画面」が表示されます。
• 画面下の を押すと、
その日のエラー内容を日付と時間とともに順次確認でき
ます。

• 画面下の を押すと、1日前の履歴を確認す
ることができます。

重要 保存されるエラー履歴は、最大で5日間です。5日以上前の履歴

は自動的に削除されます。ただし、エラー発生頻度が高い場合、

5日より短くなることがあります。

4 確認後、 を押す。
「出力モニター画面」のER（エラー）表示が消えます。

前画面

日めくり

ロールダウンロールアップ

実行

システム

01/06/04 00:16:41 ０１４２通信異常
01/06/03 23:44:56 １１１０ﾊｰﾄﾞ異常
01/06/03 18:18:18 ０１５２通信異常

エラー表示

メンテナンスについて
システム画面の は保守・点検用です。操作
しないでください。

重要 メンテナンス画面に入るためには、システムの運用を停止する必

要がありますので注意してください。

また、メンテナンス画面の機能を実行すると、放送業務が正常に

行えなくなる場合がありますので注意してください。

メンテナンス
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エラーメッセージ一覧
ご使用中、液晶にメッセージが表示された場合、下表をもとに対処してください。販売店にご
相談される場合は、メッセージまたはエラーコードをご連絡願います。

分類 メッセージ 原因 対策

通電開始時 エラーが発生しました
（エラーコード1001～
1008）

バックアップ電池の交
換時期です
（エラーコード1110）

電池の交換時期が近づ
いています。

早めに電池交換をする
ことをお勧めします。

バックアップ電池を交
換してください
（エラーコード1111）

電池の電圧がさがり交
換する必要があります。

販売店に連絡し、電池
を交換をしてください。

バックアップ電池があ
りません
（エラーコード1112）

電池がありません。 販売店にご相談くださ
い。

通信エラーが発生しま
した
（エラーコード 0152）

本機内部で通信に異常
が発生しました。

使用を中止し、販売店
にご相談ください。

録音できません 内部メモリーまたはPC

カードに書き込みでき
ませんでした。

もう一度録音をやりな
おしてしてください。
それでも録音できない
場合は販売店にご相談
ください。

機器内部のICに異常が
あります。

使用を中止し、エラー
コードとともに販売店
にご相談ください。

通信エラーが発生しま
した
（エラーコード 0142）

プログラムコントロー
ラーと通信できません
（WZ-650接続時のみ）

プログラムコントロー
ラーの通電表示が点灯
してしているかを確認
してください。点灯し
ている場合は販売店に
ご相談ください。

簡易録音／ライブラリ
録音

録音残量がありません 内部メモリーまたはPC

カードの容量が不足し
ています。

既に録音されている

ファイルを削除するな

どして容量を増やして

ください。

録音中、このメッセー

ジが表示された場合、

メッセージが表示され

る直前までの内容は、

録音されています。

つづく
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内部メモリーまたはPC

カードからファイルを
読み込むことができま
せんでした。

しばらく待ってから、
再生をやりなおしてし
てください。それでも
できない場合は販売店
にご相談ください。

分類 メッセージ 原因 対策

プレビュー PCカードスロットに
に、再生するファイル
が記録されているメモ
リーカードが挿入され
ていません。

対象となるメモリー
カードがしっかり挿入
されているかを確認し
てください。

簡易再生／ライブラリ
再生

再生できません 再生対象のファイルが
ありせん。

もう一度録音をやりな
おしてから再生してく
ださい。それでも再生
できない場合は販売店
にご相談ください。

再生対象のファイルが
ありせん。

もう一度録音をやりな
おして再生してくださ
い。それでも再生でき
ない場合は販売店にご
相談ください。

内部メモリーまたはPC

カードからファイルを

読み込むことができま

せんでした。

しばらく待ってから、

プレビューをやりなお

してしてください。そ

れでもプレビューでき

ない場合は販売店にご

相談ください。

PCカードスロットに
に、再生するファイル
が記録されているメモ
リーカードが挿入され
ていません。

対象となるメモリー
カードがしっかり挿入
されているかを確認し
てください。

再生できません

つづく

続き

エラーメッセージ一覧
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ファイル名が不正です ファイル名に誤りがあ
ります。

正しいファイル名を入
力してください。

分類 メッセージ 原因 対策

ライブラリ音源
ファイル名変更

同名ファイルがありま
す

同じ名前のファイルが
既に存在します。

コピー元またはコピー
先のファイル名を他の
名前に変更してくださ
い。

書込エラー PCカ－ドの容量が不足
しています。

PCカードに記録されて
いるファイルを削除し
てください。または
他のPCカードに差し換
えてください。

プログラム（放送プロ
グラム）保存

PCカードなし PCカードが装着されて
いません。または、
ファイルが壊れていま
す。

PCカードスロットに、
プログラムが保存され
ているPCカードがしっ
かり挿入されているか
確認してください。

プログラム（放送プロ
グラム）読み込み

PCカードなし PCカードスロットに、
PCカードが挿入されて
いません。

PCカードがしっかり挿
入されているか確認して
ください。またPCカー
ドはFAT16形式でフォー
マットされているものを
お使いください。

続き

エラーメッセージ一覧

ライブラリ音源

ファイルのコピー

コピーできません 拡張メモリーまたはPC

カードが挿入されてい

ません。

拡張メモリーが取り付

けられていないときは

販売店にご相談くださ

い。

PCカードにコピーする

ときは、PCカードが

しっかり挿入されている

か確認してください。

拡張メモリーまたはPC

カードの容量が不足し

ています。

PCカードのフォーマッ

ト形式が異なります。

不要なファイルを削除

する、または空き容量

が十分にあるPCカード

に差し替えてください

（PCカードにコピーす

る場合）。

PCカードはFAT16形式

でフォーマットされてい

ますか。
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故障と思われましたら
ご使用中に故障かなと思われる症状が生じたときは、下表の内容を確認してください。また、
各種のエラー表示に従って確認してください。それでも直らないときは電源制御ユニットのブ
レーカーを切り（非常用電源ユニットをご使用の場合は蓄電池スイッチも「切」にします。）、
お買い上げの販売店にご連絡ください。

症状 原因 対策 ページ

電源が入らない 電源制御ユニットのブ
レーカーが「切」に
なっていませんか？

本機が接続されている電源制御ユ
ニット(WU-L62)のブレーカーを「入」
にします。

電源が切れない システムエラーが表示
されていますか？

通電／停電起動ボタンを約5秒押し
続けると電源を切ることができます。

液晶の文字が見にくい 液晶のバックライトが
消灯していませんか？

液晶バックライトが「自動」に設定
されている場合、ボタン操作時にの
みバックライトが点灯します。

ボタンを操作できない キーロック機能が設定
されていませんか？

キーロックを解除してください。

音がでない 調整ポイントがミュー
トになっていませんか

音量調整／モニター画面で、調整ポ
イントのミュートを解除します。

補助音声入力に入力し
た音声を放送できない

補助音声入力ボリュー
ムが“0”になっていま
せんか？

補助音声入力ボリュームを右に回し
て適正音量に調整します。

録音／再生ができない メモリーカードが装着
されていますか？

PCカードスロットに、メモリーカー
ドが確実に挿入されているかを確認
してください。

液晶に「使用中」と表
示されていませんか？

マルチリモコンマイクが使用中です。
「使用中」表示が消えてから操作して
ください。

システムエラー表示が
点灯する

本機に異常が発生して
います。

通電／停電起動ボタンを押し続ける
と電源を切ることができます。
再度通電してもシステムエラーが表
示されるときは販売店にご相談くだ
さい。

設定した時計が狂って
しまう

通電時、バックアップ
電池の交換メッセージ
が表示されませんでし
たか？

バックアップ電池の交換を行ってく
ださい。交換は販売店にご相談くだ
さい。

バックライトが点灯し
ても見にくいですか？

液晶のコントラストボリュームを調
整してください。

工事編
11ページ
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工
事
編

工事は必ず販売店に依頼してください。
工事を行う前に、各機器の電源を「切」にし、電源プラグをコンセントから抜いてください。ま
た、「安全上のご注意」をよく読んでその指示に従ってください。接続する機器の取扱説明書も
合わせてお読みください。

警告

工事説明編（販売店向け）
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設置上のお願い
警告、 注意に記載されている内容とともに、以下の項目をお守りください。

工事を始める前に、全機器の電源プラグを抜いてください。

本機を使用したシステムは、必ずラックに収納してお使いください。
ご使用の際は、必ずEIA19型規格相当のラック（奥行き450mm以上）に取り付けてください。

ラック内の温度が＋45℃を超えないようにしてください。
内部に熱がこもる場合は、別売りの放熱ファンを取り付けてください。

電力増幅ユニットおよび4チャンネルパワーアンプ上に、本機は取り付けないでくださ
い。

収納スペースの関係で電力増幅ユニット、4チャンネルパワーアンプの上に本機を取り付ける場
合は、本機と電力増幅ユニットの間を1U以上空けてください。

電源について
• 各機器の電源は電源制御ユニットに接続してください。電源制御ユニットの電源はAC100V

です。
• プログラムコントローラーをご使用になる場合、プログラムコントローラーの電源は電源制御
ユニットの非常電源用コンセントに接続してください（本システムから制御されない電源を
ご用意ください）。

• 本システムの電源（電源制御ユニット）は、接点距離が3 mm以上有する分電盤のブレー
カーに接続してください。ブレーカーは保護アース導体を除くすべての極が遮断できるもの
を使用してください。

• 20Aまたは30Aの分電盤に接続してください。

電源スイッチについて（前面ふた内）
本機の電源スイッチを「切」にしても、電源からは遮断されません。電源を遮断する場合、電源
制御ユニットのブレーカーを「切」にしてください。

内蔵バックアップ電池について
内蔵バックアップ電池はリチウム1次電池を使用しており、寿命があります。約4年を目安に交
換してください（ただし、この時間は交換の目安であり、寿命を保証するものではありません）。
寿命がすぎると、液晶にエラー表示されます。エラー表示された場合は、電池を交換してくださ
い（電池：CR2032）。

静電気について
設置工事時、基板に触れる必要があるときは、静電気による破損を防止するために、つぎの内容
をお守りください。
• 作業を始め前に、ラックなどの金属部に手を触れ、人体に帯電している静電気を放電してく
ださい。

• 増設用入出力ボードなど別売りのボードは、ボードを取り付ける直前まで袋から取り出さな
いでください。

• ボードを取り扱い際は、基板上の部品に触れないでください。
• ボード取り付け時、ボードに無理な力がかからないよう注意してください。

ヒューズの交換について
ヒューズの交換は、電源制御ユニットまたは分電盤のブレーカーを「切」にしてから行ってくだ
さい。交換する場合は、指定容量（2A)のヒューズをお使いください。なお、ヒューズは、シス
テム制御信号入出力ボードにあります。
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付属品をご確認ください
工事を始める前に付属品をご確認ください。各機器の取扱説明書をお読みになり、付属品に不
足がないかご確認ください。センターユニットの付属品はつぎのとおりです。

取扱説明書（工事説明書付）本書※ .................................................................1

設定説明書※ ................................................................................................1

保証書※......................................................................................................1

POWER CONT中継ケーブル.........................................................................1

BATT CONT中継ケーブル.............................................................................1

ラック取付ねじ（M5×12）............................................................................4
束線バンド...................................................................................................5

ジャックキャップ..........................................................................................1

※：工事終了後、お客様にお渡しください。
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各部の名前と働き

1

2

+4dBV –22dBV

3

4

5

6

7

8

音声入力感度 

増設 マイク ライン 
入力1切換 

交換電池の型名 
コイン形リチウム電池 

CR2032

9

10

11

12

13

14

15

16
拡張メモリーカード 

カード PC I/F切換 

PCカード 

後面 前面 

注 意 
メモリーカードの挿入には方向性があります。 
0印が表示された面を上側にして挿入してください。 
逆に差し込むと破損する恐れがあります。 

注 意 
• 交換する電池はバックアップ用電池ですので交換する際は 
 通電状態で行ってください。 
• 通電状態で行うため電池ホルダー以外には、接触させない 
 ように電池を交換してください。 
 
 
 
• 電池は必ず同じ型名の電池(CR2032)と交換してください。 
• 電池の交換は、正しく行わないと破裂する恐れがあります。 

q 音声入力感度調整ボリューム
音声入力1～8の入力感度を調整します。モニターレベルメーターの任意の入力チャンネルに設
定すると、モニターレベルメーターを見ながら、入力感度を調整できます。

w バックアップ電池
時刻情報、メモリー（SRAM）の内容を保持するための電池です。液晶に、「バックアップ電
池の交換時期です」などのメッセージが表示されたときは交換してください（コイン形リチウム
電池：CR2032）。

e PCカードスロット
操作編「PCカードの挿入のしかた」をお読みください。

r 拡張メモリーカードスロット
コンパクトフラッシュカード用のスロットです。コンパクトフラッ
シュカード（市販品）を追加すると、簡易録音またはライブラリ
録音で録音できる時間を1MBあたり、約10秒延長できます。

t 取出ボタン
コンパクトフラッシュカードを取り出すときに押します。使用中
は絶対に取り出さないでください。

y 入力1切換スイッチ
音声入力1に接続する機器(ライン／マイク)を設定します。

u PC接続端子（PC I／F）切換スイッチ
PCを接続してセンターユニットを制御するときに設定します。PC接続端子は、前面ふた内部
と後面にあります。このスイッチで、どちらにPCを接続するか設定します（前面と後面の端子
を同時に使用することはできません）。

q w e rt

uy

前面、前面ふた内部
操作説明をお読みください。

前面パネル内部
工事を行う場合、前面パネルを外す必要があります。
前面パネルの外しかたは、28ページをお読みください。

ここでは、センターユニットの各部の名前について説明します。その他の機器の各部の名前と働
きは、お使いになる機器の取扱説明書をお読みください。

CompactFlash™

▲を上にして挿入します。



7
工事編

上面端子部

マイク入力 
-65dBV 3kΩ不平衡 

マルチリモコン 

DC24V 
ヒューズ 
  T2AL 
 

DC24Vヒューズ 
T2AL 
 

入 
切 

外部制御入力　1～24

外部制御出力　1～24

注 意 
EMG 24Vブレイクの動作設定 
を行う場合は本パネルを 
はずしてください。 

通信制御 
終端抵抗 

CONT
COM

出 
力 
17

CONT
COM

出 
力 
18

CONT
COM

出 
力 
19

CONT
COM

出 
力 
20

CONT
COM

出 
力 
21

CONT
COM

出 
力 
22

CONT
COM

出 
力 
23

CONT
COM

出 
力 
24

CONT
COM

出 
力 
9

CONT
COM

出 
力 
10

CONT
COM

出 
力 
11

CONT
COM

出 
力 
12

CONT
COM

出 
力 
13

CONT
COM

出 
力 
14

CONT
COM

出 
力 
15

CONT
COM

出 
力 
16

CONT
COM

出 
力 
1

CONT
COM

出 
力 
2

CONT
COM

出 
力 
3

CONT
COM

出 
力 
4

CONT
COM

出 
力 
5

CONT
COM

出 
力 
6

CONT
COM

出 
力 
7

CONT
COM

出 
力 
8

CONT
COM

入 
力 
17

CONT
COM

入 
力 
18

CONT
COM

入 
力 
19

CONT
COM

入 
力 
20

CONT
COM

入 
力 
21

CONT
COM

入 
力 
22

CONT
COM

入 
力 
23

CONT
COM

入 
力 
24

CONT
COM

入 
力 
9

CONT
COM

入 
力 
10

CONT
COM

入 
力 
11

CONT
COM

入 
力 
12

CONT
COM

入 
力 
13

CONT
COM

入 
力 
14

CONT
COM

入 
力 
15

CONT
COM

入 
力 
16

CONT
COM

入 
力 
1

CONT
COM

入 
力 
2

CONT
COM

入 
力 
3
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C
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C
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C
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G
H
C
H
C
G
H
C

H
C
G
H
C
H
C
G
H
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H
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H
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IN
音声入力 

OUT
音声出力 

IN
音声入力

+4dBV～-22dBV
20kΩ平衡

BLANCED

OUT

-2dBV 600kΩ平衡
BLANCED

音声出力

+

-

+

-

1

0V
DC12V
最大1.5A

2

EMG
24V
ブレイク 

CONT

COM

CONT

COM

HOT

COLD

GND

CONT

COM

停電CONT

電源CONT

COM

マ
ル
チ
リ
モ
コ
ン 

　 

通
信
制
御 

緊
急
外
部 

制
御
入
力 

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

放
送
中
出
力 

起
動
入
力 

緊
急
外
部 

音
声
入
力 

z x c

v b

z 音声入出力ボード
音声を入出力するためのボードです。音声入力用端子、音声出力用端子が8つずつあります。

x システム制御信号入出力ボード
マルチリモコンマイクおよび非常用放送設備などを接続します。

c 外部制御信号入出力ボード
演奏機器の動作中出力信号またはリモコンマイクなどの制御信号を入力したり、外部リレーま
たはリモコンリレーユニットを制御するための信号を出力したりするときに使います。外部制御
入力、外部制御出力は各24端子あります。

v マイク入力端子［-65 dBV 10 kΩ不平衡］
本機から放送を行うための本体マイク（別売り）を接続します。本体マイクを接続する場合は、
マイクパネル（別売り：WQ－BP44M）が必要です。
本体マイクを使用する場合は、前面パネル内部の入力1切換スイッチをマイクに設定してくだ
さい。
本体マイクを使用しない場合は、付属のジャックキャップを取り付けてください。

b ブランクパネル
別売りの音声入出力ボードを取り付けるときは取り外してください。

各機器の接続のしかた
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音声入出力ボード

z-1音声入力端子［音声入力 IN 1～8 ＋4 dBV～―22 dBV 20 kΩ平衡］
音声入力用の端子です。この端子に入力した音声信号の入力感度は、つ
ぎの方法で調整できます。
• 前面パネル内部にある入力感度調整ボリューム
•音量調整／モニター画面（調整ポイントを設定することによって可
能）

• 別売りの専用ソフトウェア（運用支援ソフト）

z-2音声出力端子［音声出力 OUT 1～8 -2 dBV 600 Ω 平衡］
音声信号が出力されます。
マルチリモコンマイクを接続し、マルチリモコンマイクで放送内容をモ
ニターする場合は出力チャンネル3は使用できません※。
出力チャンネル4にアンプ内蔵スピーカーを接続すると、接続したス
ピーカーで放送内容をモニターすることができます※。

※：設定が必要です。別冊の設定説明書をお読みください。

H
C
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H
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C

GND

3

H
C4

H
C

GND

5

H
C
H
C
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G
H
C
H
C
G
H
C

H
C
G
H
C
H
C
G
H
C
H
C
G
H
C
H
C
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H
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IN
音声入力 

OUT
音声出力 

IN
音声入力

+4dBV～-22dBV
20kΩ平衡

BLANCED

OUT

-2dBV 600kΩ平衡
BLANCED

音声出力

システム制御信号入出力ボード

x-1 終端抵抗切換スイッチ
マルチリモコンマイクを接続するとき設定します。お買い上げ時は「入」
に設定されています。詳しくは40ページをお読みください。

x-2 DC 24Vヒューズ
DC24V出力端子の保護ヒューズです。ヒューズ容量は2Aです。

x-3 マルチリモコン通信端子1、2

マルチリモコンマイクを接続するときに使います。
マルチリモコン通信端子1と2は、内部で並列に接続されています。

x-4 DC24V出力端子／0 V端子
マルチリモコンマイクやリモコンマイクなどにDC 24 V電源を供給す
るための端子です。最大1.5 Aまで供給できます。
0V端子は、DC24V供給時のGND端子として使用します。

x-5 EMG24Vブレイク入力端子［EMG24Vブレイク］
非常用放送設備に接続し、非常放送設備からEMG24Vブレイク信号（ブレイク時　非常状態）
を入力するための端子です。信号を入力すると、本機は音声出力をOFFにします。

重要 この端子を使用するためには、内部スイッチの設定が必要です。詳しくは26ページをお読みください。

マルチリモコン 

DC24Vヒューズ 
T2AL 
 

入 
切 

通信制御 
終端抵抗 

DC24V 
ヒューズ 
  T2AL 
 

+

-

+

-

1

0V
DC12V
最大1.5A

2

EMG
24V
ブレイク 

CONT

COM

CONT

COM

HOT

COLD

GND

CONT

COM

停電CONT

電源CONT

COM

マ
ル
チ
リ
モ
コ
ン 

　 

通
信
制
御 

緊
急
外
部 

制
御
入
力 

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

放
送
中
出
力 

起
動
入
力 

緊
急
外
部 

音
声
入
力 

各機器の接続のしかた
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x-6 バックアップ放送中出力端子
バックアップ放送を行うときに使います。前面ふた内部のバックアップ放送スイッチを「入」に
すると出力されます。

x-7 緊急外部音声入力端子［-2 dBV 20 kΩ 平衡］
緊急外部放送を行うときに使います。
緊急外部放送を行うための音源機器からの音声※を入力します。

※：火災に準じる、ガス漏れや地震などの発生時に放送する音源を接続します。また、この端子に入力さ

れる音声は、あらかじめ決められた放送先に、高い優先順位で放送することができます。

x-8 緊急外部制御入力端子
緊急外部放送を行うときに使います。
緊急外部音声入力端子に接続した機器から放送を開始するための信号（起動信号）を入力しま
す※。

※：放送先は、あらかじめシステム設定時に設定する必要があります。

x-9 停電起動入力端子
停電放送を行うための非常用電源ユニットを接続するときに使います。
停電時、非常用電源ユニットを起動し、システムの電源をON／OFF制御する信号（メイク信
号）を入力します。

x-10 電源起動入力端子
プログラムコントローラーからの制御信号（メイク信号）で、本システムを起動／停止するとき
に使います。

x-11 コモン端子
停電起動入力端子および電源起動端子のコモン端子です。

外部制御信号入出力ボード

c-1 外部制御入力端子
演奏機器の動作中出力信号またはリモコンマイクなどを接続し
ます。

c-1 外部制御出力端子
外部リレーやリモコンリレーユニットなどを接続します。

外部制御入力　1～24

外部制御出力　1～24

注 意 
EMG 24Vブレイクの動作設定 
を行う場合は本パネルを 
はずしてください。 
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各機器の接続のしかた
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後面

q 電源制御1コネクター［PWR CONT1］
電源制御ユニットに接続します。
• 本機に電源（DC 24V）を供給します。
• 本機から電源制御ユニットに、電源制御ユニットの電源を制御するための信号を出力します。
• 接続には付属のPOWER CONT中継ケーブルを使用します。

w 電源制御2コネクター［PWR CONT2］
使用しません。

e 非常電源ユニット制御コネクター［BATT CONT］
非常電源ユニットを接続するときに使います。
• 停電時、この端子で非常電源ユニットからのDC 24 V電源を供給します。
• 停電時、この端子で非常電源ユニットの電源を制御するための信号を出力します。
• 接続には付属のBATT CONT中継ケーブルを使用します。

r シグナルグランド［SIGNAL GND］
機器間のシグナルレベルを合わせるために使用します。

t 拡張I／F INコネクター、拡張I／F OUTコネクター（RS-485）
使用しません。

y 終端抵抗切換スイッチ
使用しません。「入」の状態で使用してください。

u PC接続コネクター2（RS-232C）
PCを接続するときに使います。
この端子を使用する場合、前面パネル内部にあるPC I／F切換スイッチを「後面」に設定しま
す。

i プログラムコントローラー通信コネクター（RS-232C）
プログラムコントローラーを接続するときに使います。
PCを使用しプログラムコントローラーおよびセンターユニットの一括制御を行うときは、この
端子とプログラムコントローラーのデジタルインターフェース端子とを接続してください。

o 拡張データバスコネクター［DATA BUS］
使用しません。

!0 ユニット切換スイッチ
使用しません。「メイン」の状態で使用してください。

PWR CONT
1

SIGNAL
GND

PWR CONT
2

BATT CONT

PC I/F 2
(RS-232C)

終端抵抗 
切 入 

プログラムコントローラーI/F
(RS-232C)

 
拡張DATA BUS

ユニット切換 
サブ メイン 

増設用 

拡張I/F1
IN OUT

q w e

r t y u i o !0

各機器の接続のしかた
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工事はつぎの手順で行ってください。

重要 ケーブルの接続または抜き差しは、電源制御ユニットのブレー

カーおよび非常電源ユニットの蓄電池スイッチを「切」にしてか

ら行ってください。電源を入れたまま行うと故障の原因となり

ます。

作業の流れ

3.本機および接続する機器の電源を遮断する。

8.システム設定を行う。

2.工事に必要なケーブルおよび
工事部品などを準備する。

→21ページ

1.システム構成を確認する。 →12ページ

4.ラックを設置し、機器を収納
する。

→24ページ

5.内部スイッチを設定する。 →26ページ

6.機器を接続する。 →30ページ

7.本機および接続する機器の電
源を投入する。

9.ユニット点検を行う。

10.動作を確認する。

11.設定内容をPCカードに保存する。

12.運用を開始する。

Ａ
Ｃ
・
Ｄ
Ｃ
電
源
「
切
」

Ａ
Ｃ
・
Ｄ
Ｃ
電
源
「
入
」

蓄電池 切 
入 

A系統 
B系統 

入 
切 

切
 

WP-570B

WU-L62

設定支援ソフト※1※2で設定します。

保守支援ソフト※1で点検します。

保守支援ソフト※1で動作を確認しま
す。

設定説明書をお読みください。

※1：MicrosoftR WindowsR 95, 98, NT 4.0, 2000上で動作するソフトウェアです。販売会社にご相談ください。

※2：基本項目は、液晶に表示されるメニューで行うことができます。詳しくは別冊の「設定説明書」をお読みください。
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 電源 

入 

切 

通電 優先入力 

0 10 0 10 0 10 0 10

出力停止 

出力レベル 

回線短絡 

音量 

1 2 3 4

Power  Amplifier  WA-P430

拡声用スピーカー4チャンネルパワーアンプ

Center Unit  WL-DK600

放送復旧 

緊急一斉放送中 

システムエラー 

バックアップ 
放送中 

F1

F2

F3

F4

F5

音声を拡声するために必要。
1台で、4つのエリアに異なる音量で放送すること
ができます。取り付けには、ラックアングル（別売
り）が必要です。

音声を拡声するために必要。
接続できるスビーカーの数はシステム構成によって
異なります。

7

1
2

3

4
5

6
8

9

10

11
12

モニター選択 

100

音量 

モニター 
入 
切 

0
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12

通　電 

Monitor Unit   WU-M30

モニターユニット

放送内容をモニターす
るときに必要。
電力増幅ユニットのPA

出力またはライン出
力のレベルをモニター
できます。

マイク 

Digital  IC  Recorder  WZ-DP200

モ－ド切換 

停止 再生/一時停止 

カ－ド A 
カ－ド B 

入力 取消 

録音レベル 

再生中/録音中 
録音 
編集 
PGM 
設定 

選択 

モ－ド 

F1 F2 
電源 

デジタルICプレーヤー

デジタルICレコーダー

メッセージやBGMを放
送することができます
（デジタルICレコーダー
は録音可能）。

CDミュージックプレーヤー

BGMディスクを使用し
て、BGMを放送するこ
とができます。

ミキサーユニット／

チューナーユニット

マイクまたはライン、
チャイム、ラジオな
どの放送をミキシング
するときに必要
（チューナーユニットは
ミキサーユニット内に
組み込み）。

電源  
入 
切 モニター音量  小 大 

マルチリモコンマイク

リモコンマイク

アナウンス放送を行う
ときに必要。

アナウンス放送を遠隔
地から行うときに必要。

本機のメモリーを使
用し、録音・再生が
可能。
最大8台接続可能。

スピーカー選択ユニット

増設用スピーカー選択

ユニット

放送するスピーカーを
選択するときに必要
（10局）。

スピーカー選択ユニッ
トの局数を増設すると
きに必要（10局）。

CD-Music Player WB-655

PULL PULL

演奏中 シャッフル 電源 
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通電 

モニターレベル 
PEAK

6

0

-10

-20

-40
dB

Power Controller WU-L62

Panasonic

電源制御ユニット（必須）
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H
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H
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H
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H

C
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GND

H

C

9

10

11
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13

14

15

16

OUT

OUT

IN

音声出力 

音声出力 

音声入力 

－2dBV600Ω平衡 
BALANCED
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H
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H
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GND
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GND
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9

10
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12

13

14

15

16

IN

音声入力 
＋4dBV～－22dBV 
20kΩ平衡 
BALANCED

音声入出力ボード（増

設用）

電力増幅ユニット

センターユニット（本機）

システム概要
このシステムは以下の機器で構成されています。

各ユニットに、DC24 VまたはAC100 Vの電源を
供給するために必要。

本体マイク（マイクユニット）

センターユニットでメッセージを放送するときに必要。
センターユニットに取り付けて使用します。
取り付けには、マイクパネル（別売り：WQ－
BP44M）が必要です。

スピーカーに供給する電力を増幅するために必要。
電力増幅ユニットは、必要とする電力ごとに製品
が用意されています。

センターユニットの
音声入出力を増やす
ときに必要。
センターユニット内
部に1枚組み込み可
能（8入力 8出力）。

非常電源ユニット 

ニッケルカドミウム 
蓄電池 

1 2 蓄電池 

緑 正常 

充電中 

非常電源 

点検 主電源 

ファン異常 

橙 注意 
赤 異常 

日常点検のお願い 
・点検は毎日行ってください 
・点検スイッチは10秒以上押さないでください。蓄電池が消耗します。 
・蓄電池点検時、 
　充電中表示灯が消えない 
　場合は異常です。 
　保守契約店、販売店に 
　ご連絡ください。 

蓄電池交換のお願い 
・蓄電池は非常放送されなくても寿命があります。 
　正常時に機器を正しく動作させるために 
　正常電圧でない場合は、全数新品と交換 
　してください。 

ファンの動作確認のお願い 
・蓄電池交換時には、ファンの動作（回転）も確認してください。 

充電中表示灯 
点灯 
消灯 

蓄電池の電圧状態 
正常電圧の範囲内 
正常電圧の下限 
～蓄電池の交換時期が間近です 

動作電圧以下 
～蓄電池を交換してください 

非常電源表示灯 
緑色点灯 

橙色点灯 

赤色点灯 

点検スイッチの位置 
充電状態 

蓄電池点検時 

 

充電状態または点検ボタン押下時（蓄電池点検時） 使 用 開 始 日 

年　　　　　月 

Emergency Power Supply WP-570B

非常電源ユニット／ニッケ

ルカドミウム蓄電池

通 電 

挿入 削除 コピー 貼付 切換 

F1 F2 F3 F4 F5 
 

戻る 
 

決定 

選択 

モニター アクセス PCカード 

Program  Controller  WZ-650

RS-232C 

プログラムコントローラー

停電放送を行うとき
に必要。
蓄電池は非常用電源
ユニットに組み込み。

放送時刻をプログラ
ムし、自動放送を行
うときに必要。

入 
自動 
切 

Relay Unit      WZ-643

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

電源 

増設リレーユニット

プログラムコント
ローラーの接点制御
出力を増やすときに
必要。
最大9台接続可能。

Interface Unit WU-855

リモコンリレーユニット

端子盤ユニット

スピーカー回線を制御
するために必要（10回
線）。

リモコンリレーユニッ
トに、スピーカーまた
は外部制御を中継する
ために必要。

システム構成

基
本
シ
ス
テ
ム
構
成

応
用
シ
ス
テ
ム
構
成

本機内部に音声入出力ボードを取り付
けることによって音声入出力の数を16

に増やすことができます。

Ni-Cd
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各機器の高さと消費電力

品名 品番 高さ
消費電力

概要
AC DC

センターユニット
（本機）

WL-DK600 3U ー
3 A（1.5

A出力時）
音声８入力８出力

電源制御ユニット WU-L62 1U
140 W

（DC3.6 A

出力時）
ー

DC 24 V出力。
AC 100 V 電源8系統
制御可能

電力増幅ユニット

WU-P51

（60W）
2U 60 W※

1/8出力
時1.8 A

AC／DC兼用
WU-P52

（120 W）
2U 115 W※

1/8出力
時3.5 A

WU-P53

（360 W）
3U 310 W※

1/8出力
時9.7 A

4チャンネル
パワーアンプ

WA-P430 2U 145 W※
1/8出力
時3.7 A

1台で4つのエリアに異
なる放送が可能。
優先放送切換機能あり。

マイクユニット
（本体マイク）

WU-Z19 ー ー ー
センターユニット用マ
イクロホン

拡声用スピーカー
WS-シリー
ズ

－ － －
接続可能台数および機
種は販売店にご確認く
ださい。

音声入出力ボード WU-AX10 ー ー －
センターユニット音声
入出力
9→16入出力。

非常電源ユニット WP-570B 2U 24 Ｗ ー
停電放送を行うときに
必要。別途ニッケルカ
ドミウム蓄電池が必要。

ニッケルカ
ドミウム蓄
電池※2

NCB-350
ー ー ー

非常電源ユニットに組
み込み。

プログラムコントロー
ラー

WZ-650 2U 19 W ー

年間・週間プログラム
制御
・接点制御出力8個
・通信制御出力150個

増設用リレー
ユニット

WZ-643 1U 8 W ー
接点制御出力10個。
9台まで増設可能。

NCB-600

つづく

※1 「電気用品安全法技術基準」による消費電力。

※2 リサイクル蓄電池です。

Ni-Cd

基
本
シ
ス
テ
ム
構
成

応
用
シ
ス
テ
ム
構
成

システム構成
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リモコンリレーユニッ
ト

WU-R31 1U ー 200 mA
スピーカー10回線。
センターユニットでス
ピーカー回線を制御す
るために必要。

端子盤
ユニット

WU-Q55 3U ー ー
60端子。
リモコンリレーユニッ
トの中継用。

品名 品番 高さ
消費電力

概要
AC DC

モニターユニット

WU-M20 2U ー ー
100系ハイインピーダ
ンス4入力

WU-M30 2U ー 345 mA
100系・70系・20系
ハイインピーダンス／
0dB切り換え、12入力。

マルチリモコン
マイク

WR-600

（20局）
ー ー 250 mA 8台まで接続可能。

リモコンマイク

WR-101

（単局）
ー ー 43 mA 単局用リモコンマイク

WR-205

（5局）
ー ー 45 mA

WR-210

（10局）
ー ー 45 mA

続き

リ
モ
コ
ン
マ
イ
ク

5局／10局のリモコン
マイク。
別売りの金具で壁に取
り付け可能。

つづく

応
用
シ
ス
テ
ム
構
成

デジタルICプレーヤー WZ-DP100 1U 10 W 500 mA 再生専用

デジタルICレコーダー WZ-DP200 1U 16 W 500 mA 録音・再生兼用

CDミュージック
プレーヤー

WB-651

（CD1枚）
2U 16 W ー CD-BGM規格の専用ソ

フトとMMカードによ
り年間プログラムコン
トロールなどの演奏可
能

WB-655

（CD5枚）
2U 17 W ー

システム構成
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品名 品番 高さ
消費電力

概要
AC100V DC24V

続き

ラック

WU-RS71

（スタンダー
ド）

ー ー ー 収納ユニット数29 U

WU-RL76

（ロング）
ー ー ー 収納ユニット数41 U

ファンユニット WU-L45A ー 24 W ー

ラック内の電力増幅ユ
ニットの合計定格出力
が720 Wを超える場
合、ラックの最上部に
取り付けます。

1U＝44.45 mm

応
用
シ
ス
テ
ム
構
成

スピーカ選択ユニット
WK-420

（10局）
1U ー 150 mA

センターユニットの機
能ボタン（放送エリア
選択）を増設。
・放送エリア選択ス
イッチ10個
・一斉放送スイッチ

増設用ス
ピーカ選択
ユニット

WK-430

（10局）
1U ー 120 mA

放送エリア選択スイッ
チ10個。

ミキサーユニット WU-M60A 2U 5 W 100 mA
マイク／ライン／チャ
イム／ラジオなどをミ
キシング。

ラジオ
チューナユ
ニット

WU-T60 ー ー 120 mA

・AM／FMラジオの
チューナ
・ミキサーユニット

(WU-M60A)に組み
込んで使用。

システム構成
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非常電源ユニットと蓄電池の数（目安）
非常電源ユニットは、停電放送を行う場合に必要です。蓄電池は、非常電源ユニット内に取り
付けて使用します。
非常電源ユニットおよび蓄電池の数は、つぎの方法で計算できます。

重要 ・本システムの非常電源として、非常放送設備の非常電源を使用することはできません。必ず、非常放送

設備用の非常電源とは別に、非常電源ユニットを取り付けてください。

・1台の非常電源ユニットには、必ず同じ品番の蓄電池を取り付けてください（NCB-600とNCB-350

を混在させないでください）。

1 「各機器の高さと消費電力（14ページ～16ページ）」をもとに、DC24V機器と
AC100V機器でDC24Vを入力する機器の消費電流の合計を計算する。

2 必要となる蓄電池の容量を計算する。
つぎの式で計算します。

3 必要な蓄電池の容量をもとに、蓄電池の数を計算する。
蓄電池容量　NCB-600：6 Ah NCB-350：3.5 Ah

4 蓄電池の数をもとに、非常電源ユニットの数を計算する。
次ページの表「システム構成（目安）」を目安にして求めることもできます。

参考 停電後約10分間動作させる場合、蓄電池の数はつぎの方法で計算することもできます。

• 手順1で計算した消費電流の合計と蓄電池の放電電流をもとに、つぎの式で計算することができます。

蓄電池の数=消費電流の合計÷蓄電池1個あたりの放電電流（下表参照）

• DC24V機器（センターユニット1台、マルチリモコンマイク4台）を動作させるために、蓄電池

（NCB-350）が1つ必要です。

• 電力増幅ユニット360 W あたり、蓄電池（NCB-600）が1つ必要です。

1
C = ×容量換算係数×放電電流

0.8※

C ：25℃における蓄電池の必要容量（単位：Ah）

容量換算係数 ：約10分間動作させる場合=0.34

約30分間動作させる場合=0.8

消費電流の合計 ：手順1で求めた消費電流の合計（単位：A）

※使用中の経年容量低下率（保守率）

蓄電池の品番
放電電流

10分間動作 30分間動作

約6 ANCB-350 約2 A

約10 ANCB-600 約4 A

システム構成
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60
120

180

240

360

480

600

720

840

960

1080
1200
1320
1440

1

1

2

3

4

5

6

7

8

1
2

3
1
1
4

6（注3）

8（注3）

4

1

1

2

3

4
1

5（注3）
2

6（注3）
4

7（注3）
1

2

1
2

1

1

1

2

2

2
3（注3）
3（注3）
3（注3）
4（注3）

1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
4
4
4
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

2（注6）（注7）
2（注6）（注7）
2（注6）（注7）
2（注6）（注7）
2（注6）（注7）
2（注6）（注7）
2（注6）（注7）
2（注6）（注7）
2（注6）（注7）
2（注6）（注7）
2（注6）（注7）
2（注6）（注7）
2（注6）（注7）

4
8
8
8
6
5
6
2
1
2
8
8
8
8
8
8
8
8
0
3
4
6
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
2

174
324
339
324
474
489
474
624
654
624
924
969
924
864

1284
1224
1224
1164
1599
1524
1464
1938
1848
1848
1728
2253
2148
2028
2568
2328
2568
2868
3168
3408

4
6
6
4
8
8
6

11
9
6

15
12
8
5

15
20
11
7

18
13
9

23
17
22
10
26
20
13
29
15
14
16
19
18

0
0

0

0

0

1
0

1
0

1

1

1

1
1
1
1

電力増幅 
ユニットW数 

30W×4 
WA-P430

60W 
WU-P51

120W 
WU-P52

360W 
WU-P53

ニッケルカドミウム蓄電池 
（注7） 

NCB-350 NCB-600

非常電源 
ユニット 

WP-570B（注8） 

マルチリモコンマイク 
接続可能台数（注１） 

電力増幅ユニット　（注4） 
非常電源ユニット 
合計消費電力（W）（注２） 

合計U数 
（注9） 

ファンユニット 
WU-L45A（注5） 

注１：センターユニット1台にマルチリモコンマイクを接続する場合の台数です。他の機器を
接続する場合、マルチリモコンマイクの接続台数は少なくなります。 

注２：電力増幅ユニット、非常電源ユニット以外の消費電力は含みません。 
注３：電力増幅ユニットWU-P53が3台以上の場合は、2台ごとに1Uのブランクパネルが必要

です。 
　　　WU-P51、P52が5台以上の場合は、4台ごとに1Uのブランクパネルが必要です。 
　　　WA-P430は1台ごとに上下に1Uのブランクパネルが必要です。 
注４：電源制御ユニットは合計消費電力が3800W以上になる場合、1台追加してください。 
注５：次の場合はファンユニットをラックに取り付けてください。 
　　　　　・電力増幅ユニットの合計W数が720Wを超える場合 
　　　　　・WA-P430を4台以上収納する場合 

注６：1台の電力増幅ユニットに2台の非常電源ユニットを接続することはで
きません。 

注７：非常電源ユニット1台の中に、NCB-350とNCB-600を混同して使用する
ことはできません。 

注８：非常電源ユニット1台に合計720Wまでの電力増幅ユニットが接続でき
ます。 
（10分間動作） 

　　　非常電源ユニットのDC電源出力コネクター（D3～D6）1個当たり
240Wまでの電力増幅ユニットが接続できます。 

注９：合計ユニット数とは電力増幅ユニットと非常電源ユニットの合計です。 

システム構成

表　システム構成（目安） 停電後、約10分間動作させる場合
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電源制御ユニットの台数
つぎの（1）および（2）の方法で電源制御ユニットの台数を計算します。計算した結果、台
数の多い方が電源制御ユニットの必要台数となります。

重要 センターユニットから供給できる電流は最大1.5 Aです。センターユニットからマルチリモコンマイクを6

台まで接続できます。マルチリモコンマイクを接続する場合、他のリモコンマイクは、電源制御ユニット

前面のDC24V端子に接続してください。

（1） システムのDC消費電流からの制約
• 各機器の高さと消費電力の表を参照し、システムの合計DC消費電流を計算し、下記計算式
で電源制御ユニットの必要台数を計算します。

例：マルチリモコン8台とセンターユニット1台の合計DC消費電流は3.5Aとなります。した
がって、電源制御ユニットの台数は1台となります。

• センターユニット、マルチリモコンマイク、リモコンマイクおよびモニターユニットなどの
DC24V電源は、電源制御ユニットから供給するように接続してください（停電時は除く）。

（2） システムのAC消費電力からの制約　
表「電源制御ユニットの台数」で1台であっても、総合消費電力が3,800 W以上の場合は2台
必要です。

電源制御ユニットの台数＝システムの合計DC消費電流／3.6 A

システム構成
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ケーブル・工事部品の確認

部品名 品番 用途 備考

部品名 品番 用途

スピーカ回線保護
ヒューズ

WK-F03A（315 mA）

リモコンリレーユニッ
ト取り付け用

1回線当たりの最大出力　23 W

電力増幅ユニット 30 W以上

1U W2-BPA/44

空きスペースに取り付けるためのパネル

1U W2-PPA/44

放熱効果を得たい場合に使うパネル2U W2-PPA/88

マイク取り付けパネル
（1U）

WQ-BP44M 本体マイク取り付け用

増設用出力制御ユニッ
ト用PAケーブル

W3-4L/04PR
リモコンリレーユニットの電力増幅ユニット入力を増やすために
必要

DC2ピンケーブル(3m) W4-2L/3RR
1台の電源制御ユニットで電力増幅ユニット4台にDC電源を供
給するときに必要

DC用ケーブル
（2ピン 3 m）

W4-2L/3PR 非常電源ユニット⇔電力増幅ユニット接続用

PA出力用ケーブル
(4ピン2.5m)

W4-4L/25PR
増設出力制御ユニット⇔リモコンリレーユニット接続用
電力増幅ユニット⇔電力増幅ユニット接続用

2U W2-BPA/88

3U W2-BPA/132

BATT CONTケーブル
（12ピン 2.1 m)

非常電源ユニット⇔センターユニット接続用
非常電源ユニット⇔非常電源ユニット接続用

W4-12L/21PR

PWR CONTケーブル
（9ピン2.1 m)

電源制御ユニット⇔センターユニット接続用
電源制御ユニット⇔電源制御ユニット接続用

W4-9L/21PR

14芯（14P-16P）ケー
ブル

リモコンリレーユニット⇔端子盤ユニット接続用W4-1416/21RR

2芯シールド線（複式プ
ラグ付き）

音声入出力用
YWL6655SR01A

（サービス部品）

平衡トランス ミキサーユニットなどの不平衡入力を平衡にする場合に必要
YWIT1106A

（サービス部品）

WK-F05A(500mA)
1回線当たりの最大出力　35 W

電力増幅ユニット 60 W以上

WK-F10A(1A)
1回線当たりの最大出力　70 W

電力増幅ユニット 120 W以上

WK-F20A(2A)
1回線当たりの最大出力　140 W

電力増幅ユニット 360 W以上

WK-F30A(3A)
1回線当たりの最大出力　200 W

電力増幅ユニット 480 W以上

ブ
ラ
ン
ク
／
パ
ン
チ
ン
グ
パ
ネ
ル

つづく

工事部品について
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部品名 品番 用途

RCAプラグ
YWPP001PLUG

（サービス部品）
音声入出力線を現地作成する場合に必要
（注）2芯シールド線は現地調達願います。

抜け止めコンセントプ
ラグ

DH2671

（松下電工（株）扱い）
ファクトラインに取り付ける、抜け止め機構付きのACコンセン
ト

モニター用4ピンケー
ブル

YWL6100SR01

（サービス部品）
電力増幅ユニット⇔モニターユニット接続用

リモコン取り付け金具 WR-Q300
リモコンマイク（WR-205/210）を壁にかけて使用するときに必
要

ラックマウント用金具
（2U）

WA-Q21 4チャンネルパワーアンプをラックに取り付けるための金具

ラックマウント用金具
（1U）

WQ-LA44S
デジタルICプレーヤーまたはデジタルICレコーダーをラックに
取り付けるための金具

W2-LAW/A44×2個 増設リレーユニットをラックに取り付けるための金具

単頭プラグ
音声入出力線を現地作成する場合に必要
（注）2芯シールド線は現地調達願います。

YKV110431A

（サービス部品）

続き

複式プラグ
音声入出力線を現地作成する場合に必要
（注）2芯シールド線は現地調達願います。

YKV110433

（サービス部品）

ケーブル・工事部品の確認

ケーブルについて
ここでは、音声信号または制御信号を入出力するためのケーブルの加工のしかたについて説明し
ます。

音声入出力用ケーブルについて
音源機器からの音声は、音声入出力ボードに2芯シールド線で接続します。
センターユニット1台あたり標準で8入出力、増設用音声入出力ボードを取り付けている場合は
16入出力まで接続できます。

接続する機器に適したケーブルを使用してください。

2芯シールド線で接続する場合
AWG#26以上のケーブルを使用してください。

平衡入出力の機器と接続する場合

チップ 

リング 

シールド 

大形複式プラグ 

 

H
C
SG
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不平衡入出力の機器と接続する場合

重要 センターユニット接続側は、つぎのように処理してくださ
い。
標準むき長：11 mm

丸端子を使用する場合、端子台に使用できる丸端子はJIS C

2805 RAV1.25－3 または RAP1.25－3です。

推奨部品：日本圧着端子（株）V1.25－3 またはN1.25－3

制御信号入出力用ケーブルについて
つぎのケーブルを使用してください。
• 単　線 φ0.4 mm（AWG♯26）～φ1.2 mm（AWG♯16）
• より線 0.3 mm2（AWG♯22）～1.25 mm2（AWG♯22）、素線径0.18 mm以上

ケーブルの先端はつぎのように処理してください。
標準むき長：11 mm

付属の束線バンドについて
各ケーブル接続後、付属の束線バンドを使用して本機後面に固定してください。

マイク入力 
-65dBV 3kΩ不平衡 

マルチリモコン 

DC24V 
ヒューズ 
  T2AL 
 

DC24Vヒューズ 
T2AL 
 

入 
切 

外部制御入力　1～24

外部制御出力　1～24

注 意 

通信制御 
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+
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制
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入
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ッ
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放
送
中
出
力 

起
動
入
力 

緊
急
外
部 

音
声
入
力 

束線バンド（付属） 

RCAピンプラグ 

HOT
HOT
COLD

シールド シールドは 
接続しない 

H
C
SG

4

5.
5φ3.2 min.

標準むき線長さ 

11mm

ケーブル・工事部品の確認

ハム音などが発生する場合は、ユニット

間のシグナルグランドを接続するか、また

はRCAピンプラグ側のCとシールドを接続

してください。
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ラックについて
つぎのラックまたはEIA規格19型相当のラックをお使いください。
スタンダードラック：WU-RS71 収納ユニット数　29U

ロ ン グ ラ ッ ク ：WU-RL76 収納ユニット数　41U

収納位置
機器によっては、つぎのように収納位置が指定されているものがあります。

センターユニット
通線スペースを確保するため、センター
ユニットの上に間隔（1U以上）を空け
てください。

電源制御ユニット
放熱効果を上げるため、上にサービスユ
ニットを置くか、または1U以上の間隔
を空けてください。

非常電源ユニット
• ラックの下部に取り付けてください。
電力増幅ユニットなど発熱する機器の
直上には絶対に収納しないでくださ
い。

• 電源制御ユニットの上に取り付ける場
合は、1U以上の間隔を空けてくださ
い。

ラックの設置・機器の収納

非常電源ユニット 

電源制御ユニット 

業務用放送機器 

電力増幅ユニット 

1 2 蓄電池 

緑 正常 

充電中 

非常電源 

点検 主電源 

ファン異常 

橙 注意 
赤 異常 

日常点検のお願い 
・点検は毎日行ってください 
・点検スイッチは10秒以上押さないでください。蓄電池が消耗します。 
・蓄電池点検時、 
　充電中表示灯が消えない 
　場合は異常です。 
　保守契約店、販売店に 
　ご連絡ください。 

蓄電池交換のお願い 
・蓄電池は非常放送されなくても寿命があります。 
　正常時に機器を正しく動作させるために 
　正常電圧でない場合は、全数新品と交換 
　してください。 

ファンの動作確認のお願い 
・蓄電池交換時には、ファンの動作（回転）も確認してください。 

充電中表示灯 
点灯 
消灯 

蓄電池の電圧状態 
正常電圧の範囲内 
正常電圧の下限 
～蓄電池の交換時期が間近です 

動作電圧以下 
～蓄電池を交換してください 

非常電源表示灯 
緑色点灯 

橙色点灯 

赤色点灯 

点検スイッチの位置 
充電状態 

蓄電池点検時 

 

充電状態または点検ボタン押下時（蓄電池点検時） 使 用 開 始 日 

年　　　　　月 

Emergency Power Supply WP-570B

1 2 蓄電池 

緑 正常 

充電中 

非常電源 

点検 主電源 

ファン異常 

橙 注意 
赤 異常 

日常点検のお願い 
・点検は毎日行ってください 
・点検スイッチは10秒以上押さないでください。蓄電池が消耗します。 
・蓄電池点検時、 
　充電中表示灯が消えない 
　場合は異常です。 
　保守契約店、販売店に 
　ご連絡ください。 

蓄電池交換のお願い 
・蓄電池は非常放送されなくても寿命があります。 
　正常時に機器を正しく動作させるために 
　正常電圧でない場合は、全数新品と交換 
　してください。 

ファンの動作確認のお願い 
・蓄電池交換時には、ファンの動作（回転）も確認してください。 

充電中表示灯 
点灯 
消灯 

蓄電池の電圧状態 
正常電圧の範囲内 
正常電圧の下限 
～蓄電池の交換時期が間近です 

動作電圧以下 
～蓄電池を交換してください 

非常電源表示灯 
緑色点灯 

橙色点灯 

赤色点灯 

点検スイッチの位置 
充電状態 

蓄電池点検時 

 

充電状態または点検ボタン押下時（蓄電池点検時） 使 用 開 始 日 

年　　　　　月 

Emergency Power Supply WP-570B

スタンダードラック ロングラック 

Center Unit  WL-DK600

放送復旧 通電 

モニターレベル 緊急一斉放送中 

システムエラー 

バックアップ 
放送中 

PEAK

6

0

-10

-20

-40
dB

F1

F2

F3

F4

F5

Center Unit  WL-DK600

放送復旧 通電 

モニターレベル 緊急一斉放送中 

システムエラー 

バックアップ 
放送中 

PEAK

6

0

-10

-20

-40
dB

F1

F2

F3

F4

F5

Power Controller WU-L62

Panasonic

Power Controller WU-L62

Panasonic
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電力増幅ユニット、4チャンネルパワーアンプ
• 放熱効果を上げるため、できるだけ上部に設置してください。
• 電力増幅ユニット、4チャンネルパ
ワーアンプの上には、BGM演奏装置
やワイヤレス受信機などの業務用放送
機器および非常電源ユニットは絶対に
収納しないでください。

• WU-P53を3台以上収納するときは、
2台おきに1U空けて取り付け放熱効
果を上げてください。

• 4チャンネルパワーアンプを収納する
ときは上下1U空けてください。

• 4チャンネルパワーアンプを2台以上
収納するときは、2台おきに1U空け
てください。

その他の機器類
電源制御ユニットと電力増幅ユニットの
間に収納してください。

ケーブルについて
サービス点検を容易にするため、ケーブルは必ず約50cm

たるませ、ラック後面の束線棒（WU-RS71／WU-

RL76）にクランプしてください。

機能ボタンの記入
機能ボタンに、割り当てる機能（放送エリアなど）を記入します。
設定のしかたまたは割り当てることのできる機能の詳細は、別冊の
「設定説明書」または設定支援ソフトの取扱説明書をお読みくださ
い。

放送エリアボタンの右横欄に、ラベルなど（別途ご用意）で放送
先を表示してください。
推奨：ラベル高さ 9 mm

F1

F2

F3

F4

F5

5Ｆフロア 
ラベル 

クランプする 
約50cmたるませる。 

WU-P53

WU-P53

WU-P53

3U
1U
3U

3U

1U空けて取り付けて 
ください。 

WU-P53

WU-P53

WU-P53

3U
1U
3U

3U

1U空けて取り付けて 
ください。 

2U WU-P52

〈1080Wの場合〉 

〈1200Wの場合〉 

ラックの設置・機器の収納
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センターユニット
• センターユニットをラックに収納するには、レールの位置を変更する必要があります。
• 非常用放送設備と連動させる場合（EMG24V ブレイク信号を入力する場合）は、ラック収
納前に内部スイッチを設定する必要があります。

• 増設用の音声入出力ボードは、本体上面に取り付けます。

その他の機器
機器に付属されている取扱説明書（または工事説明書）をお読みください。

センターユニットの収納
センターユニットをラックに収納する前につぎの作業を行ってください。

内部スイッチ（EMG24V Break）の設定
EMG 24Vブレイク信号を入力する場合は、必ず設定する必要があります。

1 外部制御信号入出力ボードを固定しているねじ（4本）を外す（図1）。

2 EMG24V ブレイクスイッチを設定する（図2）。
お買い上げ時は無効に設定されています。
有効：非常用放送設備からEMG24V ブレイク信号を入力し、全音声出力をカットするときは

有効に設定します。
無効：24V ブレイク信号を入力しない場合は、無効にします。

3 外部制御信号入出力ボードを元どおり取り付けます。

図1 図2 

EMG 24V Break 
Yes/有効 

No/無効 

ラックへの収納のしかた
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レール位置の変更

重要 この作業は、センターユニットの上に機器を収納する場合行ってください。レールを上げることによって、

作業用スペースを確保できるため、保守性が向上します。

1 レールを固定しているねじ（左右各3本）を外す（図1）。

2 レールを上に上げる（図2）。

3 外したねじ（左右各3本）でレールを再度固定する（図2）。

図1 図2

収納のしかた

1 ラック取付ねじ（M5×12）4本で、本機をラックに取り付ける。

ラック取り付けねじ（付属） 

ラックへの収納のしかた

レール



28
工事編

前面パネルの外しかた
ラック収納後、音声レベルの調整を行うために前面パネルを外します。調整のしかたは67ペー
ジをお読みください。

重要 前面パネルと本体はフラットケーブルで接続されています。けがや故障の原因となるため、前面パネルを

落としたり、ぶら下げたりしないでください。

1 前面パネル部を固定しているねじ（4本）をゆるめ、パネル部を外す（図1）。

2 両側にあるアームを下におろす（図2）。

3 前面パネル部をアームに取り付ける（図3，図4）。
アームの取り付け穴に、前面パネル上部の突起部を差し込んでください。

図1 図2

図3 図4

突起部を 
差し込む 

ラックへの収納のしかた
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増設用入出力ボードの取り付け
ここでは、センターユニットの音声入出力端子を増設するための音声入出力ボードの取り付け
かたについて説明します。取り付け時、前面パネル部は外してください。

1 ブランクパネルを固定している取付ね
じ（２本）をゆるめ、ブランクパネル
を取り外す（図1）。

2 入出力ボードを取り付ける（図2）。
センターユニット前面のガイド内側に、入出力
ボードのガイドレールを挿入し、しっかりと差
し込んでください。

3 ブランクパネルを固定していた取付ね
じで入出力ボードをセンターユニット
に固定する（図2）。

ブランク 
パネル 

取付ねじ 

ガイド 
レール 

図2

図1

その他の機器について
センターユニット以外の機器は、ラックに収納する前につぎの内容を確認してください。作業方
法は各機器の取扱説明書または工事説明書をお読みください。
機器によっては内部スイッチまたはジャンパーピンの設定が必要なものがあります。システムの
使用方法（例えばEMG24Vブレイク）と各機器の設定を確認して必要な作業を行ってくださ
い。

電源制御ユニットを使用する場合
右図のように、ディップスイッチ（SW11）の1～4すべてをONにしてくだ
さい。電源制御ユニットは、AC100Vの消費電流が38A、またはDC 24Vの消
費電力が3.6Aを超える場合に必要です。

非常電源ユニットを使用する場合
非常電源ユニットの設定を「URG」に切り換えてください。

マルチリモコンマイクを使用する場合
マルチリモコンマイクを複数台使用する場合は、ユニットアドレスを設定してください。

プログラムコントローラーを使用する場合
右図のように、プログラムコントローラーの設定スイッチ
を設定してください（#2および#3ON）。

1 2 3 4

OFF

ON ON
ディップスイッチ 
（SW11） 

2 3 4 5 6 7 8OFF1

ON

OFF

固定 

ラックへの収納のしかた
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ここでは、センターユニットを中心としたシステムの接続方法について説明します。

基本システム構成の接続例
基本システム構成の接続例を下図に示します。

重要 ・電源制御ユニットは、消費電力3800 Wごとに1台必要です。

・AC 100 V機器の電源プラグは、電源制御ユニットのAC 100 Vコンセントに接続してください。

・本体マイクを接続する場合は、音声入出力ボードの音声入力1は使用できません。

接続のしかた

PWR CONT
1

SIGNAL
GND

PWR CONT
2

BATT CONT

PC I/F 2
(RS-232C)

終端抵抗 
切 入 

プログラムコントローラーI/F
(RS-232C)

 
拡張DATA BUS

ユニット切換 
サブ メイン 
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入力 4
-2dBV 50kΩ  平衡 
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HOT

SP 1 
COM

SP 1 
HOT

DC24V入力 

DC24V出力 

AC100V
SIGNAL 
GND

端 
子 
配 
列 

マイク入力 
-65dBV 3kΩ不平衡 

D
T
 

H
C

GND

1

H
C 2

H
C

GND

3

H
C 4

H
C

GND

5

H
C
H
C

GND

7

6

H
C 8

H
C

GND

1

H
C 2

H
C

GND

3

H
C 4

H
C

GND

5

H
C
H
C

GND

7

6

H
C 8

H
C
G
H
C
H
C
G
H
C
H
C
G
H
C
H
C
G
H
C

H
C
G
H
C
H
C
G
H
C
H
C
G
H
C
H
C
G
H
C

IN
音声入力 

OUT
音声出力 

IN
音声入力

+4dBV～-22dBV
20kΩ平衡

BLANCED

OUT

-2dBV 600kΩ平衡
BLANCED

音声出力

現地調達 

POWER CONT中継ケーブル（センターユニット付属） 

AC100 V / DC24 V

音声 

スピーカー回線 

マイクユニット 

現地調達 音声出力へ 

音源機器の 
音声出力 
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応用システムの接続例
応用システム構成の接続例を下図に示します。

重要 ・電源制御ユニットは、消費電力3800 Wごとに1台必要です。

・AC 100 V機器の電源プラグは、電源制御ユニットのAC 100 Vコンセントに接続してください。

モニター
ユニット

4チャンネル
パワーアンプ

RS-232C

デジタルICプレーヤー

CDミュージック
プレーヤー

ミキサーユニット 音声入力

リモコンマイク

マルチリモコン

スピーカー選択
ユニット

電源起動

センターユニット

音声入力

制御入力

音声入力

制御入力

音声入力

制御入出力

音声入力

通信／電源

外部制御入力

音声出力

音声出力

音声出力

音声出力

音声出力 電力増幅
ユニット

非常電源
ユニット

電源制御
ユニット

リモコンリレー
ユニット

プログラムコントローラー

増設リレーユニット

外部制御出力

PWRCONT PWRCONT
BATTCONT

PWR CONT

AC 100 V

端子板
ユニット

図応用システムの系統図

接続のしかた
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電源制御ユニット 

4チャンネル 
パワーアンプ 

入力 4
-2dBV 50kΩ  平衡 

並列 
単独 

入力 3
-2dBV 50kΩ  平衡 

並列 
単独 

入力 2
-2dBV 50kΩ  平衡 

並列 
単独 

入力 1

ハイインピーダンス100系 

優先入
-2dBV 50kΩ  平衡 

警  告 
停止 
COM

停止 
CONT

短絡 
COM

短絡 
CONT

優先 
COM

優先 
CONT

MON 4 
COM

MON 4 
HOT

MON 3 
COM

MON 3 
HOT

MON 2 
COM

MON 2 
HOT

MON 1 
COM

MON 1 
HOT

SP 4 
COM

SP 4 
HOT

SP 3 
COM

SP 3 
HOT

SP 2 
COM

SP 2 
HOT

SP 1 
COM

SP 1 
HOT

DC24V入力 

DC24V出力 

AC100V
SIGNAL 
GND

端 
子 
配 
列 

WU-Q55

非常電源ユニット 

AC 100V
AC 100V 5A

AC 1A
D1

   BATT CONT

SIGNAL
GNDD2

BATT AD
D3
DC

PA
360W

D4
DC

D5
DC

D6
DC

BATTMONITOR
蓄電池　モニター 

PA
360W

SP OUT

L5L6L7

SYS OUT 
(IN)

SYS OUT 
(OUT)

L4 L3

RL CONT

L2

RM CONT

L1

GND

PA1 PA2

リモコンリレーユニット 

S8

POW CONT

S4

RL CONT AD
B6

SYS CONT
(IN)

S3

MAX CONTBATT CONT
PA-2

S7 S6

PA-1

S5

B4

GND

B CONT AD
SYS CONT

(OUT)

S2

SP OUT
RL CONT

S1 B3

B CONT

B3

WK-420
A CONT AD

B3

A CONT

スピーカ選択スイッチ 

リモコンマイク 

マイク入力 
-65dBV 3kΩ不平衡 

H
C

GND

1

H
C 2

H
C

GND

3

H
C 4

H
C

GND

5

H
C
H
C

GND

7

6

H
C 8

H
C

GND

1

H
C 2

H
C

GND

3

H
C 4

H
C

GND

5

H
C
H
C

GND

7

6

H
C 8

H
C
G
H
C
H
C
G
H
C
H
C
G
H
C
H
C
G
H
C

H
C
G
H
C
H
C
G
H
C
H
C
G
H
C
H
C
G
H
C

IN
音声入力 

OUT
音声出力 

IN
音声入力

+4dBV～-22dBV
20kΩ平衡

BLANCED

OUT

-2dBV 600kΩ平衡
BLANCED

音声出力

 
張DATA BUS

ユニット切換 
サブ メイン 

WU-M60A

SP OUT 
1～4

SP OUT

H, C

1 2

SP

PA IN

LINE OUT 1

音声 
出力 

音声 
入力 

RL OUT

C1～C10 
COM,CKO

RL CONT

端子台 
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センターユニット 

プログラムコントローラー 

CDミュージックプレーヤー 

SIGNAL GND
AC100V

電源スイッチ非連動 
AC100V 最大 3A 
音響機器以外は使用しない 
でください。 
 

送信 受信 

増設リレーユニット 
（RS-422） 

RS-232C／デジタルインターフェース 

接続可能な機器は本機および 
接続される機器の取扱説明書を 
お読みください。 

注 
意 

1a a

b1b

1a

2b

1a

3b

1a

4b

1a

5b

1a

6b

1a

7b

1a

8b

H

自動時計修正入力 

制御出力 

接点容量DC24V 3A以下 

VHF/UHF入力 
75Ω 

音声入力 
-10dBV10kΩ 

親時計 
± 24V

CN.C

デジタルICレコーダーまたは 
デジタルICプレーヤー 

入力 
DC24V

 最大３Ａ 

（モノラル） 

10KΩ不平衡 
+6dBV

10KΩ不平衡 
0dBV
外部入力 ライン出力 

DIP スイッチ 

ON
87654321

DC24V 1A以下 
容量 

スタ－ト 
（モノラル） 

R

L

R

L
ストップ 動作中出力 

10 9 8 7 6 5 4 3 2

AC 100V

電源コンセント 
スイッチ非連動 

SIGNAL
GND

制御入力 

1ＲＳ－２３２Ｃ さい。 
使用しないでくだ 
音響機器以外には 

接続可能な機器は本機および接続される 
機器の取扱説明書をお読みください。 

注 
意 

COMCOM1112

増設リレーユニット 
9

制御出力 
8

制御出力 
7

制御出力 
6

制御出力 
5

制御出力 
4

制御出力 
3

制御出力 
2

制御出力 
1

制御出力 
0

制御出力 

DC30V   3mA～1A

接点容量 

（ご注意　AC100Vは使用できません） （ご注意　AC100Vは使用できません） 

−+

送信 

−+

受信 (RS424)
FUSE

AC100V1A

AC100V IN

1A FUSE

非連動 

モニターユニット 

SIGNAL
GND

POWER
CONT OUT

POWER
CONT IN

MIC MUTE
H COM

入力感度設定表 

感度設定した所に●印を付けて下さい。 

・線材のむきしろは、下記ストリップゲージの寸法を守ってください。 
・線材のむきしろが、製品本体に触れないように、突き当たるまで 
　差し込んでください。 接続可能な機器は本機および接続される 

機器の取扱説明書をお読みください。 

ハイインピーダス  
100系/70系/20系 
0 dBV 
10kΩ   平衡 12 11 10 9 8 7

100系 
70系 
20系 
0dBV

感 
度 

INPUT
6 5 4 3 2 1

INPUT

H
1

C
H
2

C
H
3

C
H
4

C
H
5

C
H
6

C
H
7

C
H
8

C
H
9

C
H
10

C
H
11

C
H
12

C

注 
意 

11mm

＜ストリップゲージ＞ 

電力増幅ユニット 

マルチリモコンマイク 

5

15

4

14

3

13

2

12

1

11

10

20

9

19

8

18

7

17

6

16

通電 

録音 

F1 F2 F3 F4 F5

再生 

出力レベル 

取消 

選択 

決定 

放送 マイク コールサイン 

メニュー 

放送エリア 
選択解除 

1-10

11-20

Multi Remote Mic   WR-600

/ /

（

社）
BGM協会　

　

＊　認定＊

1.ディスク優先 

ストップ入力 

有極 メイク 
時計同期入力 

運動入力 
（カード時） 外部制御出力 

1 2 3

フェーダ入力 
連動出力 動作中出力 

最大 
DC30V 
0.5Aスタート入力 

音響機器以外には 
使用しないでください。 

電源コンセント 
非連動AC100V最大3A

AC入力 
～AC100V  50/60HZ

2.オートスタート 
3.連動 
4.保持入力 
5.内部クロック 
 
7. AGC

SER  NO. 650001

SIGNAL

DIPスイッチ ライン出力 外部入力 

L

R

L

R

（モノラル） （モノラル） 

CDミュージックプレーヤ 
品番　WB-655（電源「スタンバイ」のとき11W） 

　　 
100V  16W  50／60HZ

SKCJQA

8 7 6 5 4 3 2 1

ON 
 g

マルチリモコン 

DC24V 
ヒューズ 
  T2AL 
 

DC24Vヒューズ 
T2AL 
 

入 
切 

外部制御入力　1～24

外部制御出力　1～24

注 意 
EMG 24Vブレイクの動作設定 
を行う場合は本パネルを 
はずしてください。 

通信制御 
終端抵抗 

CONT
COM

出 
力 
17

CONT
COM

出 
力 
18

CONT
COM

出 
力 
19

CONT
COM

出 
力 
20

CONT
COM

出 
力 
21

CONT
COM

出 
力 
22

CONT
COM

出 
力 
23

CONT
COM

出 
力 
24

CONT
COM

出 
力 
9

CONT
COM

出 
力 
10

CONT
COM

出 
力 
11

CONT
COM

出 
力 
12

CONT
COM

出 
力 
13

CONT
COM

出 
力 
14

CONT
COM

出 
力 
15

CONT
COM

出 
力 
16

CONT
COM

出 
力 
1

CONT
COM

出 
力 
2

CONT
COM

出 
力 
3

CONT
COM

出 
力 
4

CONT
COM

出 
力 
5

CONT
COM

出 
力 
6

CONT
COM

出 
力 
7

CONT
COM

出 
力 
8

CONT
COM

入 
力 
17

CONT
COM

入 
力 
18

CONT
COM

入 
力 
19

CONT
COM

入 
力 
20

CONT
COM

入 
力 
21

CONT
COM

入 
力 
22

CONT
COM

入 
力 
23

CONT
COM

入 
力 
24

CONT
COM

入 
力 
9

CONT
COM

入 
力 
10

CONT
COM

入 
力 
11

CONT
COM

入 
力 
12

CONT
COM

入 
力 
13

CONT
COM

入 
力 
14

CONT
COM

入 
力 
15

CONT
COM

入 
力 
16

CONT
COM

入 
力 
1

CONT
COM

入 
力 
2

CONT
COM

入 
力 
3

CONT
COM

入 
力 
4

CONT
COM

入 
力 
5

CONT
COM

入 
力 
6

CONT
COM

入 
力 
7

CONT
COM

入 
力 
8

+

-

+

-

1

0V
DC12V
最大1.5A

2

EMG
24V
ブレイク 

CONT

COM

CONT

COM

HOT

COLD

GND

CONT

COM

停電CONT

電源CONT

COM

マ
ル
チ
リ
モ
コ
ン 

　 

通
信
制
御 

緊
急
外
部 

制
御
入
力 

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

放
送
中
出
力 

起
動
入
力 

緊
急
外
部 

音
声
入
力 

PWR CONT
1

SIGNAL
GND

PWR CONT
2

BATT CONT

PC I/F 2
(RS-232C)

終端抵抗 
切 入 

プログラムコントローラーI/F
(RS-232C)

 
拡張DAT

増設用 

拡張I/F1
IN OUT

2345 1

H, C, SPA OUT

PA AD

ライン出力 
（L） 

ライン出力 
（R） 

RS-232C  
デジタルインターフェース 

通信 

プログラム 
コントローラー 
I/F

1～10
1～10 
COM

動作中出力 

スタート/ 
ストップ入力 

動作中出力 

BU放送
中 

DC24
V 

MR 
通信

電源 
起動入

図音声系統／制御系統の接続例

接続のしかた
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電源制御ユニット 

4チャンネル 
パワーアンプ 

入力 4
-2dBV 50kΩ  平衡 

並列 
単独 

入力 3
-2dBV 50kΩ  平衡 

並列 
単独 

入力 2
-2dBV 50kΩ  平衡 

並列 
単独 

入力 1

ハイインピーダンス100系 

優先入
-2dBV 50kΩ  平衡 

警  告 
停止 
COM

停止 
CONT

短絡 
COM

短絡 
CONT

優先 
COM

優先 
CONT

MON 4 
COM

MON 4 
HOT

MON 3 
COM

MON 3 
HOT

MON 2 
COM

MON 2 
HOT

MON 1 
COM

MON 1 
HOT

SP 4 
COM

SP 4 
HOT

SP 3 
COM

SP 3 
HOT

SP 2 
COM

SP 2 
HOT

SP 1 
COM

SP 1 
HOT

DC24V入力 

DC24V出力 

AC100V
SIGNAL 
GND

端 
子 
配 
列 

センターユニット 

プログラムコントローラー 

CDミュージックプレーヤー 

SIGNAL GND
AC100V

電源スイッチ非連動 
AC100V 最大 3A 
音響機器以外は使用しない 
でください。 
 

送信 受信 

増設リレーユニット 
（RS-422） 

RS-232C／デジタルインターフェース 

接続可能な機器は本機および 
接続される機器の取扱説明書を 
お読みください。 

注 
意 

1a a

b1b

1a

2b

1a

3b

1a

4b

1a

5b

1a

6b

1a

7b

1a

8b

H

自動時計修正入力 

制御出力 

接点容量DC24V 3A以下 

VHF/UHF入力 
75Ω 

音声入力 
-10dBV10kΩ 

親時計 
± 24V

CN.C

デジタルICレコーダーまたは 
デジタルICプレーヤー 

入力 
DC24V

 最大３Ａ 

（モノラル） 

10KΩ不平衡 
+6dBV

10KΩ不平衡 
0dBV
外部入力 ライン出力 

DIP スイッチ 

ON
87654321

DC24V 1A以下 
容量 

スタ－ト 
（モノラル） 

R

L

R

L
ストップ 動作中出力 

10 9 8 7 6 5 4 3 2

AC 100V

電源コンセント 
スイッチ非連動 

SIGNAL
GND

制御入力 

1ＲＳ－２３２Ｃ さい。 
使用しないでくだ 
音響機器以外には 

接続可能な機器は本機および接続される 
機器の取扱説明書をお読みください。 

注 
意 

COMCOM1112

増設リレーユニット 
9

制御出力 
8

制御出力 
7

制御出力 
6

制御出力 
5

制御出力 
4

制御出力 
3

制御出力 
2

制御出力 
1

制御出力 
0

制御出力 

DC30V   3mA～1A

接点容量 

（ご注意　AC100Vは使用できません） （ご注意　AC100Vは使用できません） 

−+

送信 

−+

受信 (RS424)
FUSE

AC100V1A

AC100V IN

1A FUSE

非連動 

モニターユニット 

SIGNAL
GND

POWER
CONT OUT

POWER
CONT IN

MIC MUTE
H COM

入力感度設定表 

感度設定した所に●印を付けて下さい。 

・線材のむきしろは、下記ストリップゲージの寸法を守ってください。 
・線材のむきしろが、製品本体に触れないように、突き当たるまで 
　差し込んでください。 接続可能な機器は本機および接続される 

機器の取扱説明書をお読みください。 

ハイインピーダス  
100系/70系/20系 
0 dBV 
10kΩ   平衡 12 11 10 9 8 7

100系 
70系 
20系 
0dBV

感 
度 

INPUT
6 5 4 3 2 1

INPUT

H
1

C
H
2

C
H
3

C
H
4

C
H
5

C
H
6

C
H
7

C
H
8

C
H
9

C
H
10

C
H
11

C
H
12

C

注 
意 

11mm

＜ストリップゲージ＞ 

電力増幅ユニット 

非常電源ユニット 

AC 100V
AC 100V 5A

AC 1A
D1

   BATT CONT

SIGNAL
GNDD2

BATT AD
D3
DC

PA
360W

D4
DC

D5
DC

D6
DC

BATTMONITOR
蓄電池　モニター 

PA
360W

SP OUT

L5L6L7

SYS OUT 
(IN)

SYS OUT 
(OUT)

L4 L3

RL CONT

L2

RM CONT

L1

GND

PA1 PA2

リモコンリレーユニット (WU-R31)

S8

POW CONT

S4

RL CONT AD
B6

SYS CONT
(IN)

S3

MAX CONTBATT CONT
PA-2

S7 S6

PA-1

S5

B4

GND

B CONT AD
SYS CONT

(OUT)

S2

SP OUT
RL CONT

S1 B3

B CONT

B3

WK-420
A CONT AD

B3

A CONT

スピーカ選択スイッチ (WK-420)

リモコンマイク マルチリモコンマイク 

5

15

4

14

3

13

2

12

1

11

10

20

9

19

8

18

7

17

6

16

通電 

録音 

F1 F2 F3 F4 F5

再生 

出力レベル 

取消 

選択 

決定 

放送 マイク コールサイン 

メニュー 

放送エリア 
選択解除 

1-10

11-20

Multi Remote Mic   WR-600

/ /

（

社）
BGM協会　

　

＊　認定＊

1.ディスク優先 

ストップ入力 

有極 メイク 
時計同期入力 

運動入力 
（カード時） 外部制御出力 

1 2 3

フェーダ入力 
連動出力 動作中出力 

最大 
DC30V 
0.5Aスタート入力 

音響機器以外には 
使用しないでください。 

電源コンセント 
非連動AC100V最大3A

AC入力 
～AC100V  50/60HZ

2.オートスタート 
3.連動 
4.保持入力 
5.内部クロック 
 
7. AGC

SER  NO. 650001

SIGNAL

DIPスイッチ ライン出力 外部入力 

L

R

L

R

（モノラル） （モノラル） 

CDミュージックプレーヤ 
品番　WB-655（電源「スタンバイ」のとき11W） 

　　 
100V  16W  50／60HZ

SKCJQA

8 7 6 5 4 3 2 1

ON 
 g

マイク入力 
-65dBV 3kΩ不平衡 

マルチリモコン 

DC24V 
ヒューズ 
  T2AL 
 

DC24Vヒューズ 
T2AL 
 

入 
切 

外部制御入力　1～24

外部制御出力　1～24
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図電源系統の接続例

接続のしかた
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電源が遮断されていることを確認する
作業を始める前に、再度電源が遮断されているか確認してください。電源が入った状態で作業
を行うと感電または機器を破損することがあります。

使用できる音声入出力端子を確認する
接続する機器によっては、使用できない音声入出力端子があります。作業を始める前に表「接続
機器と音声入出力端子との関係」を参照し、音声入出力端子の使用可否を確認してください。

外部制御入出力端子の仕様を確認する
外部機器の制御入出力端子の仕様を確認してください。

外部制御入力端子について
演奏機器またはリモコンマイクなどを接続します。本機の外部制御入力端子の仕様はつぎのと
おりです。
接点方式：無電圧メイク接点
制御入力電流：3 mA

外部制御出力端子について
外部リレーまたはリモコンリレーユニットなどを接続します。本機の外部制御出力端子の仕様
はつぎのとおりです。
出力：オープンコレクタ出力
制御電流：外部制御出力端子1～8 最大50 mA、外部制御出力端子9～24 最大 15mA

本機のCOM端子と他のボードの0V、GND（グランド）、COM端子は、端子台裏面の基板上
で、ジャンパーピン（または抵抗）で接続されています。接続する機器によってはジャンパーピ
ンを切断、または抵抗をはんだごてで取り外す必要があります。外部制御出力端子番号とジャン
パーピン（または抵抗）との関係はつぎのとおりです。
外部制御出力1～8：JP10～JP80 外部制御出力9～24：R248～R263

接続する機器 使用できなくなる音声入出力端子 備考

本体マイク 音声入力1

マルチリモコンマイク 音声出力3
リモコンモニター機能を使用する場
合

モニターユニットまた
は音声モニター用アン
プ内蔵スピーカー

音声出力4 本体モニター機能を使用する場合

表接続機器と音声入出力端子との関係

警告

接続作業を始める前に
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本体マイクの接続
本体マイク（別売り）は、センターユニット本体で放送する場合に必要です。ここでは、本体マ
イクの接続方法について説明します。

重要 本体マイクを接続した場合は、音声入出力ボードの音声入力1は使用できません。

1 前面パネル内にある入力1切換スイッチを「マイク」に設定する。
6ページをお読みください。

2 本体マイクのジャックをマイクパネル（別売り）の通線孔に通す（図1）。

3 本体マイクのジャックをマイク入力端子に差し込む（図2）。

4 マイクパネルをラックに取り付ける。
取り付ける際、本体マイクに付属されているフックも固定してください（図3）。

図1 図2

図3

各機器の接続のしかた

マイクパネル（別売り）

本体マイク（別売

り）
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マルチリモコンマイクの接続
マルチリモコンマイクの電源および通信制御信号は、センターユニットのシステム制御信号入出
力ボードに接続します。音声信号は、センターユニットの音声入力端子に接続します。
• システム制御信号入出力ボードのDC24 V端子からは、6台までのマルチリモコンマイクに電
源を供給できます（システム制御信号入出力ボードのDC24 V端子をマルチリモコンマイク
専用にした場合）。7台目以降のマルチリモコンマイクの電源は、電源制御ユニット前面の
DC24 V端子に接続してください。

• マルチリモコンマイク1台に付き、音声入力端子を1つ使用します。
• マルチリモコンマイクの制御信号は、システム制御信号入出力ボードに接続します。2系統に
分けて接続できます。

重要 つぎの内容をお守りください。

• マルチリモコンマイクで録音内容をモニター（リモコンモニター機能）する場合は、音声出力3は使用

できません。

• 本体マイクを接続する場合、音声入力1にリモコンマイクは接続できません。

• 複数のマルチリモコンマイクを3系統以上に分けて接続することはできません。

• 通信用ケーブルの総延長距離（センターユニットから、最も遠いマルチリモコンマイクまでの距離）は

1 km※です（図1）。

※系統を分ける場合は、系統ごとの総延長距離の合計が1 kmを超えないこと。

図1

ケーブルについて
音声用ケーブル：2芯シールド AWG#26以上を使用してください。
通信用ケーブル：複数のマルチリモコンマイクを使用する場合、マルチリモコンマイク間を通

信用ケーブルで中継してセンターユニットに接続しください。
線材はCPEVを使用してください。延長距離は使用する線径で異なります
（表「通信ケーブルの距離と線径」参照）。

電源用ケーブル：複数のリモコンマイクがある場合、センターユニット－マルチリモコンマイ
クをスター接続（1対1）で接続してください。
線材はCPEVを使用します。往復で導体抵抗12Ω以下となるように接続して
ください。また、1対で12Ω以上になる場合は、DC24V、0Vに、それぞれ
複数本ケーブルを使用する必要があります（表「電源ケーブルの距離と線径、
ケーブル本数」参照）。

マルチリモコンマイク 
通信制御信号 

センターユニット 

2系統まで接続可能 
3系統以上接続不可 

a＋b＋c＋d＋e＋f ≦ 1 km

Center Unit  WL-DK600

放送復旧 通電 

モニターレベル 緊急一斉放送中 

システムエラー 

バックアップ 
放送中 

PEAK

6

0

-10

-20

-40
dB

F1

F2

F3

F4

F5

1系統 

2系統 

3系統 

a b c

d e f

各機器の接続のしかた
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マルチリモコンマイクの接続例
マルチリモコンマイクの端子台は、台座部にあります。詳しくはマルチリモコンマイクの取扱説
明書をお読みください。

外部制御出力 
1 2 3 COM

NC
1 2
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通信1 通信2
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マルチリモコンマイク 
端子台 

音声入出力ボード システム制御信号 
入出力ボード 

音声入力端子へ 

通信1(+)

通信1(-)

圧着端子（スリーブ） 
でまとめる 

圧着端子（スリーブ）
まとめる 

各機器の接続のしかた

表通信ケーブルの距離と線径

線径(mm)

Φ0.65

Φ0.9

Φ1.2

センターユニット－マルチリモコンマイク間の距離

200 m 300 m 400 m 500 m 600 m 700 m 800 m 900 m 1000 m

可能 不可

可能 不可
可能

表電源ケーブルの距離と線径、ケーブル本数

線径(mm)

Φ0.9

Φ1.2

センターユニット－マルチリモコンマイク間の距離

200 m 300 m 400 m 500 m 600 m 700 m 800 m 900 m 1000 m

1本 2本 2本 3本 3本 不可 不可 不可 不可

1本 1本 2本 2本 2本 2本 3本 3本 3本
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通信終端スイッチの設定
マルチリモコンマイクおよびセンターユニットの通信終端
スイッチで終端抵抗を設定します（下図）。通信終端スイッ
チはシステム制御信号入出力ボードにあります。

センターユニット 
マルチリモコンマイク 

1系統の場合 

通信終端 
ON 
 

通信終端 
OFF 
 

通信終端 
OFF 
 

マルチリモコン通信制御 
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Center Unit  WL-DK600
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放送復旧 通電 

モニターレベル 緊急一斉放送中 

システムエラー 

バックアップ 
放送中 

PEAK
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-20

-40
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F5

通信終端 
ON 
 

通信終端 
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通信終端 
OFF 
 

各機器の接続のしかた

マルチリモコン 

DC24Vヒューズ 
T2AL 
 

入 
切 

通信制御 
終端抵抗 システム制御信号 

入出力ボード 
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リモコンマイクの接続
リモコンマイクは、音声入力ボード、外部制御入出力ボードに接続します。リモコンマイクの電
源は、システム制御信号入出力ボードのDC24V端子から供給することができます。

重要 • リモコンマイクの電源をシステム制御信号入出力ボードから供給する場合は、DC24 V端子の合計容量

（最大1.5A）を超えないよう注意してください。マルチリモコンマイクを同時に使用する場合は注意が

必要です。

• リモコンマイクの消費電流：45 mA／1台です。

• 単局リモコンマイク（WR－101）は個別優先で接続できません。また、使用中表示（本体制御出力信

号）も使用できません。

システム設定 リモコンマイクで操作するためには、リモコンマイクを接続した制御入出力端子に、設定支援ソフトで機

能を割り当てる必要があります。詳しくは設定支援ソフトの操作説明書をお読みください。

• 設定支援ソフトの制御入力画面で、個別スイッチに外部制御入力を登録し、音声chごとにグ
ループ登録して割り付けます。

• リモコンマイクの放送で他の放送を停止したい場合は、リモコンマイクのスイッチに対して、
他のリモコンマイクへの制御出力（本体放送中信号）をONに設定します。

• リモコンマイクの個別一斉スイッチに、放送エリアを割り当てる。

個別優先で接続する場合
個別優先で直列にリモコンマイクを接続する場合、5台まで接続できます。
接続例（次ページ図1）を参考に接続してください。接続時は、つぎの内容に留意してくださ
い。
• 音声は共通ラインにします。
• リモコンマイクの制御出力間を接続すると共通制御となります。リモコンマイクごとに異な
る操作を行う場合は、各リモコンマイクの制御出力とセンターユニットの制御入力を接続し
ます。

• センターユニットの外部制御出力（本体放送中信号）は、リモコンマイクの優先入力に接続
します（外部制御出力は各リモコンマイクで共用）。

• コールサインを使用する場合、リモコンマイクごとに、デジタルICプレーヤーを接続します。
• 優先制御中にリモコンマイクの使用中表示を点灯させる場合、優先入力端子にセンターユ
ニットからの本体放送中信号を入力します。

1台ずつ独立して放送させる場合
接続例（次ページ図2）を参考に接続してください。接続時は、つぎの内容に留意してくださ
い。
• 各リモコンマイクの制御出力はセンターユニットの制御入力に、個別に接続します。
• 各リモコンマイクの音声出力はセンターユニットの音声入力に、個別に接続します。
• センターユニットの外部制御出力を各リモコンマイクの優先入力に接続します（リモコンマ
イクは先押し優先になります）。

各機器の接続のしかた
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DC24Vヒューズ 
T2AL 
 

入 
切 

外部制御入力　1～24

外部制御出力　1～24

通信制御 
終端抵抗 

CONT
COM

出 
力 
17

CONT
COM

出 
力 
18
出 

CONT
COM

出 
力 
9

CONT
COM

出 
力 
10
出 

CONT
COM

出 
力 
1

CONT
COM

出 
力 
2
出 

CONT
COM

入 
力 
17

CONT
COM

入 
力 
18

CONT
COM

入 
力 
19

CONT
COM

入 
力 
20

CONT
COM

入 
力 
21

CONT
COM

入 
力 
22

CONT
COM

入 
力 
23

CONT
COM

入 
力 
24

CONT
COM

入 
力 
9

CONT
COM

入 
力 
10

CONT
COM

入 
力 
11

CONT
COM

入 
力 
12

CONT
COM

入 
力 
13

CONT
COM

入 
力 
14

CONT
COM

入 
力 
15

CONT
COM

入 
力 
16

CONT
COM

入 
力 
1

CONT
COM

入 
力 
2

CONT
COM

入 
力 
3

CONT
COM

入 
力 
4

CONT
COM

入 
力 
5

CONT
COM

入 
力 
6

CONT
COM

入 
力 
7

CONT
COM

入 
力 
8

H
C

GND

1

H
C2

H
C

GND

3

H
C4

H
C

GND

5

H6

H
C

GND

1

H
C2

H
C

GND

3

H
C4

H
C

GND

5

H6

H
C
G
H
C
H
C
G
H
C
H
C
G
H

H
C
G
H
C
H
C
G
H
C
H
C
G
H

IN
音声入力 

OUT
音声出力 

+

-

+

-

1

0V
DC24V
最大1.5A

2

EMG
24V
ブレイク 

CONT

COM

CONT

COM

HOT

マ
ル
チ
リ
モ
コ
ン 

　 

通
信
制
御 

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

放
送
中
出
力 

緊
急

音
声

ライン出力へ 

制御入力へ 

デジタルICプレーヤー 

ライン入力 ライン入力 録音出力 0dBVCOM

C24V0VCK0

C
2 1345678910 H出力 入力 下 上 (0V)

音声出力 DC優先 
放送 
制御 

COM

C24V0VCK0

C
2 1345678910 H出力 入力 下 上 (0V)

音声出力 DC優先 
放送 
制御 

音声入力へ 制御入力へ 

制御出力へ 

リモコンマイク 

図1

図2

各機器の接続のしかた
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電力増幅ユニットの接続
ここでは、電力増幅ユニットの接続のしかたについて説明します。
• 電力増幅ユニットの各端子の接続先は図1のとおりです。
• 電力増設ユニットを増設する場合は、図2または図3のように接続します。
• 電力増幅ユニット5台のDC 24 V電源を非常電源ユニット1台で供給する場合は、図4のよ
うに接続します。

• 機器の接続は電力増幅ユニットに付属されているケーブルを使います。
• 停電放送を行う場合は、DC 24 V入力コネクターを非常電源ユニットに接続します。
• 総合出力が1080 Wを超える場合は、使用する電力増幅ユニットを系統ごとに分けてくださ
い（表「電力増幅ユニットを組み合わせて使用する場合」参照）。

図1

図2

〈WU-P52〉 

〈WU-P53〉 

非常電源 
ユニット 
D5へ 

電源制御ユニット 
AC100V 
コンセントへ 

非常電源 
ユニット 
D3,D4へ※ 

※WU-P53 （360W）は必ずD3,D4またはD5,D6と2本のケーブル 
   で非常電源ユニットに接続してください。 

電源制御ユニット 
AC100V コンセントへ 

リモコンリレーユニットの 
PA入力へ 

センターユニットの音声出力へ 

注：外観は使用する機種によって異なります。 
　　コネクターの配置は共通です。 

INPUT1 センターユニット 
音声出力端子 
リモコンリレーユニット 
Z3～Z6（PA1～PA4） 

INPUT2（増設用） 

増設用電力増幅ユニット 
INPUT 1へ 

増設用電力増幅 
ユニット 

A1（PA OUT） 

電源制御ユニット 
AC 100 Vコンセント 

非常電源ユニット 
または 

増設用電力増幅ユニット 

A1 PA OUT

A2 PA  AD 
（増設出力） 

AC100V入力 

A4 DC24V入力 
A3 DC24V入力 

各機器の接続のしかた
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図3

図4

表　電力増幅ユニットの接続に使用するケーブル
端　子　名 接　　続　　先 接　　続　　ケ　ー　ブ　ル 
記号 内　容 品　　番 記号／内容 ケーブル長 芯数 備　考 

A1

A2

A3

A4

AC100V
PA OUT
PA AD
DC 24V
DC 24V

INPUT 1
INPUT 2

AC100Vコンセント 
Z3～6 PA 1～4
A1      PA OUT
D3,4,5,6 DC 24V

A3,4 DC 24V入力 
ライン出力 
INPUT1

WU-L62

WU-R31

増設用 PA
非常電源ユニット 
または増設用PA

センターユニット 
増設用 PA

2.5 m

3 m

3 m

3 m

2 m

2 m

2 m

4芯 
2芯 
2芯 

2芯 
2芯シールド 

2芯シールド 

電力増幅ユニットに付属 
電力増幅ユニットに付属 
電力増幅ユニット （増設用）に付属
電力増幅ユニットに付属 

電力増幅ユニットに付属 
電力増幅ユニットに付属 
電力増幅ユニット （増設用）に付属

A3
A4

A3
A4

A3
A4

A3
A4

A3
A4

非常電源ユニット 
D3,D4,D5,D6へ 
(DC24V)

電力増幅ユニットWU-P51/P52

  工事部品 
（W4-2L/3RR） 

〈WU-P53〉 

非常電源 
ユニット 
D3,D4へ 

WU-L62 
AC100V 
コンセントへ 

非常電源 
ユニット 
D5,D6へ 

電源制御ユニット 
AC100V 
コンセントへ 

リモコンリレーユニットのPA入力へ 
(WU-R31内部で並列接続)

センターユニット音声出力へ 

〈WU-P53〉 

各機器の接続のしかた
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表　電力増幅ユニットを組み合わせて使用する場合

• 上記以外の組み合わせで並列接続を行う場合は、台数に注意してください（下表並列接続可能な台数）。

• W数：総合出力。総合出力が上表で示した範囲の間になる場合、W数の大きい組み合わせで使用してください。例えば、W数が

750 Wの場合、上表780Wの組み合わせでお使いください。

表　並列接続可能な台数

4 

3 

480W 

1080W 

WU-P51とP52の組み合わせ 

WU-P53を含む組み合わせ 

電力増幅ユニット 増設可能な台数 最大合計出力数 

W数 上手な組み合わせ（合計W数） W数 W数 上手な組み合わせ（合計W数） 上手な組み合わせ（合計W数） 

～ 
60 

～ 
120 

～ 
180 

～ 
240 

～ 
300 

～ 
360 

～ 
420 

～ 
480 

～ 
540 

～ 
600 

～ 
720 

～ 
780 

～ 
840 

～ 
1080 

WU-P51（60W） 

WU-P52（120W） 

WU-P51、P52（180W） 

WU-P52×2（240W） 

WU-P51、P52×2（300W） 

WU-P53（360W） 

WU-P51、P53（420W） 

WU-P52、P53（480W） 

WU-P51、P52、P53（540W） 

WU-P52×2、P53（600W） 

WU-P53×2（720W） 

WU-P51、P53×2（780W） 

WU-P52、P53×2（840W） 

WU-P53×3（1080W） 

各機器の接続のしかた



46
工事編

4チャンネルパワーアンプの接続
ここでは、4チャンネルパワーアンプの接続のしかたについて説明します。
• 4チャンネルパワーアンプの接続先は図1（表1）のとおりです。
並列接続を行う場合は図2（表2）を参照してください。

• 4チャンネルパワーアンプは、センターユニットの音声出力端子に接続します。
• 4チャンネルパワーアンプのAC 100 V電源は、電源制御ユニットに接続します。
• 4チャンネルパワーアンプに、スピーカー回線を接続します。
• 停電放送を行う場合は、DC 24 V入力コネクターを非常電源ユニットに接続します。
• 上記表以外の並列接続（1チャンネルと3チャンネルの並列接続など）はできません。
• 本機2台以上または電力増幅ユニットにまたがるチャンネル間の並列接続はできません。
• SP HOT間、SP COM間の並列接続に使用するケーブル

より線 0.8mm2（AWG♯18）以上
単　線 φ1.0mm（AWG♯18）以上

• 丸端子は JIS C 2805 銅線用絶縁被覆（直管形）付圧着端子
RAV1.25-4またはRAP1.25-4を使用してください。
推奨部品
日本圧着端子（株）
V1.25-4またはN1.25-4

各機器の接続のしかた

注：入力切換スイッチは 
　　「単独」に設定する。 

入力 4
-2dBV 50kΩ  平衡 

0dBV = 1V  rms

並列 
単独 

入力 3
-2dBV 50kΩ  平衡 

並列 
単独 

入力 2
-2dBV 50kΩ  平衡 

並列 
単独 

入力 1

ハイインピーダンス100系 

優先入力 
-2dBV 50kΩ  平衡 

警  告 
停止 
COM

停止 
CONT
短絡 
COM

短絡 
CONT
優先 
COM

優先 
CONT
MON 4 
COM

MON 4 
HOT
MON 3 
COM

MON 3 
HOT
MON 2 
COM

MON 2 
HOT
MON 1 
COM

MON 1 
HOT
SP 4 
COM

SP 4 
HOT
SP 3 
COM

SP 3 
HOT
SP 2 
COM

SP 2 
HOT
SP 1 
COM

SP 1 
HOT

スピーカーの合成インピー 
ダンスは330Ω以上になる 
ようにしてください。 

必ずスピーカーカバーを付けてご使用下さい。 

ラックに収納する際にはネジを 
止めないでご使用ください。 
卓上に設置して使用する際には 
ネジを止めてご使用ください。 

DC24V入力 

DC24V出力 

AC100V
SIGNAL 
GND

注 
意 

接続可能な機器は本機および 
接続される機器の取扱説明書 
をお読みください。 

端 
子 
配 
列 

非常電源 
ユニット 
D5へ 

電源制御ユニット 
AC100Vコンセント 

非常電源 
ユニット 
D5へ 

電源制御ユニット 
AC100Vコンセントへ 

センターユニット 
音声出力へ 

入力1入力2入力3入力4

SP1～SP4
MON1～MON4

スピーカー回線へ 
モニターユニットへ 

増設用 
4チャンネル 
パワーアンプ 

DC24V出力 

入力 4
-2dBV 50kΩ  平衡 

0dBV = 1V  rms

並列 
単独 

入力 3
-2dBV 50kΩ  平衡 

並列 
単独 

入力 2
-2dBV 50kΩ  平衡 

並列 
単独 

入力 1

ハイインピーダンス100系 

優先入力 
-2dBV 50kΩ  平衡 

警  告 
停止 
COM

停止 
CONT
短絡 
COM

短絡 
CONT
優先 
COM

優先 
CONT
MON 4 
COM

MON 4 
HOT
MON 3 
COM

MON 3 
HOT
MON 2 
COM

MON 2 
HOT
MON 1 
COM

MON 1 
HOT
SP 4 
COM

SP 4 
HOT
SP 3 
COM

SP 3 
HOT
SP 2 
COM

SP 2 
HOT
SP 1 
COM

SP 1 
HOT

スピーカーの合成インピー 
ダンスは330Ω以上になる 
ようにしてください。 ラックに収納する際にはネジを 

止めないでご使用ください。 
卓上に設置して使用する際には 

DC24V入力 

DC24V出力 

AC100V
SIGNAL 
GND

注 
意 

端 
子 
配 
列 

入力1
1つの音声入力をSP1～SP4に 
異なる音量で放送する場合 

図1 各チャンネルを単独で使用する場合

6

8

φ3.2 min.
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表1 各チャンネルを単独で使用する場合、使用するケーブル

表2 並列接続時の出力構成

出　力　構　成 切 換スイッチの位置  SP出 力の接続  
入力1

30W

30W

30W

入力2

30W

30W

入力3

30W

30W

入力4

30W

30W

30W

60W

60W

90W

90W
120W

入力2

単独
並列

単独
並列
単独
並列

入力3

単独
単独

単独
並列
並列
並列

入力4

単独
単独

並列
単独
並列
並列

SP1～2間 
オープン 
ショート 

オープン 
ショート 
オープン 
ショート 

SP2～3間 
オープン 
オープン 

オープン 
ショート 
ショート 
ショート 

SP3～4間 
オープン 
オープン 

60W60W 並列 単独 並列 ショート オープン ショート 
ショート 
オープン 
ショート 
ショート 

端　子　名 
接　　続　　先 接続ケーブル 

品　　番 記号 内　　容 ケーブル長 芯数 備　　　考 

AC100V

DC24V入力

DC24V出力

SP1～4（HOT）

SP1～4（COM）

MON1～4（HOT）

MON1～4（COM）

入力1～入力4

優先CONT

〃 COM

短絡CONT

〃 COM

異常CONT

〃 COM

WU-L62

WP-570B

WA-P430

WA-P430

WU-R31

WU-R31

WA-P430

WU-M30

WU-M30

WL-DK600

電
　
源

音
　
　
　
　
　
声

D3～D6

Z3～Z6

Z3～Z6

DC24V

DC24V入力

PA1～4

SP1～4（HOT）

PA1～4

SP1～4（COM）

MON1～4

MON1～4

OUT1～8

3m

3m

2.5m

2.5m

2.5m

2芯

2芯

4芯

4芯

2芯

2芯
シールド

4チャンネルパワーアンプに付属

工事部品（W4-2L/3PR）を使用

工事部品（W4-2L/3PR）を使用

工事部品（W4-4L/25PR）を加工して使用

工事部品（W4-4L/25PR）を加工して使用

現地手配

現地手配

現地手配

YWL6655 SR01A（サービス部品扱 
い）を加工して使用

未接続 

AC100V

制
　
　
御

各機器の接続のしかた

入力 4
-2dBV 50kΩ  平衡 

0dBV = 1V  rms

並列 
単独 

入力 3
-2dBV 50kΩ  平衡 

並列 
単独 

入力 2
-2dBV 50kΩ  平衡 

並列 
単独 

入力 1

ハイインピーダンス100系 

優先入力 
-2dBV 50kΩ  平衡 

警  告 
停止 
COM

停止 
CONT
短絡 
COM

短絡 
CONT
優先 
COM

優先 
CONT
MON 4 
COM

MON 4 
HOT
MON 3 
COM

MON 3 
HOT
MON 2 
COM

MON 2 
HOT
MON 1 
COM

MON 1 
HOT
SP 4 
COM

SP 4 
HOT
SP 3 
COM

SP 3 
HOT
SP 2 
COM

SP 2 
HOT
SP 1 
COM

SP 1 
HOT

スピーカーの合成インピー 
ダンスは330Ω以上になる 
ようにしてください。 

必ずスピーカーカバーを付けてご使用下さい。 

ラックに収納する際にはネジを 
止めないでご使用ください。 
卓上に設置して使用する際には 
ネジを止めてご使用ください。 

DC24V入力 

DC24V出力 

AC100V
SIGNAL 
GND

注 
意 

接続可能な機器は本機および 
接続される機器の取扱説明書 
をお読みください。 

端 
子 
配 
列 

ハイインピーダンス100系 

停止 
COM

停止 
CONT
短絡 
COM

短絡 
CONT
優先 
COM

優先 
CONT
MON 4 
COM

MON 4 
HOT
MON 3 
COM

MON 3 
HOT
MON 2 
COM

MON 2 
HOT
MON 1 
COM

MON 1 
HOT
SP 4 
COM

SP 4 
HOT
SP 3 
COM

SP 3 
HOT
SP 2 
COM

SP 2 
HOT
SP 1 
COM

SP 1 
HOT

端 
子 
配 
列 

大型複式プラグで入力を並列に接続しないこと。 
（発熱や故障の原因となります） 

並列接続時は、該当するチャンネ
ルの入力切換スイッチを「並列」
に設定すること。 

スピーカー回線へ 

図2 各チャンネルを並列で使用する場合



48
工事編

プログラムコントローラーの接続
プログラムコントローラーは、放送の自動制御を行うときに必要です。プログラムコントロー
ラーとセンターユニットをRS-232C／デジタルインターフェースで接続することによって、セ
ンターユニットに接続されている機器を制御できます。

デジタルインターフェースがないプログラムコントローラーを使用する場合は、制御出力（接
点）をセンターユニットの外部制御入力に接続してください。

接続のしかた
プログラムコントローラーとセンターユニットはRS-232Cクロスケーブル（図1）で接続しま
す（図2）。

システム設定 RS-232C／デジタルインターフェース接続完了後、プログラムコントローラーを「あり」に設定する必要

があります（お買い上げ時は「プログラムコントローラー：なし」）。詳しくは設定支援ソフトの操作説明

書をお読みください。

1
2
3
4
5
6
7
8
フレーム 

 1
2
3
4
5
6
7
8

フレーム 

RxD
TxD
DTR

SG
DSR
RTS
CTS

Pin # Pin #

RxD
TxD
DTR
SG
DSR
RTS
CTS

D-Sub 9p（メス） D-Sub 9p（メス） 
クロスタイプ 

シールド 

2、3、5ピンの接続を確認してください。 

図1 ケーブル仕様

各機器の接続のしかた



49
工事編

SIGNAL GND
AC100V

電源スイッチ非連動 
AC100V 最大 3A 
音響機器以外は使用しない 
でください。 
 

送信 受信 

増設リレーユニット 
（RS-422） 

RS-232C／デジタルインターフェース 

接続可能な機器は本機および 
接続される機器の取扱説明書を 
お読みください。 

注 
意 

1a a

b1b

1a

2b

1a

3b

1a

4b

1a

5b

1a

6b

1a

7b

1a

8b

H

自動時計修正入力 

制御出力 

接点容量DC24V 3A以下 

VHF/UHF入力 
75Ω 

音声入力 
-10dBV10kΩ 

親時計 
± 24V

CN.C

PWR CONT
1

SIGNAL
GND

PWR CONT
2

BATT CONT

PC I/F 2
(RS-232C)

終端抵抗 
切 入 

プログラムコントローラーI/F
(RS-232C)
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各機器の接続のしかた
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接続のしかた
接続系統図（図1）および接続例（図2）を参考に接続してください。

リモコンリレーユニット・端子盤ユニットの接続
リモコンリレーユニットを使用すると、センターユニットでスピーカー回線を制御できます。別
途、スピーカー回線とリモコンリレーユニットを中継する端子盤ユニットが必要です。

センターユニットは、つぎの操作を行うことができます。
• 制御出力でリモコンリレーユニットの個別回線を制御。
• 外部制御出力（1個）を緊急外部放送出力として設定することによって緊急一斉放送を制御。
• バックアップ放送時、すべての個別回線を制御。

重要 つぎの内容をお守りください。

• リモコンリレーユニットは、センターユニット1台に2台まで接続できます。制御できるスピーカー回

線制御数はシステムの構成によって異なります（表「スピーカー回線制御数」参照）。

• リモコンリレーユニットを1台接続すると、センターユニットの外部制御出力を11個使用します。セン

ターユニット1台で、24個の外部制御出力があります。他の機器が使用する外部制御出力とリモコンリ

レーユニットが使用する外部制御出力の合計が24個以内になるように接続してください。

• リモコンリレーユニットは、生産月が2001年8月以降の製品（製造番号 AH0001以降）をお使いくだ

さい。

システム設定 つぎの内容を設定する必要があります。詳しくは設定支援ソフトの操作説明書をお読みください。

• リモコンマイクで操作するためには、リモコンリレーユニットを接続した制御入出力端子に、設定支援

ソフトで機能を割り当てる必要があります。

• センターユニットで操作するためには、設定支援ソフトのシステム→スピーカー回線設定画面でスピー

カー回線ごとに回線連動設定を選択し、外部制御出力を割り付ける必要があります。つぎに、エリア画

面で、エリアごとに音声出力chと所属するスピーカー回線を登録し、放送設定画面で各音源、スイッ

チ、制御入力ごとに出力先（エリア）を設定します。

表スピーカー回線制御数

センターユ

ニット数

リモコンリレー

ユニット数

端子盤ユニッ

ト数

スピーカー回

線 制御数
音声出力 系統

数

外部制御出力 使用数（セン

ターユニット外部制御出力合計）

1台

2台
1台

10回線 2系統 11（24）
1台

20回線 4系統 21（24）

PA

リモコン 
リレー 
ユニット 

センターユニット 

端子盤ユニット 

PA

R
L 
C
O
N
T

T1

外部制御出力 
DC24V、バックアップ放送中 

音声出力 

T2

SP
 O
U
T

図1 接続系統図

各機器の接続のしかた
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図2 接続例

各機器の接続のしかた
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RL CONTケーブルの接続
RL CONTコネクターは下表を参考に接続してください。
下表は、センターユニットの制御出力1～11にリモコンリレーユニットのRL1～RL10を接続
した例です。

リモコンリレーユニットの設定
つぎの設定を行ってください。設定のしかたは、リモコンリレーユニットの取扱説明書をお読み
ください。
• 内部ジャンパーピンCN111～CN115をDK600側に差し換える。
• 接続可能台数を超える（表「接続可能台数」参照）、または5回線ごとに異なる音声を入力す
る場合は基板上のジャンパー線を切断する。

ピン番号 信号名
制御出力 システム制御入出力

センターユニット接続先
備考

1 RL1 CONT1 －
2 RL2 CONT2 －
3 RL3 CONT3 －
4 RL4 CONT4 －
5 RL5 CONT5 －
6 0 V － 0 V 2台目のリモコンリレーユニットは

接続不要。7 バック
アップ

－
バックアップ放送中
出力

8 RL6 CONT6 －
9 RL7 CONT7 －
10 RL8 CONT8 －
11 RL9 CONT9 －
12 RL10 CONT10 －
13 緊急一斉 CONT11 －
14 DC 24 V － DC 24 V 2台目のリモコンリレーユニットは

接続不要。

表 RL CONTコネクターの接続先

各機器の接続のしかた

CN115
CN113
CN112
CN111

CN114

DK600L7100
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電力増幅ユニット（PA）入力の追加
リモコンリレーユニットのPA入力は、工事部品（W3-4L/04PR別売り）を使って追加すること
ができます。
PA入力を追加するときは､下図のように基板上のCN120およびCN121を工事部品W3-

4L/04PRで接続してください。

重要 追加したPA入力はPA1またはPA2に並列接続されています。この接続を切り離すことはできません。

ジャンパー線の切断
リモコンリレーユニットのPA1とPA2は、
ジャンパー線（J1、J2）で並列に接続されて
います。合計出力数が最大出力数（表「接続可
能台数」参照）を超える場合は、リモコンリ
レーユニットジャンパー線（J1、J2）を切断
してください。
また、5回線ごとに異なる音声を入力する場合
もジャンパー線を切断してください。

増設用コネクター取り付け位置 

工事部品 W3-4L/04PR
（別売り） 

CN120 CN121

J1
J2

表 接続可能台数

WU-P51、WU-P53を
組み合わせて使用

4台 480 W

WU-P53が含まれる場
合

3台 1,080 W

電力増幅ユニット 増設可能台数 最大出力数

各機器の接続のしかた

CN120

CN101

CN121

※ 

PA1

PA2

J1    J2

スピーカ 1

スピーカ 5

スピーカ 6

スピーカ 10

1回線当り 
200Wまで 

1コネクタ当り 
480Wまで 

～
 

～
 

点線部は、PA入力を追加した場合を表していま

す。
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スピーカー選択ユニットの接続
スピーカー選択ユニット（WK-420）は、放送エリア選択スイッチ（スピーカー選択スイッチ）
を増設するときに接続します（センターユニット単体では最大5つ）。
センターユニットの制御出力に接続することによって、センターユニットからスピーカー選択ユ
ニットを制御し、放送する回線を選択できるようになります。
増設用スピーカー選択ユニット（WK-430）を接続すると、更に放送エリア選択スイッチを増や
すことができます（表「スピーカー選択ユニットと放送エリア選択スイッチの関係」参照）。

システム設定 • スピーカー選択スイッチで操作するためには、スピーカー選択スイッチを接続した制御入出力端子に、

設定支援ソフトで機能を割り当てる必要があります。詳しくは設定支援ソフトの操作説明書をお読みく

ださい。

• 設定支援ソフトのスピーカー回線設定画面で、スピーカー回線ごとに回線連動を設定し、制
御出力を割り付けます。

内部設定 • スピーカー選択ユニットのジャンパーピンを差し換えます（表「WK-420、WK-430内部設定」参照）。

• PWR CONTケーブルの4番（EMG）を切断します（図2 ケーブルa）。

表スピーカー選択ユニットと放送エリア選択スイッチの関係

センターユ

ニット数

WK-420の

台数

WK-430の

台数

増設スイッ

チの数

外部制御入力 使用数

（センターユニット外部制御入力合計）

1台
1台

2台

一斉+10 10（24）
1台

一斉+20 20（24）

接続のしかた
接続系統図（図1）および接続例（図2）を参考に接続してください。スピーカー選択ユニット
および増設用スピーカー選択ユニットのSP OUTケーブルは表「RL-CONTコネクターの接続
先」を参考に接続してください。下表は、センターユニットの制御入力1～10に、スピーカー
選択ユニットのSP1～SP10を接続した例です。

ピン番号

（色）
信号名

センターユニット

接続先(制御入力)

1（茶） SP1 CONT1

2（赤） SP2 CONT2

3（橙） SP3 CONT3

4（黄） SP5 CONT4

5（緑） SP5 CONT5

6（青） AK0 未接続

7（紫） A COM 未接続

8（灰） SP6 CONT6

9（白） SP7 CONT7

10（黒） SP8 CONT8

11（肌） SP9 CONT9

12（桃） SP10 CONT10

表 RL CONTコネクターの接続先

13（空） BK0 未接続

14（アイボリー） BCOM 未接続

表WK-420、WK-430内部設定

名称 JP番号 WK-420 WK-430

JP303 ショート

OFF側

ショート

ショートRLU ON

ショートJP304

オープン

－

RLU OFF

EMG24V

SW

PRIORITY

－

JP306

JP305

オープン オープンJP308

ショート オープンJP309

オープン オープンJP312

ショート ショートJP313

各機器の接続のしかた
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モニターユニット、アンプ内蔵スピーカーの接続
モニターユニットをセンターユニットに接続する、またはセンターユニットの本体モニター機能
を使用すると放送内容をモニターすることができます。本体モニター機能を使用する場合は、セ
ンターユニットの音声出力4chにアンプ内蔵スピーカーを接続します。

重要 本体モニター機能を使用する場合、音声出力4chはアンプ内蔵スピーカー専用になります。音声出力4ch

を他の機器で使用することはできません。

本体マイクをモニターユニットの近くで使用すると、ハウリングすることがあります。ハウリングする場

合は、センターユニットの外部制御出力とモニターユニットのマイクミュートを接続して、マイク放送時

外部制御出力によりモニターユニットをミュートするように設定してください。

接続のしかた
接続系統図（図1）および接続例（図2）を参考に接続してください。

WL-DK600

外部制御出力 

モニター 
ユニット 
WU-M30

音声出力 
4ch

モニター音声 

マイクミュート 

音声 
入出力 音声入力 

INPUT

アンプ 

アンプ内蔵スピーカー 

図1 接続系統図

各機器の接続のしかた
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バックアップ放送を行う場合の接続
バックアップ放送はセンターユニットに異常が発生した場合でも優先順位の高い放送内容を放送
するための機能です。バックアップ放送中は、センターユニットの制御とは関係なく、音声入力
1、音声入力2および緊急外部音声入力、補助音声入力に接続した音源機器からの音声がミキシ
ングされて放送されます。
従って、音声入力1および音声入力2には、センターユニットに異常が発生しても重要なメッ
セージを放送できるように、優先順位の高い放送内容を放送するための機器を接続します。
図1および図2は、デジタルICプレーヤーの音源をバックアップ放送に使用する場合の接続例
です。

図1

バックアップ放送中出力を音源機器の制御入力に接続すれば、センターユニットのバックアップ

放送スイッチを「入」にしたとき、音源機器に設定されている内容を放送できます。
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緊急外部放送を行う場合の接続
ここでは、火災に準じるガス漏れや地震などが発生したとき、緊急外部放送を行うための接続の
しかたについて説明します。
• 地震計または火災報知器などの制御信号は、センターユニットのシステム制御信号入出力ボー
ドの緊急外部制御入力に入力します。

• 緊急外部放送時に放送する機器の音声出力は、システム制御信号入出力ボードの緊急外部音
声入力に接続します。

地震計など センター 
ユニット 

BATT 
CONT

PWR CONT

制御入力 

DC24V入力 

緊急音声入力 

緊急外部制御入力 

非常電源ユニットへ 

電源制御ユニット 

デジタルIC
プレーヤー
または 
レコーダー 

PWR CONT
1

SIGNAL
GND

PWR CONT
2

BATT CONT

PC I/F 2
(RS-232C)

終端抵抗 
切 入 

プログラムコントローラーI/F
(RS-232C)

 
拡張DATA BUS

ユニット切換 
サブ メイン 

増設用 

拡張I/F1
IN OUT

マルチリモコン 

DC24V 
ヒューズ 
  T2AL 
 

DC24Vヒューズ 
T2AL 
 

入 
切 

通信制御 
終端抵抗 

+

-

+

-

1

0V
DC24V
最大1.5A

2

EMG
24V
ブレイク 

CONT

COM

CONT

COM

HOT

COLD

GND

CONT

COM

停電CONT

電源CONT

COM

マ
ル
チ
リ
モ
コ
ン 

　 

通
信
制
御 

緊
急
外
部 

制
御
入
力 

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

放
送
中
出
力 

起
動
入
力 

緊
急
外
部 

音
声
入
力 

ライン出力 
（モノラル） 

停電時に、放送できるようにする場合、 
非常電源制御ユニットに接続する。 
BATT CONTヘ 

火災報知器、 
地震計などの 
制御出力へ 

入力 
DC24V

 最大３Ａ 

（モノラル） 

10KΩ不平衡 
+6dBV

10KΩ不平衡 
0dBV
外部入力 ライン出力 

DIP スイッチ 

ON
87654321

DC24V 1A以下 
容量 

スタ－ト 
（モノラル） 

R

L

R

L
ストップ 動作中出力 

10 9 8 7 6 5 4 3 2

AC 100V

電源コンセント 
スイッチ非連動 

SIGNAL
GND

制御入力 

1ＲＳ－２３２Ｃ さい。 
使用しないでくだ 
音響機器以外には 

接続可能な機器は本機および接続される 
機器の取扱説明書をお読みください。 

注 
意 

COMCOM1112

緊急外部 
音声入力 

緊急外部 
制御入力 

電源制御ユニットの前面端子台DC24V出力へ 
（DC電源の極性をあわせてください） 
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図1 接続系統図

図2 接続例

各機器の接続のしかた
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非常用放送設備との接続
センターユニットと非常用放送設備とを接続すると、非常用放送設備に本システムを組み込む
ことができます。非常用放送設備への接続のしかたにはつぎの2つの方法があります。
• センターユニットを単独で使用する場合（単独使用）
• スピーカーを共用する場合

内部スイッチ設定 非常用放送設備に本システムを接続する場合、EMG24Vブレイクスイッチを有効にする必要があります。

詳しくは26ページをお読みください。

単独使用の場合
非常用放送設備のEMG 24 Vブレイク信号を、システム制御信号入出力ボード（EMG 24 Vブレ
イク）に入力します（図1）。

重要 単独使用の場合は、非常放送時、センターユニットの全音声出力が遮断されます。非常放送中は、セン

ターユニットの液晶に「非常放送中」とメッセージが表示されます。

非常用放送設備 センターユニット 

EMG24Vブレイク信号 

EMG24 V 
ブレイク 

EMG24 V 
ブレイク 

CONT

COM

CONT

COM

図1 接続系統図（単独使用）

各機器の接続のしかた
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WU-R31

非常用放送設備 

WU-Q55 リレー 
ユニット 

リレー 
ユニット 

センター 
ユニット 

EMG24Vブレイク／RU+

N.R.C

N.R.C

H.C

N.R.CN.R.C外部制御出力：動作中 

EMG24Vブレイク 

PA出力 

SP回線 

SP回線 

図2 接続系統図（スピーカー共用）

スピーカーを共用する場合
非常用放送設備とスピーカーを共用する場合は、非常用放送設備のリレーユニットを使用します。

重要 • 同じスピーカー回線を非常用放送設備と本システムで使用する場合、リレーユニット（WU-R73）を使

用します（図2）。

• リレーユニット（WU-R73）を使用する場合は、5回線ごとに回線を分離できます。

システム設定 設定支援ソフトで、各音源が放送中に、外部制御出力（動作中）がONになるように設定してください。

詳しくは設定支援ソフトの操作説明書をお読みください。

リレーユニット SP回線 SP回線系統分離

WU-R73 10回線 5回線ごと

表リレーユニットとSP回線の関係

各機器の接続のしかた
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リレーユニット  WU-R73

〔入出力制御端子〕 

〔スピーカ出力端子〕 

※WU-R73は 
　非常放送10局 
　までです。 

壁掛形非常放送設備　WK-780Bシリーズの場合 

AC100V 
50/60Hz 
非常電源用 
ACコンセントヘ 
（常時出力） 

現地調達 × × × × × × × × × × 

× × × × × × × × × × 

× × × × × × × × × × 

× × × × × × × × × × 

× × × × × × × × × × 
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WU-R73の 
非常用スピーカー入力へ 
　　　　  Cは5回線毎に2本接続 WK-770Bは10局、WK-775Bは 

15局までです。 
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＜1＞ 

＜2＞ 

壁掛型非常用放送設備との接続（リレーユニット経由）
リレーユニットを使用すると、壁掛型非常用放送設備にセンターユニットを接続することができ
ます。

重要 • 電力増幅ユニットは、センターユニット、壁掛型非常用放送設備の両方に必要です。

• 非常系統および本システムの合計出力は、360 Wまでです。

• スピーカー1回線あたりの出力は200 Wまでです。

• リレーユニットはラックに収納してください。

• リレーユニットのAC電源をセンターユニットに連動させる場合は、＜1＞のケーブルは接続しません

（次ページ）。また、リレーユニットのラック外部制御・起動端子とE端子をジャンパー線＜2＞で接続

してください。

• リレーユニット内部基板のCN105を 側に変更してくださいラック

各機器の接続のしかた
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パーソナルコンピューター（PC）との接続
PCを接続するとシステムの状態を確認したり設定したりすることができます。PCはセンター
ユニットのPC I/F1（前面）またはPC I/F2（後面）に、RS-232Cクロスケーブルで接続します
（図1）。システム中にプログラムコントローラーが接続されている場合、プログラムコントロー
ラーはセンターユニット経由で制御できます。

重要 • PCでシステムの状態を確認したり設定したりするためには設定支援ソフトが必要です。

• センターユニットからPCまでの距離が10mを超える場合、RS-232C－RS485変換器（全二重方式、

現地調達）が必要です。RS-232C-RS485変換器を使う場合、PC-センターユニット間の距離は約1

kmまで延長できます。動作状態をPCでモニターするには、別売りの運用支援ソフトが必要です。

• 運用支援ソフトのインストールのしかたおよび操作方法は運用支援ソフトに付属されている取扱説明書

をお読みください。

PWR CONT
1

SIGNAL
GND

PWR CONT
2

BATT CONT

PC I/F 2
(RS-232C)

終端抵抗 
切 入 

プログラムコントローラーI/F
(RS-232C)

 
拡張DATA BUS

ユニット切換 
サブ メイン 

増設用 

拡張I/F1
IN OUT

RS-232Cストレートケーブル 
（9 pin - 9 pin：現地調達） 

RS-232C  
クロスケーブル 

（9 pin - 9 pin：現地調達） 

RS-232C－RS-485変換器 
（現地調達） 1 km以下 

運用支援ソフト（WL-AS60） 

PC

RS-232C クロスケーブル 
（9 pin - 9 pin： 

別売品） 

10 mまで 

運用支援ソフト（WL-AS60） 

PC

PCデジタル I/F 1（前面）または2（後面） 

10 m以上の場合 

RS-232C クロスケーブルの 
仕様は48ページを参照しください。 

図1 接続例

各機器の接続のしかた
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電源制御ユニット、非常電源ユニットの接続
センターユニットは、1台あたりDC 24V 1.5 Aの電源を他の機器に供給できます。1.5 A以
上の電源を供給する必要がある場合は、電源制御ユニット前面のDC24 V端子に接続してくだ
さい。電源の接続系統図を下図に示します。

図電源接続系統図

センターユニット 

マルチリモコン 
などの電源へ 

他の機器の電源 

他の機器の電源 

つぎの 
非常電源 
ユニット 

次の電源制御ユニ 
ットや他の機器の 
PWR CONTヘ 

DC24V出力 
1.5A

電源制御 
ユニット 

電源制御 
ユニット 

非常電源 
ユニット 

D3～6

D3～6

非常電源 
ユニット 

4チャンネル 
パワーアンプ 
などへ 

4チャンネル 
パワーアンプ 
などへ 

PWRCONT DC24V出力端子 

DC24V出力端子 

BATTCONT

各機器の接続のしかた
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非常電源ユニットの接続
非常電源ユニットは、停電放送を行う場合に使用します。
停電になると、非常電源ユニットの中に取り付けた、別売りの蓄電池（ニッケルカドミウム電
池）が、システムに電源を供給します。

重要 接続を始める前に、非常電源ユニットの台数および蓄電池の数確認してください（18ページ参照）。

接続のしかた
非常電源ユニットは、図1のように、各機器のBATT CONTコネクターに接続します。電源制
御ユニットを複数使用する場合は、図2を参考に接続してください。
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増設用 
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AC 100V
AC 100V 5A

AC 1A
D1

   BATT CONT

SIGNAL
GNDD2

BATT AD
D3
DC

PA
360W

D4
DC

D5
DC

D6
DC

BATTMONITOR
蓄電池　モニター 

PA
360W

センターユニット  

起動入力 
（停電CONT） 

起動入力 
（COM） 

非常電源ユニット 

電力増幅ユニット 

BATT CONT中継ケーブル 
（センターユニット付属） 

非常電源ユニット複数台 
接続するときは、次の非常 
電源ユニット  BATT CONT D1 へ 

電源制御ユニットへ 

4チャンネルパワーアンプなどへ 

自家発電機等 
の停電起動信号 

A3へ 

D3 D2 D1

図1 接続のしかた

図2 電源制御ユニットの増設

センターユニット 

他の機器の電源供給 

非常電源 
ユニット 

非常電源 
ユニット 

D1 D2 D1 D3～D6

BATTCONT

1台目 2台目 

各機器の接続のしかた
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各音声入力の音量を入力感度調整ボリュームで調整します。
音声入力に接続した機器の出力レベルに合せて調整してください。例えば、ワイヤレスマイクな
ど出力レベルの低い機器を接続した場合は、入力感度調整ボリュームを右に回し、入力感度を
上げてください。
本機のモニターレベルメーターを使用して、各入力レベルを見ながら調整することができます。
詳しくは操作編の「モニターのしかた」をお読みください。

1

2

+4dBV –22dBV

3

4

5

6

7

8

音声入力感度 

増設 マイク ライン 
入力1切換 

コ

9

10

11

12

13

14

15

16

入力感度 
下げる 

＋4 dBV －22 dBV

入力感度調整ボリューム 

入力感度 
上げる 

音声レベルの調整
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基本仕様
電源 DC24V 電源制御ユニット（WU-L62）から供給
消費電流※1 最大 6 A（外部機器に供給する場合）、内部消費電流 最大 1.5 A

待機電流 20mA

内蔵バッテリー 1次電池コイン形リチウム電池CR2032（交換の目安：約4年）
寸法 幅 480 mm×高さ132 mm×奥行き300  mm

質量 約7.5 kg

仕上げ パネル／AVアイボリー塗装鋼板（マンセル7.9Y 6.8/0.8 近似色）

液晶表示
解像度 240×64ドットグラフィックLCD 日本語表示
モニターレベルメーター 6ポイントレベルメーター×1 LED表示(モニターポイント変更可能)

シグナル／ピーク シグナル／定格／ピーク 3ポイント、出力16ch LCD表示可能

音声入力
入力チャンネル数 8ch ※別売WU-AX10 音声入出力ボードにより 16ch

定格入力 +4 dBV

最大入力 +20 dBV

ADコンバーター 20ビット Fs:44.1 kHz DR:90dB（Aカーブ）
入力インピーダンス 20 kΩ平衡
マイク入力 -65 dBV、10 kΩ、不平衡、大型複式ジャック
緊急外部音声入力 -2 dBV、20 kΩ、平衡、ねじ式端子台
補助音声入力 -22 dBV、10 kΩ、不平衡、RCAピンジャック

音声出力
出力チャンネル数 8ch ※別売WU-AX10 音声入出力ボードにより 16ch

定格出力 -2 dBV

最大出力 +14 dBV

DAコンバーター 20 ビット Fs:44.1 kHz DR:90dB（Aカーブ）
適合負荷インピーダンス 600 Ω以上平衡

音調整機能
パラメトリックEQ 3バンドPEQ ×8系統
コンプレッサー 4系統
フェードI/O 3パターン
マトリクス数 8×8 (標準) 16×16(音声入出力ボードWU-AX10使用時)

マトリクスバス 入力16(各出力系統に2chのミキシング可能) 出力16

入出力
制御入力数 24ch（標準）トランジスタ入力、短絡電流 3 mA

制御出力数 24ch（標準）フォトカプラ出力、制御電流 15 mA（出力1～8：50 mA）、制御電圧 35 V

リモコンI/F 通信方式 RS-485 9 600 bps、最大 8台接続可能
PC I/F PC I/F RS-232C 19 200 bps （前面／後面切り換え）
プログラムコントローラーI/F RS-232C 9 600 bps

拡張I/F RS-485  19 200 bps 

本体マイク WU-Z19 (別売り)

仕様
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特殊放送
緊急放送 緊急一斉放送(前面ポケット内SW)

緊急外部放送 緊急外部制御入力端子/緊急外部音声入力（上面端子台）、短絡電流 3 mA

停電放送 停電時の継続放送／停電時の手動起動
バックアップ放送 バックアップ放送SW (CPU制御をOFF)

特殊制御
停電起動入力 外部メイク信号入力で非常電源ユニット(WP-570B)を起動、短絡電流 2.6 mA

電源起動入力 外部メイク信号入力で電源制御ユニット(WU-L62)を起動、短絡電流 2.6 mA

EMG24Vブレイク入力 ブレイク入力により本機放送出力を強制MUTE、入力電流 1 mA

その他
コールサイン 上4音／下4音内蔵
音源再生 4系統同時再生、プレビューモニター×1

音源録音 1系統 (リモコン､本体マイク､補助音声入力)

PCカードスロット 1基､前面ポケット内 (PC Card Standard Type2)※2

拡張カードスロット 1基ユニット内 (コンパクトフラッシュ)

※1 消費電流は、本機に接続されている機器によって変動します。
※2 PCカードアダプターに、コンパクトフラッシュを取り付けたPCカードを使用します。

仕様



保証とアフターサービス（よくお読みください）
修理・お取り扱い・お手入れなどのご相談は・・・
まず、お買い上げの販売店へお申し付けください。

■保証書(別添付)
お買い上げ日・販売店名などの記入を必ず確かめ、お買い上げの販売店からお受け取りください。よくお読
みのあと、保存してください。

■補修用性能部品の保有期間
当社は、このセンターユニットの補修用性能部品を、製造打ち切り後7年保有しています。
注）補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

■修理を依頼されるとき
まず電源制御ユニットのブレーカーを「切」にし（非常電源ユニットをお使いの場合は蓄電池スイッチも
「切」にします）、お買い上げの販売店へご連絡ください。

●保証期間中は
保証書の規定に従って、出張修理をさせていただきます。

●保証期間を過ぎているときは
修理すれば使用できる商品については、ご希望により有料で修理させていただきます。

●修理料金の仕組み
修理料金は、技術料・部品代・出張料などで構成されています。

は、診断・故障個所の修理および部品交換・調整・修理完了時の点検などの作業にかかる費用です。

は、修理に使用した部品および補助材料代です。

は、製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。出張料

部品代

技術料

保証期間：お買い上げ日から本体1年間

 

年　　月　　日 
WL-DK600

便利メモ（おぼえのため、記入されると便利です。） 

お買い上げ日 

品　　　　番 

販 売 店 名  

1 （　　）　　－　　　 

 
NM0601-1071　　A8QA5745BN 

c  Matsushita Communication Industrial Co.,Ltd.  （松下通信工業株式会社） 2001 
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